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ま 。ぇ 台三 き

最近に辛子ける科学技術の~~躍的発展は，人主震の歴史κ大きな進歩をもたらしつつある。との新しい

時代に向かつて，教育のあb方も，大きな発展を遂げ念ければ念らない時期にあたっていると窓われ

る。 ζうした時にないで，世界各国が，次代を:rcなう背少年の夜在日{と民族の興隆を簸け，そ骨汐Ja'7f.発

K全綴の努力を競っているととは，今日の悲しい世界的動向のーつであるといってよいであろう。

わが図κないても，たびかさなる教育諜程・学習指導要領の改訂，金風的在学力調査の施行念ど，

学力向上への努力は，行政面・でも ，実践閣でも，たゆみな 〈真剣K行なわれているe 本県(i[沿いても

との学力向上の筒f哲は，青少年の健全育成とともIぞ，一大泉民i準動ともすべき緊急な問題であ9， ~者

種の有効適切な猪鍍が喜要請されるのであって，今回発表された木県長期総合教育計画にちもいても .と

のととがうたわれているのである。

とうした動向の中で，われわれは満 5午前(1(，竿:力と学習指導の問題をさき研究所の中心的な研究課

題としてと Pあげた。いうまでもなぐ .ζの学力と学習指導の問題は，学校教育の中心的吉宗Eきである。

われわれはとの学力の向~á:考える時，児窓生徒各自の人間形成という教育の本質的念問題の中にと

れを位置づけ，との学力と学習指導の問題ーを俣*的VL検討してみる ζとが，きわめてたいせつ衣 ζと

であると考えた。数南守tてみて s本質的な学力向上対策がとられるので念ければ，それは一時的な効

集Fて終わったり，かえよった学力の形成。亡陥る;J;、ぞれなしとし君主いからでるる。今日の歴史的時点に

$>いて ，どのような学力を，どのように育ててゆぐととが望ましいのであるか，とうした鴎重量な問題

を研究談窓としながら，還ましい学習指導法の樹立を目ざし，全所長の共同研究体制Cもと(i[，小 -

中学校の全教科にわたって，実証的な研究を行なってきた。 36年度からは ，全国教育研究所連慶で

も，自藷，社会，算数釣学，理科の 4教科について， 3か年計j!!iiの全国的念共同研究を行念うように

なったので，主主研究所も桜優的にとの企図遂行に参加し，主聖書な幹事県としてその縫進に寄与してき

たのである。

学力と学習指議の問題は氷遂の研究課題であ9，われわれC研究も，その探究の進trt'Cつれて，自

主事れて道念訟逮き!惑をしみじみ味わうのであるが，今年度をもってとの 5か年聞の共同研究に一応の

終止符を打つζとκした。今後との学力と学習指導の問題は，さらκ貌点を新たκして引き続き研究
を深めてゆζ うと言十麟している。

との紀袈は， 昨年度の研究紀嬰 II売解力の形成とその指導 (2 J Jに引き続き，鴎語科の今年度の

研究をまとめたものである。とれまでみてきた児童生徒の読みの様磁の上に立って，読みc機能。亡則

した翻芹の繋点を考え ，それをふまえた読解指導を実際授業の上に展開して，望ましい読解指導のあ

り方を示そうとしたものである。か沿かえのど批判を得ればキいである。

念公， ζの研究は .それぞれ研究協力校の絶大な協力のもとに行なったもので，学校長はじめ，直

接間援に協力していただいた耳議員各位，ならびに児童生徒諸子K対して，心から深〈感謝の:患を表ナ

るしだいであゐ。

昭和39年5月23臼

新潟県立教育研究所長 小 林 正 直
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I 研究の構想、

との研究は.一昨年 ，昨年と発表してきた I読解カの形成とその指導J( 1 ) ( lT )にひき統ぐもの

で.との〔狙〕をもって一応の完結を見るととに左る。 ζの伽究は.全国教育研究所通盟の共同研究の

一部でもあるので.その全体言十闘は.それと歩調を合わせてある。との研究の縫:t'81てついては .ζれま

でたびたび述べてきたととるであり .ととにほど〈簡単に記すKとどめたい。詳しくは前記の(r ) . 
〔宜). $'よび全国教育研究所連盟S留 学習指導研究シリーズ 4fI飽務科と統解力の形成 ・その指導.IJ

を参照されたい。

1 研究の趣旨

との研究は.国語学力の向上を包括し.国籍科Vてかける学習指導の改善を究極の目標とするものであ

るが.それを迷成ナるために.r読みの機能rcJiWした児童生徒の読解の様相を明らかにし ，そとに読解
力形成の契機をとらえて .!7tJ務力を高めるための効率的指導法を研究する。 Jととを直接の研究呂的と

している。以下との趣旨iセついていささか説明を加えて，その意図するととるを明らかにしたいと思う。

戦後手|学的分析的κ設計された調査研究が盛んlそなり .国語学力も要素的なものに分析され ，その一
つ一つの要素を評価の対象とした国語学力の調査が行念われた。 とうした国路学力の要家分析を学習指

導の場にそのま支持ちとんで.1ft要素を対象として学習指導が行なわれる。ナ念わち .読解力というも

のを，語い力 .文法力.段落を切るブ'J.要約力.婆旨を読みとる力…-・・というふうに.い〈つかの要紫

に介析し，そのかの訟ののカを育成しようと.細かに設計された学習指導がなされている。ととうで，

笑際に文家を読解する場合を考えてみると.それらの言諮務能力は，会えがい(tC:他をたすけあいつつ，

むしろ有機的に結合し， 一体となって活動しているととに気づ〈であろう。とのように言語諸能力が一

体となって活動するのが税解活動であって.その意味では.各委紫をばらばらに学留しても.英の読解

は必ずしも成立し乏いのでは?をいか .と考えられるのである。

しかも .そうした要素分析的統解指導の笑擦を見ると .j'r$>むね.普かれたヌ茸そのものを対象とし

て .文章を静止的K.結来的に分析する千快業K念っている。ぞとでは文章を介析したり関係づけたbナ

る，いわば文芸震の客観的介析的研究ともいうべき学習が行?をわれている。そとKは，文章を読むという

主体的な言語活動が.教師に来たして怠E哉されているかどうか.は~はだ疑問を感ぜざるを得没いもの

がある。

続解というととは .読むという言語活動の上K成り立ってお、t.一口にいえば.文章を読んで意味を

読みとる ζとといってよいであるう。言語機詫としては理解のはたらさを本質としている。ととろで .

との，意味を読みとるという言語活動は.読み念がら理解してゆくという特貧をも。てhる。とれは文

章というものが時間的表現であるので .その理解は常に継時的な読みを必要とするからである。たとえ

滋後には.，主主主の錨見を把慢できる(fCせよ.最初から会M~を烏殿しうるものではない。冒頭から末尾ま



で .容さ手の書いたあとをそのまま読み手は忠笑Kたどってゆかなければならないのである。(そして

翌年:iIfJ..実線生活では.一回の読みで意味把健を終了している。 )ζのととは文芸注の読解を考える上Vて径

めて重要なととがらであって.読解カとは.との読みながら理解してゆくブ)i'(ほかたらとい。との力会

つちか うζとがき兎角専の指導乏のである。との1iieみながら理解してゆ〈沿程yt:. t;文書主を切った~ .要約し

たりするカがはたらいているのである。医者殺の61f語能力がどのようκはたらいて文章のmmが成立する
のか.統解の問題は .との読み進む過程の中に内在している。さきlと述べた外析された諸嬰紫の一つを

特に取TI:IJして指導する場合にも .ぞれが文殺を57tむという言語治蕗bの中でどのようなはたらきをして

いるのか ， 統解i&l程の中に正し〈古L~づけて指導ナるととが大切でないかと怠うのである。

文書住はひとつづきの文字のら列である。説み手はこれを統みながら .単語，文節.句，文.段落と .

ひとかたまりの意味単位を意識の中十てとらえてはiヌ切bつつ .またそれらを関漣さぜ結びつけつつ .ぞ

とにイ メージを展開して読み進んで・~<。とうして文章の読みは . 宮真実から末尾まで継時的κ進んでゆ

〈が .心理的κは.その読みのi@終的:単I'r:先へ先へと砲線的念進行をたどるものでは攻<~銭にそれた

P前にもどったり ，行きつもどbっしつつ.[時には飛臨し，時十亡は向じととろにいつまでも渋滞すると

いうような .復総攻進行過程をたどって説んでゆ〈ものと悠われる。 ζのようKして，読み手自身は.

文章の書き手K導かれつつも.自らの手で主体的にf慌q のζとばを .文派的』て秩序;づけまとめつつ意味

体制化Lてゆ ぐのである。 ζのよう念読み予の主体的念枕たらさとそ ，読解活動の本質的なものである

と思われる。さきに研究目的1'[r読みの機能vciOした 」といってhるのは .ζのような主休的念書館活
動Kささえられた .読みの心週 的側面を重視した銃解のナがえをいっているのである。

われわれはとの続みのはたらきに注目し .日本穏の害容v:>と文法によってつづられた答体的念文蓄をとい

うものを .続み手がどのように読みとっ てゆ〈か ，蹴み手がどのよラな統みの過程をたどるときに.正

しh鋭みや綴れる統み .あるいは深い読みや浅い27tみが主主ずるのであるか ，とうした読みのメカ zズみ

を明らかにし.その上に読解の学習指導を考えてゆきたいと思うのでらる。

もちろん .ζのような読解のメカエズムを科学的K解明すると hラζとは.2 • 3か年の研究では不

可能な ζとであり .われわれの手K負えないものであるととも怨録十てかえ〈なh、ただ .とう'ハラ読書援

の本質的な函が今日の読解の研究K訟いて一般的に取りよげられて草子らず .支え指導の箇でも等閑K付

されているので .われわれはとの簡の解明忙少しでも〆スを加えてみたいと思うのである。読解のメカ

エズムそのものはじゅうぶんの解明を見念〈とも ，ζうした統みの機能という角度から裁解の問題を見

直し .今日の読解指導を .言害警活動としての読解力を高める .ょb本質的 .ょp具体的念ものKするた

めκ，その方向をいささかでも見出すととができればと1¥:1.うのである。 ζのような立場で況脱J省主導の建
設しいあP方をうち立ててみようとすゐりが .ζの研究である。

2 研究の計画と経過

ζの研究は次のように言十iiliiされている。 (ζれは .全国共同研究で全両的立場で設定された計l却であ

るが .との研究も一応との計磁の線に したがって行なっている。 )

第 1次研究 読解i箆毛霊の分析

第 2次研究 読解す縛rt.の仮説の設定と検証

~~次研究 説解指導主E論の憐成

趣旨の説明のととろで述べたように .読みの機能K却した統括専のあP方を考えふ持 ，総階的表現であ
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る文主主をどのように読み手が意味体制化してゆ〈かが問題であ t，文章を読みとってゆ〈読解過程その

ものが問題Kなってくる。第 T次研究はとの読解i/!j科会分析して税みのメカニズ Aを解明しようとした

ものでるる。われわれはとの研究で学習指導を問題にしているのであるから .当然まず子どもの実態を

見て沿〈必要がるる。 長括的I;;f;:熟の段j穫にある子どもの読みは ，当然大人のそれとは兵なったものをも

っていると思われるので .子どもの読みのメカニズム脅明らかにしてゆ〈ととが問題になってぐる。そ

とで読みの機能という窓からのぞいたチどもの読みの機態を見てゆらとの仕事を積み重ねるととKよ

って.今日明らかにされていない統みの披露Eというものを .いぐらかでも切らかκし，同時十亡子どもの

鋭みのメカ =ズムというものを .次第十t切らかにしてゆとう ，とうした期待をかけた仕事が第 1次の研

究である。

との仕事は興味ある仕誌であるが .困殺な仕事でもあり.無限の採さと広がりをもっ仕事でもある。

結局36年 .37*の2か停を費やしたが .そのへ口をさまよったに過ぎない感が念〈もない。しかし

そとで究明しようとし，あるいはいささかな担ともそζで採り得たものは.現在の読解指導を反省する

上に重要な祝点を鍵供していると忽われる。

第 2次研究は本年度の研'先で .次霊:;:(tC詳し〈述べるが .第 t次研究で見た児蛍袋提の銃みの様態K立

脚して.絞みの被害~l'Løp した . 読みの心理K裏打ちされ免責在解指準法の仮説を設定する仕事である。と

の仮哉の設定と検証は .方法玲的Kはなはだ鼠畿なものがあるが .ととでは.そうした視点からの望ま

しい指導祭を作t.とれ季実際授業の場('0，'ろして修正を重ねてゆぐ という .方法をとった。

第5次研究は.第 2次研究Kよる指導仮説の一般化をはか t.指導理論として確立するととに念るが

とれを笑証的{仁研究するには .長期間にわたる .かっ .きわめて広い純闘での実験を縫なければ念らず

とうてい今日とれを行なうととはでき念い。むしる .5誌2次研究の成果を訟に問うととKよって，広〈

教育掲授の場でとのよう念立場での読解指導が試みられ.実践の湯の中からかのずから指導淫論が確立

され実在される日のぐるととを期待したいと思う。その:意味では，との研究は ，いわば現在の読解指導

会批判し反省し，ょ h本質的進本的変説解指導への一つの縫祭であり .主張であるといってよいかと恩

う。

- 3ー



E 研究の概要

本年li!!.c2)/tIt究は .読みの機能や読みの僚級を見た第 1次研究の上κ立って .それではどのような指導
をしたらよいのかという .学習指導についての研究である。すなわち，読みの機能や綬みの占禁態に立脚

して望設しい$');解指導法を樹立しよう とするのである。そとで.読解指導の仮説を設けとれを検証する

わけであるが.その仮設は ，前にも述べたように.いまの朗容では.ある析しい指導方式とか .特殊念

指導形般というような形のものとしては出てと念い。従来行なわれてきたいろいろ念統商事指導法を批判j

する視点として.あるいは .日日行なっている自らの学習指導を反省する袋業分析の畿点として .もし

〈は読解指導にあたっての留意点として .そう した .いわば，続解指導を考えてゆ(.もし〈は笑際K

行なってい〈教師の考え方の基本的念視点や構えのよう念ものを打ち出すととκなるであろう。

与L上のような指導仮説の設定について以下述べたいと思うが .本主主の叙述として.まず第 3次研究で

見i't子どもの続解の綴態と読みの機能について鐙返し .それiて立制して考えられる指導上の聖書点(指導

仮説Hcついて考え .さらI'Lその指導仮説の検証Vζついて略述したいと思う。

1 子どもの読みの様態と読みの機能

第1次研究で見られた児童生徒の統みの様締まどのようなものであったか ，そとに考えられた読みの

機能はどういうものであったか .それらを次K少し〈整理した形で述べたいと忠弘 ただしζとKはそ

の結論的なものをき己し ， その義礎に念った具体的念事実や様態についてはいちいち述べ~V">oそれらに

ついては !現解力の形成とその指導J[.I)(II)を参限、していただきたい。

〈以下 ・印は読みの鎌態 .0印はそとK考えられる ζと.税みの機能への考察)

(1) 低学年 ・下位群の主観的統みK関するもの

・ 低学年!'C:j;;-いては ，読みの過程!'C::l>、いて，ととばに対ずる主観的反応が強<，自己の興味関心κ

左右され ，文言誌の中にζとばを定位させるととができ念い。 3と1ft全体のとらえ方も.きわめて主倭

的印象的である。

・ 低学年(もしくは下位支障〉では .きわめてば〈ぜんとした注:意深さを欠いた読みをしている。 し

ーふたがって細部の読みとりは不正徳 .文章全体としては印象的な読みですませている。

・ ど〈未熟~段階では.念にが.いつ.どζで.どうした . というととは:rc苅応ずる事実の認識鋳

造が確立していなh。

。ととばに交すするかえよった主続的反応やば〈ぜんとしえ白取的読みを脱却して.ととぼや文

主誌の客観的意味世界を抱短lA寄るように在るととが .続解力の成長であ t.統解力形成の第

一要件でるるといってよ いだろう。

(2) 意味形成に公ける叡括力 .要約カ.抽象力十亡関ナるもの

・ 主観的感性的銃みから容量詩的理性的読みKいたる過程κ，読み手自身の主体性を欠いた平板な読

. み一一 火をの客産目的意味κだらだら即するだけで ， 全体的vc把怨する主体的念統括-カ~(乏しい読み

『ーが見られる。イ呼校高学年中位鮮に多〈見られる傾向で .上位群Kかいて初めて主体的念哀の
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遊性的読みが:士されている。

。とのととは.低学年の主験的感性的読みが，学年C進むKつれて次第に文章vcflUして客観
性をもってゆ〈が ，その際 .文章の意味を高い立場から.より大き〈つかみとってゆ〈慨揺

力.要約力 ..抽象カというような力が ，いまだ成熟していない結果と考えられる。

。とのような力は，爽は言語そのものが本来もっている僚念伎や抽象性花関連してお‘!J.意
味把握とは.とうした一段と高い次元で包括し，抽象するととだともいえる。してみると，

との力は言語能力の最も基本的念力であると考えられる。

文章の中の具象的なととがらについては蕊解できても .そと代内在する意味を読みとると

とができ yをいというのも .ζ うした力の不足トてよるものだといってよいであろう。

次のよう念務査場面で見られた子どもの様定員十ても，低学年・高学年 ，下位若手 ・上位鮮の聞に .ζ

の力の是ましい速いがはっきりあらわれていえ。

・要約の調査で，低学年(もし〈は下位群〉では .事がら的部介的要約が多<.高学年(も
し〈は上中位群)では ，続，制句全体的要約が多〈見られる。

。 段落意識の調査で .読みを t次 .2次と重ねてゆぐと .低学年では ，最初は印象的直鎖的

把鐙をするが ，次第に具象や部王子を細かぐ見るために.小段落イとする傾向があり，高学年で

は大段落イヒナる傾向がある。

文章を読み進む過程の調査でも .下位訴は意味単位を小さぐ形成 しつつ読み進み .上位鮮

では意味単位を大き く形成して読んで~<。そとに意味単位を形成する読みの錨lと広狭の差

呉が見られる。

(3) 読みの過程{乞会ける文明t的意味把J屋，展開力 ，~号怨力 i吃関するもの

静長単位を関遜づけ文章全体を文脈的lと抱慢する力は，上中下位詳の著しい差呉と念っている。

。文言誌の文脈的把縫は文章の統みの継時性K葱つ〈もので，さきに述べた統括力や後約力を
含みつつ行なわれる。文筆続J!i!tの努骨をなす力である。

意味単位の集積-;Qlj!智大すると.(文章が長〈なると .)とれを把持する力がうナれる。

。とれも文章を文派的('C秩序づけつつ読む力に乏し<.意味単位がばらばらに脈絡な く読み
ナどされるととK.大きな原因があるように恩われるω

・冒頭部では主観的反応をもつが.文章を~tみ進むにつれ ， そのま鎖的反応が修正され.文章自体

の意味世界がh足立してゆらまたその際 ，冒頭部のま鎖的反応が.そのまま読みの方向を逸脱さぜ

てしまうものも見られ.きたその修正K/r.心監速の差が見られる。

D 文言Zの冒頭部(ま.未知の人に面接するどと<.読み手<2)主観的判断しかできないが，二三

言語もし〈は→二行鋭んでゆ〈中~1: .書き手κi尊かれつつヨと主主の;意味世界Kはいってゆ〈。

。文主主はそれまで鋭んできたととろからなのずからその先が予怨されるものであ t，との予
紛が著書き手。意図κしたがってなれば，次に〈る文を受け入れ易<，また次の文への矧待と
いうものが，いきいきとした文治の読みを持続させてゆぐ。との予f慢があまりにも主E詩的で

うどきのつかないものに念っていると，次の文の受け入れが底華をになり，逸脱した鋭みκ辛子

ちいるものの£うK考えられる。

3と5量を読み進むにつれて，文中のととはの意味内容やその重さは変動してゆら
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。文章の中のととばは，読んでいる時十日二特別気がつかなかったものでも，次第κその意味
の重重要さK気づ〈ものである。つまり文中の語いや，文 ，匂，あるいは段浴は，その意味が

文章を読み進むtてつれて動き ，修正され，より大きな，ま味卑位の中K位置づけられつつ ，そ

れが，全文を読み名、えた時，読み手の読みとった全文の務念の中κそれぞれはっき台定策す

る。 ζ うして読後には，全体の降怨の上で葉要を語句ゃ奇跡がはっき担念識に浮かび，いつ

までもその残像をとどめているものと想、われる。

指示務その他的克也包の機能をもっととぼや表現がはっきり読みとられていない。

o 前ヌ:怨起の機能をもっととばや表現は，ぇ;鎗の文脈的抱授の上κきわめて重姿な意味をも

っている。 文章は冒頭から末尾へと読み進むが ， そのi過程~$'いて，心理約Kはい 〈 たびも

い〈たびも前文を振り返Pつつイメー-;?を持待成しつつ統み進んでゆらとれは前項でも述

べたととろである。 .との ，前にたちもどっては続み，たちもどっては読み進むという読解過

程~;j:，'ける心環的事笑を指導の上にじゅうぶん生かすととが大切でないかと思う。

文章を読むκ際して， ことばの指しポナ内容邸象のみを読んで文章表現をお=るそかに読み過す読

みと ，文療の表現面だけを文法的形式的に読んでゆ〈読みとが ，対照的Kみられる。 4寺K中学の段

階で後者の読みが慈し〈あらわれて〈る。

0 文脈づけて読むというととは。文章表現の表現.面会文法的に脈絡づけるだけでな<.それ

を返して，その内奥κひそむ意味世界を秩序づけてゆぐととである。

(4) 心情耐の読みとかκ関するもの

物緒的女主量の読みにさ当って，その心情的念事長生島(1(買でして ，感受性ゆたかな読みをするものと ..酸

性的に割b切った読みをするものとが見られる。そしてとの違いは ，必ず しも低・中・高学年，上

-cp・下位若手の類別Kはかかわらない。

0 ζ うした面の読み』ては，飽性的な特質があるようK:~宮、われる。

・ 一般的にいって，文章の心情的表現を味わい読むとと1':1J なかなかむずかしいらしい。

・人間の感情や心の世界を ζとばで分析的に説明する ζとは，小学校高学年や中学の卸皆tc:t.'いて
も，きわめてむずかしいらしい。

o 情接面の発達がその表現を味わうまでにじ唱うぶん迭していaいととが主たる魚冒とは恩

うが ，一節また，言語技能が未熟1lため心I'L感じているととを明確に表現でき衣いという点

もあると考えられる。

言語と思考， 言語と情鎌 ，ζの密接1l関係は.l童話指導の上κじ暗うぶん考えていかなけ
ればなら念い問題である。

物語的文章の読み(!(お・いて，その作品事受のありかえ ，=t:.，'lgへのjf，j_り方の方向や深伐の度合いは

各人各綴でゐる。

0 その子どもの過去の生活経J~賞。個性的特質，人間的成熟， ζ うしたパ-;/ナ リティのilぃ

が文学作品の受けとめ方を異にするものと忠われる。

文学作品の読みを通しての人悶形脱を考える時，との作品受主主の筒性的差奨とその多織性

は，J売危害指導K除して考総しなければなら衣h重要な向車重である3
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2 読みの掛能に立脚した読解指導の要点

前節では ，統みの機能からみた子どもの統みの綴態とそとに考えられる読みの機能について努察した

のであるが ，そζにほかのずから読解指導の手がかbが待られ，い〈つかの指導の婆点ともいうべきも

のが浮かひ'上がって〈る。次{そ ζれらκついて述べたいと思うが，それに先立って，読解指導全般にわ

たってのわれわれの泰本的念考え方，読解指導の理念ともいうべきもの陀ついて， 一言。触れて》きたい。

(1) 統織は読み在がら意味を理解してゆ〈生命的主体的活動でるる ζとを自覚し，説島幸指導はそれに基

づき Jそれを育てるものとして営まれ念ければならなレb

・読解は，文主主の客観的分析操作陀終わるととな(，常に読む活動にたちかえって指導されなけれ
ばならない。

?詰tて来説部分への関心と見通しV亡ささえられた，いき いきとした zゆたかを読みが育つように指

導されなければ左ら念い。

・との言語活動力としての読解カは，その力が習慣づけられるように指導されなければならない。
(2) 子どもの読みは感性的念読みから渡性的念読みへと進んでゆら読解カの形成ばとの方向へ読みを

育てるととである。しかもそれは，言語の本質から言っ・て，単在る言語技術の成長を意味するもので

はな <.直抜間接κぞれが人間形成にかかわるものであるととをじゅうぶん自覚して指導されてたけれ

ばならなh。

以上のような基本的態度を碁U亡して，次!/(.:かかげるような各項目が読解指導の接点として考えられる。

前節の読みの機態に応じた形に盤理してかかげる。

(1 ) 主観性を脱却して文章の答綴的意味:rE.僚ができるようにする。

文章!'(E!llして読む態度を養う。

文主主"を注:怠傑〈統む習償を養う。

・語いや文法の知識を正li'ffKし， 穏に ζれを活用ナスようにナる。
(勾 意味形成vc~，ける伝~括力・袋約力・繍象刀を培う。

(.3) 文念を文lVR的に秩序づける力 ，展開力・隙怨力を繕う。

(勾と(3)は切b離すととができ念h。とのこつの力が一体となってはたらいて読解が成立する。読解

力のや核をなすものである。そのはたらさがじゅうぶん~Kつぐよう泰われ念ければ?をらない。

・?詰;~て饗き 手の気持ちに立って読むようにする。

文なの冒頭部でできるだけ早〈文章自身の もつ意味世界にはいるようにする。

常trc文章未説部分への内容の展開を予:fBし，期待と関心をもって読み進むようにする。かっ，そ

の予怨が正確もしくは柔事たであるようにする。

・既税制分を振D返り，振b返っては続み進む， ζ うした読み方ーを習慣づける。
・意味単位の切れ続き，その関係等を常に文章の流れのやに位置づけて見きわめるようにする。
・どとまでも文章表現をtt.いせつvc注意深〈扱う。と同時に，それを過 してその底にある論理や事
実を別総にとらえるようにする。

(4) 心イ育的なものを読みとれるようにする。
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- 表現をたいぜつにし，表現を味わい読む態度を養う。

・4寺K物語的文章の銃みに志、いては，それぞれのパ-;/オリティによる読みとbの違い陀立って，
その多緩性を生かし，ゆたかな読みを育てるようにする。

(5) その他の留:家事項

. 年齢的念発達段階を じゅうぶん考慮し，言語機能の完全念発脊を促すよう留意する。

• a交解は個性的生命的ないとなみであるため ，微妙な個人差のあるものであるととを認識して，指

導し念ければなら念い。

物語的文章 ，説明的文主主の別，さらlてはその一つ一つの素材Kより ，そとKはたら〈読みの機能

が奨念るとと{宅情意 し ，その素材~~p した適切tt指導が念され念ければなら浅い。

3 指導仮説の設定と検証

以上K述べて脅え指導の要点は ，第 1次研究のょに立って理論的K考えられたものであるので， とれ

を実際指導の:場y1:$'るしたときに，はたしてそれが指導の要点となり待るものかどうか，実際の授業の

場でこれをt1/iiかめてみ3長ければならない。

ζの指導の要点を実際の指導κ移すたさ当って， ~留意すべきととがある。たとえば ， 小学校低学年の子

どもの読みの様態ははなはだ主観的 ・印象的で感性的な読みをしている。 ζれを客観的な理性的な読み

の方向へ育ててゆかなければ念ら念い。そとでとの主観的読みから脱却させるためには，文望者κ節して
読む習慣をつけるととがたいせつだと考えられるわけである。ととろで ，小学校の低学年や中学年の子

ども{ζとっては， 一方，むしろ怨像力を伸ばし，言語をとかしての自由なイメージを育てる ζとがたい

せつである。それを育て念いと，未銃部分への関心の持続や予怨力がな〈念 !J，いきいき とした読みの

活動力が育たをい結果になる。ぞとでそういう怨像力をそζなわないように zしかも文章(r(fmしてイメ

ーヅを展開してゆ<，そのよ う念撮撃が必要なわけであって，そうした指導が展開され君主ければ念ら念

h。との工う jtて事長際指導に辛子ろす場合~r.は. ，その学年の言語発送段階を遺書鍵にして呉体的な綿密在配慮

が必要に念って4る。指導の要点としてあげたものは ，一般制商象的段階で述べてあるので，呉体的指

導のB基調に会いては，学年によタ素材Kょt，あるいはその対象児童Kより ，それぞれ特質l乞応じた具

体化をはかるよう，特に留意するととがたいせつである。前節fてるげた15)の留意事項はとうした点の指

衝である。

それからまた前節には ，指導の婆点として項ell'C分け列記してかいたのであるが，指導の実際{そない

ては，必ずしもそれらが一つ一つ離れて出て〈るわけではなく，それらがそれぞれ説解の部分部介を特

色づけ念がらも，むしろそれらはbたがい iて関連し結びついて，一体のi箪然とした形でt~導の中に入 b

読解指導をささえてゆぐのである。したがってその要点の一つ一つを特陀取b出して考えるととは，指

導のJ主体性から離れるととに変る。とわらの聖書点は ，i軍然とした読解指導の中で初めて具体性をもって

生きて〈るのであ!J.，その力を発揮するのである。とうした意味でさきに掲げた指導の婆点は抽象され

た仮説でるって，読解指導の具体性をもった仮説ではない。

さてそζでわれわれは，とれら読解指導のー要点を銭bとみ ，それに導かれた，具体的な教材fてついて

の指導案を作成し，とれを実際の授業の場にゐろしてみて Jはたして授業がうま〈成立するかどうかを

磁かめつつ，そのお4草案を反省し修正して.より適切念指導案へと改参してゆ〈。 ーー とうした手臓

をふんで ，との読解指導の姿点が笑際の授業の坊にかいてはたして指導の要点たbうるかどうかを見，
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またζの指導の姿点をどのようK笑際の授業に展開すべきかを，笑践をと辛子して見ていったのである。

ζのよう な過程を縫っつとの仮説が確かめられ設定されていったのである。説]節Yてかかげた読解指導

の姿点は，笑は ，ζのようにして確かめられたものκついて記したのである。
ととでち￡っと断わうて;j>~きたいのは，さきにも述べたどと< ，との指導の要点は抽象的なもので，

具体的附ま指導策の中κ銭Dζまれ指導案の形で打ち出されてぐるわけであるが，指導案そのものをわ

れわれの談解指導の仮説として設定するわけではない。す念わち，指導案K盛られた授業の流し方や発

問の方式，そうした指導形磁的なものをわれわれの読解指導の一つの新しい型として提示するのではな

く，その中κ含められた読解κ対する理念や，言究iWの要点，留意点といったものが，われわれの提示す
る指導仮説念のである。

捻主草案そのものが指導仮説では念いから ，その指導案{疋よって指導された結果を，直ちに比較群法に

よって効果~J定し，その指導案の効率性を云々するというような検証のしかえをわれわれは とら えtか っ

た。またある要点のみを生かし ，他を統制して比較するというよう念実験も行念わ念かった。とうした

実験も，実は，笑際の授業の場JrC:J;>けるそうした統制がきわめて図書をであるというだけで念<，われわ

れの目指ナ読解力は習慣づけられた力であり ，長期だわたる指導の中に能力的なものとして橋われてゆ

くべき性質Cものなので，短期間の指導で結集を評価する ζとは無意味をととであると考えられるから

である。もっともわれわれは，その指導が授業として成立していあかどうかを見るために，事前事後テ

スト等を行念h ，効柴判定を行在っているが，とれはどとまでも授業と しての成立の度合を評価の対象

Kしているので .それκよってi1tちにその仮説の毅課を判定するものでは念い。

われわれは一つの教材についていろいろ念角度から指導祭を作り ，指導の要点、の笑際授業への多面的

展開の療相を見，また，同一指導祭で対象児童を替えるととによって，その妥当性を確かめていった。

事前事後テスト等の紙面調査や面接をまじえながら ，主として授業級察をとb して，その指導寮による

授業が授裟として成立したかどうか，す衣わちそれが子どもの読解カ形成を{Jtす授業1'L1.i:っていたかど

うかを見て ，その指導突を修正してはまた授業忙なろしてみる，とい うととを繰b返し行念った。との

ような検証段階の笑践過程をいちいちζとには記さないが ，かくして到遂した授業過程の数例を主主を改

めてj~げ，われわれの指導仮訟の具体的機柑とその展開を明らかに したいと思九
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E 読解指導の実践刷と考察

1 読解 の指導例について

前をでも述べたように，われわれの繁 2次研究にかける指導の笑践は，読解指導1膨般の効率的なサン

プルを示すものでは念(，むしろ，読みの機能。亡立脚しようとナるわれわれの読解指導の要点を縫ホす

るものである。

まず第ーにわれわれは，授業というものの総合的カ動的な修道をじ申うぶんVて認殺するが故vC，形磁

の箇定化，類型化に対して，深い昆聖書をいだ〈のである。かりκ，授業をもっとも選本的な三要素〈教

師 ・教材・ 児童)に分析して考えてみても.それぞれの妻家は援に阿賀ではな(.しかもその関連は常

に一定では念い。同一教富市が，問ーの教材を取り扱っても， 対象児主主 ・生徒が変われば，その授議後熊

も.J:，'のずから呉念つでぐる。また， 同一教師が，同ーの児童・生徒Vc対したとしても， 異教材を取D

扱えばさ当然その指導形態や，方法に微妙念表奨が生じて〈ゐのは総合また念いととろである。とのよう

I'C~朴な基本的な三重要素に介析して考えてみでさえ，授業の場に公けるとれらの関連は芙K立体的，力

動的な性格をもっていゐのである。主して， 授業という ものを .その遂行過程ゃ ，段|務i'L1子析した 1).

各号要素化包含される細か念因子聞の関係Kまでたち入ヮて考察ナれば ，いかに授業というものが千差万

別の療相を示さざるを得念いかという事情が了解できゐはずである。

したがって，厳箆f~というならば ， 一定f/.)教材化対する長良雄ーの方法というものは存在し得ないとと

κなる。えだ ，比較的類似の条件の授業κついては，有効的憾な方法のいぐっかが典型的(lCあげらわる
であろう。その£う念場合の共泊的念法員l併を明らかU亡しようとするのが，近米の授業併究であT.い
わゆる「授業の科学化Jであろうと患われる。しかしながら，わが闘の教育社会学や，数奇心護学の現

状からみて，授業の科学的解明には，かなりの時日を要するものといわれているし p よしんば解明され

たとしても，それは固定化した迎怨的考授裟形般を提示するととvc:はなら念い。 パブロフ流のいいかた

をすれば，袋楽というものは，力動的なステレ庁タイプ〈シヱ守と同じ一一行勤務式)含つぐりあげる

仕事である。しかも，適応力を持ち，他の大きな粋にはいって，いろいろ念ちがった仕方で機能し得る

ようなステレオタイフーをつ〈り出すととが授業の自的に考ら?をければならない。そうなれば，固定化し

た授業形態だけでは ，ζの目的を達成するととはできない。たとえば，講義的方i袋で祭われるシェマは

討議的方法Kよる学習の巳やでも， じ申うぶんに機能するととによって .適応性をi苛め ，カ動的な発展を

遂げるものと思われる。かりに講義的な学習場面でつ〈られたシエ守が受谷的なものであったとしても

それか下十議場面で創趨性と積優位を地すとともあるうし 3逆I'C.討議場面で，不正縫で不安定たうえーノ

ェマが ，講義場簡で正し ぐ安定化されるとともあろう。とのようκ，カ動的なゾエ守を作るには，その

時の教師のねらいや，教材の震や，生徒の能力 ・理解度などに応じて，呉なった方面長を用いて〈タ返す

のがよいと されている。以上のような点から，われbれは，一定の有効限界をもっJilli態的な授業形態の

提示というととよbも，読みの機能K立脚する読解指導の留意点を，授業の具体K即して提示ナるとと

を選んだのである。

第二lι.:i討議形態や万法の良否を決定する実験的操作の凶織がるげられる。

今回の金歯の共同研究にかいて ，国語科グループでは，読解力の形，1)(;とその指導K関ずる全面的な候
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主主を対談としてとPるけたので，その内谷は広範で複雑念ものとなった。したがって，統制群法による

比較尖験も，復線多僚な因子を条件税制jできないためκ，とうてい実施できない。か.!:>!'L実絡できたと

しても，読j弾力というよう?を総合的走力は ，数時間の短絡1I羽の掲議事で脊戚さるべきものではをい。長期

相こわえる読みの習慣の形成κよる熟主主に期待しなければ念らないのである。 漢字の指導とか ，語いの指

導の混M予約なも¢は .わりるい比事責笑昼食が可能没簡をもっているが ，読解指導のよう/t1:全iit的な ものは

厳密には不可総といってよい。ぞとで，統領l岩手法(O:>n芯ro工-group me thod )のかわりVC，

交替僻Jミ(rOtationlllethod)を用いゐ ζ とが ，教育的念念珠からも考えられるが，函語教材は

自然科学の教材ほど ，答織的vt:系列や段階を設定する ζとができないために ，教材交棒の操作か精密に

は行なわれ難いのである。ー古手法(ODG-group method)は， 代表的な実験方法のやでは，もっ

とも簡便であるが科肢が低いとTされている。 との方援もまた，前の交寄書評手法と同i二ぐ，等貨の教材群

の選定がむずかしいよVt:，前二者同様，吾主因が復雑念ためにいっそう統制の厳吉野さを欠くとと十てなる。

したがって，比!竣尖鋭的操作によって，日前々の指導万式の効果を判定するというわけにはいかないわけ

であり.浬忽的な指導方法 ， 学翠形態等を事~""陀う ちI:.l::すととはでき念いのである。

第三/11:(.;:.研究所の機能や，限界からみて，特定・の指導形態を典雪国としてうち出すよbは，読解諸相撃

をその本質的念点から眺めて，言守護軍し&ぎ・ナペ君主者点を提示した方が，読解指導の総合的な向上lて寄与

するものと考えられるのである。

街J.I:震でも治子ふれたように，裁解力といつものは長期κわたるお導の彫醤を受け ，1母去の学習による

統みの習慣のょにつちかわれたものでまうる。研究所』識が ，学佼側のl運営上許された短期間の指導を試み

ても，その対象児童 ・生徒の読解の体#1IJや傍若宝を根本的に自己の指券;意図のとお、タ{と改変さぜるととは

飽縫であるし ， ぜた ， ÊI 己のえが〈泊~:惇的な持議方法ゃ ， 形磁のい〈っかを検証するKは少念〈とも ，

半年からー作間の笑鍛;を縫なければならないものであるう2 研究所の現在の立場からすれば ，できるだ

け数脊説:切の実践にm-緩貨統するような学習指主導の効果的な力主主，伎術の提案とともに， その根底と衣

る観点の明示という ζとも，ゆるがせにしては念ら乏いと忠われるのである。

以上のようなf笠白から，われわれは読みの機舵を重視する説毎年m~のあ b万を求めて，説明文，物語

文の何種Kわたり，Ir>(つかの指導を試み，そのうちの数例をのせることKした。したがって ，実践例

は，われわれの読解指導上の安点をちりばめ ，ζれを具銀化したものという ととができょう。それ散る

ゐ意味では.一つの典型とみられだEくもないが ，完全な笑験的研究法κょt1辱ない点，かよび，学習形

態や ，指導法定);!1l怨的形式のみを追求する意図をもたない点κ草子いて 3典型の設定とは呉なるものであ

るととを了解んていただきたい。

2 説明的文章の指導例

とI:~(説明的文食というのは，論説文 ，解説文 ， 説明文， 防護実文というような ，ととばの伝達的機能

を主とした知まのととであり，文学形般論の先遂といわれる毛ウルトンあた9<0分類とさして呉走った

ものではない。近来，自言語教育では， I'文学教材」と f非文学的教材」というこ大会舗が流行しーている

ようであるが ，説明的文さという呼称は，ほぼその後者に当たると思われる。ただし ，その名のとかb

文章をさすものであって I r見出 しJ-r索引」・ 「辞磁の利府」 ・「語い集長幸J等のいわゆる実用的
危領i成(tC減する断片的念材料は含まないのでるる。ついでながら 「物語的文章Jないしは 「文学的文章l
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と I呼ぶ場合は，詩・呼びかけ (シユブ レ 巳コ ール ) ・ 俳句・ 短歌等の特殊な短かい形式のものは会主~

I.r>ととにする。

さて 2 との説明的XiP..1i.るものは，一般(1，ζは論理繕造が妨憾で ，ととばの伝送的機能がじゅうぶんに

駆俊されているようκ考えられている。ととるが ，小学校の教材中には ，純粋念裂を もっ完全念説明文
というものがほとんど見当たら念い。株に低学年教材には皆無であるといってもいいほどでみる。した

がって純粋念形で論理的に意味体制化をしてい〈過農をえる授業の素材として好適とはいえ変いが，現

行教科書の中から数調選んで指導してみたのが次の項陀渇げるものでるん

1'i¥1場上の具体的な問題については，それぞれの笑践例に即して述べるとと としたいが ，ととで読解指

導の特質κついて一言ふれて会きたい。まず p国語科の学習指導の特;'O[は，ととばの習得と使用を包的

とするととるvc;hT .国語の学習指導要領の表現をかbる念らば fS常乞活(中学校では ，生活 )('(必
裂な薗絡の能力を婆い(中学校では，高め )，思考カを伸ばし.心情を重量か'ICして，言"詩生活の向上を

図る。」ととである。す念わち ，国語科では，ととばを育て，ととばをみ沙tき， ζとばの生活を高めるの

が一貫した目的となる。と ζろが ，他教科では ととばを犠介として思考をすすめ，自然科学的 ・社会

科学的な潔解や，認識をとげるのである。いわば ，内外の事象ゃ ，法買Ij性を正し〈犯梶ナるととが纂本

でるって，ととばはその用具と して駆使されるのである。 いうまでもな<.言語と思考とは ，入閣の頭

脳~'(会いて統一的κ存在するものであり.*質的念かかわりをもつものであるから，き誌を単在る自己号

として， いわば物想的・ 生劇19念燃休と して論じ去るわけにはゆかない。 しかし ，国語科と他教科との

木質的な差異は， ζとばをめ〈・る目的段の棺違K基づ〈と とは否定でき衣h築業である。

ところで， ζの 「ととば」を対象とする国語科指導('(もいぐっかの勘i緩や，領域がある。紀要喜寄与1

集の 5真にも述ぺえよう K . 小・ 中学校のJ~跨科κかいては，次の三つが考えられる。

① 言語の行動化の学習

言語を主体的に行為として佼lハ得る ようκ償黙させる学習であり， ととばと自己の一体化を図る

もので4うってJ中校の低学年では特{そ霊祭在学主要である。 言語の俊別場勤K応 じて ，経験的}て学

習する ζ と(るいさつ・電話遊び等々) ゃ ， 共通語の佼月号 ， 方言の矯正常ー も ζ の領域I'C~認する。と

とばを身につけ，言言と$の対応を体得する学習といってもよい。

② 言語の表現-理解過程の学習

表現 ・王室解の正絡さをつちかうととを包的とする ものであゐ。 tEいや.5語法を犯援 し， 話や文章

を正しぐ恩常事し， あるいは，自己の思考や心情をととばの伝進機能化即し念がら表主主ずるととを学

ぶものである。主として， 読解指導と作文指導の場にないて養われるととが多いであるう。

③ 言語の解釈.1適用の学習

とれば②の基礎の上に立つてはじめて可筏念学習で.:b!Jf算数 ・数学科κ恥ける文章題の;採決や

社会科{t(;jQ~いて地理的・歴史的用訟を使用して ，地法的・歴史的事重量を考察し説明するといったよ

う念他教科の学習Kも応用されるものである。また ，誇を解釈しt.d 吟味した!J，文章に対して文

章論的投考祭を加えたタ ，文学を鑑賞・批判するような段階の国語学習は，おれかむね⑤vι属ナるも
のと考えられるのである。

説解指導は.無言語上掲の②ド亡原ずるものであり， ~i認を客飯的に正 しぐ 理解すみJil':}~妥を営ばセるもの

である。ぞとでは ，雲:かれた文重量の客敵性に沿いながら，忠実に読みとる品往復や技能が学びとられねば

なら1.:1.r>。そして， 文2震に善寺かれた内容や事実を理解ナると共(IL.ζとばの意味ゃ ，fj長良IJや，文君主総造
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在どを抱J墜して，言語の機能f(慣熟しなければちらないのであゐ。他教科のよう:rc， 内外の事象そのも

のの264誕のみが目的と念るのではな<，ζとばそのものが学溜対象となると ζろK特震がるるといえる。

また，文台Fの銭1tや批判の学習が，多分K喜子かれた文訟を読み手句主般的1.c世界へ導入するのK対して

読解はつとめておき手の;夜味世界K順応しようとする立場手保持する点が異なるξいえよう。

われわれは ζのような見解に立ってい〈つかの指導を試みたのであるが，っき'の諸点をか含みの上で

各実践fljをどらんぬいたいと思う。

① 本文のMヲiff指.i4のJ.!是聞を主としたものであるとと。

一つの欽材4l元Cすべてをお将する場合削r.t，場人から終末一応用・発展等の段階。て至る宮で

の令過程がふ?をれるわけでゐるが ，今閉じ時間数その他のつどうもあり ，本文の読解過程を中心と

したので，ドリノレ学習の箇は割愛した。

② 特別の作発方式や ，絡月Ijの教具を闘いな"，'>J盲導形態をとったとと。

一定の作業方式κは一定の根拠と ，特別1.c学習訓練がIfi怒されねばなら1.cいc われわれは，学校

運営や，学級経営K受講令与え;zいような教育的配慮、{c必袈とした。したがって ，初対面の児童・

生徒K対して ，いつでも気軽K行念える指議を旨として. r:矧走中心の講義形態J一 (後述)を中

心に指導したので;bる。

@ 授業介析的研究を怠関したものでは念いとと。

いわゆる組織的儀察後左 どKよる授業の立体的精進の究明ではを<，読みの流れを主にみえので

ある。

( 1) r野生のさる jの指導例

後に掲げるr，号線略案中にも述べたように，との主主~~・1式典型的な説明文とはいえ念いよう念若干の問題

点を含んでいるが，全国教育研究所巡箆の共同のl究明の共通素材としてもっとも多ぐとりあげられてい

るものである。

との授業については，イ也の泉でも参観する機会を待，イ自の研究所の研究記要等Kついて紙上参践の便

宜も得たか ，:!:ζとκ多級多後でさ与った。そとで，われわれとしては， r文主主K.f!Pする指導J. r文章
の継侍性f'(立脚して読み進むための指導」という指標を掲げ，とれをい〈つかの指導形態の中で貰ぬい

てみIうとしたのである。

それが 1 次に示ナ三つの形式であ.る。前J~でも ζ とわ合えように ， との試みr.t 3 穫の学習形践の比較

ではな<，さまざまなお場形式K即 しながら 「文i派に紛い，本文をたいせつにするJ読解指導は，いか

にあるべきか ，その留，EE点を具体的に示そうとしてなされたものである。むるん ，対象学級に対して事

前の学習富11線を徹底的に錯すわけにはゆかないので，係射した指導方式が典型KなD待攻いうらみはる

る。しかし，個々の特色のい〈らかは具現したので ，それらの長銀vcついて若干の考察をめ ぐらすとと
はで芭ると思う。

つぎo3秘(仮称〉が，今回採用した方式である。

A.問街中心の討議的形態 s .分析的方法を重点とする形態 O.文娠中心の議義形態

それぞれの彩般について，われわれが一応怨定している特徴はっき・のようでるる。
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A 周1m討議的形磁 B .分析的読解形Jぷ c .鰍 中心の誹議形態

文議絞併を間短解決学習的11(遂 |文急傍迭を勝額l自体明らかκし，I読み手の読みの俄能κ泊ってゆ
め，生徒の位性を鱒させよ |文章宏静的附てゆ〈臓が強い.1 <ζとにつとめる。
うとナる方向 lしたがって ，段落嫌民主 ・段落相互 したがって文掌を順序を追って |

|ω 行問題慌の島れ |の関係 主念文 重要語の抽出 |絵附吋刷附に叫乞
| 問題齢の賃駒念吟峨珠肘す付ゐと怯芸共主収κ，問引|令刊文の嫡図式尚的t欄巴開偲M が地怠蹴袋財な伶 し，文斌脈を忠笑航陀たどる£う川に引i 
題意:織を高めるととが重要~~ I業となる。 配慮するのである。 I

る。 はた一般Ifr.tl，文法的知識の開 講義制主となT.閥的形態i
形式上の学部長同化が ，内面的 jなどが刀、なり加味されてくるよう|とね。

にも .どのようK集団思考とし iである。 !読み手に読みの機会を多ぐ与え i
て潟村得るか寄付重要点で |飢え官制;，どう脱づけられ|欄ほ考をう念悦うとする i
ある。文恥も逸脱し設いよう |解釈されるかという点陀傾斜れ4ととが， との方式で特に考えら 1

陀討議を統制する袈州ゐ。 Iける欄といえよう。 Iれねばなら没い。

今向災施した3t重の指導形態Yてよる ，;lo>も念指導Z長崎と，所安時間は以下のようである。

ド間的的~1

- 諮 ν、
- 指名目'iE

…
定設の

山

川

趨問究
削

闘

再
開

R
J
 

- グループ

- 会偽;

その他

8 分析的緋形態(段落) I c 文脈中心の鵬路
1 目寺

現 同| 事

友い 1 向

a: I 1 . 2 I奇

:2 ， ~ I吋を

8 14 I可 左

|何)I ・ 自由説
i2J ・5吾い
12) 指名足元

~6 5大意

(4) ， ・自由読
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6 共同問題の鑓示と

.iA続

問題の細分イヒ

(変更)

8 笥題の解決作業

個 別

グループ

解答の発表

解決のため言語し合い117 

10 細部の統みの指導 1 

11 末尾の取り扱い
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15 8 文図作業 e自主1t.指名続
(5) 純 伊J

(6) 作 業

(4) 9 又F 図書官 表

10 内容探究

1
 
1
 

。，‘

5
 

1
 

指名読

・各段取h扱い
末尾の取b扱い

計 ~ 
先tても述べたようκわれわれとしては ，A. B . Cいずれの方鉄をとるにしても s進本としては，読
み手の読みの機能を働かせるような指導を君主閉したのである。比較研究という意味では念(， ~穏の方

式それぞれその特貨を生かし設がらも，本文κ即して@'t11;1の思考を深めさせようとしたわけである。

しかしながら，われわれの怠需要の中には ，指導者の意図を的硲κ反映し得るのはやはTc案(統みの縫
時性に立つ指導形態一議銭的〉であろうという予怨はあった。えだし ，とれをもって，読みの機能を育

てるための理怨的方式とするのでは念い。指持方式の固定化を排そうとするわれわれの立場は前に述べ

たと訟りである。したがって，税者はとれから.¥.8.0の各形態にわたって笑践資挙や，その部分的

考察を主党まれ ，最後Vζ総括の部介κ目を過し念がら，われわれの見;i!Ji?をど7祭いただきたいと忠九

説明文教材 野生のさる 小学 5 年周

三省堂教科書の 1皇o

ーさるのなかまにも ，いろいろなきまりがある。

その一つは，さるの社会には躍注b電あって，え芯を食べるにも省設:
がはっさりと義まっているというととであるロからだのじようぶな穴

ぴきあまりの正王者号取ったおすざるが，なかまの中心になっている。レ
じようい

かも， ζのよ位の六ぴきωI却にも，はっきりした順位があって，いち 5 

ばん強いのヵ義室ミざるである。これらの六びきのさるの下に， ζ れも

からだが大きく て強そうなおとなのおすぎるが.何びきかいる。そし

て.とれらの中位のおすぎるの下に，わか者ざる，ぞれから少量匡ぢる

というR周になっている。

-1  5-



1!iが明けると，ぎるたお1-;[rネヤ :;t .キヤァ。 Jとdさわぎながら. : 10 
山からおりて来る。そして，え ξ主主島である電子の広田塁。tn~ん中に，まず

六びきの」ニ伎の6るが.尚をおいて場所奇号取る。そのまわりに母ざる

とめかんほうざるがよりそってえ Eさを食べる。

ζ のEぎるたちがえd場にいる閥は ・イ訟の ξざるはそのまわりq.J木に登

って， 木の実径余べたりしていて，決してえ6場にはいらなb、。やが :15
しょくじ

て，は じめωδるたちの食事が終わって，え5場から出て行くと ?次

のゆ佼ωおとなぎるたちがえ6場へはいって行く。乙のおとなぎるの
ゼb金品ι

食事がすむとわか者ざる.それから少年ざるという販に.事在然と主主碍耳

が行なわれる。

しかし ，乙んなきrJ>レいきまりの中でも.子ざるたちだけは ，とく : 20 

べつによ富がゆるぎれている。手ざるたちがどんなζ とそしても・お

となざるも，わか者ぎるも知らんふりをしている。

とめような活まりは.ざるたちにしっかりと守られているようであ

る。 それは，もしとのき三まりをやぶると，なかまからi自放されて，ぎ
る

けん な自に会うとい うζ とそよく知っているからであろう0 ・25

小学校5年 国語科学習指導略案

1 窓材前 出 「野生のさる 」

指導者新潟県立教育研究所

所員谷沢道房

2 EI襟 (1) さるの社会生活にも，階層や鋭律のようなものがあTJ集団生活維持のためKそれが守

られているととを読みとらせ ，できれば自然の摂理を感得させたい。

(2) との文:互主花は:r~ぶ1J':Jf滅能をもっ必いが多いので，それらに積慈しながら 。 文章の脈絡を

たどり構想を読みとらせる。

3 教材と指導のfおJ1Uてついて

との文芸置は荷主奇山κ生息するさるの生態を鎮祭して書いたもののようである。しえがって，

談事実父と説明文の問要素をあわせもっていると考えられる。論説文のような純然える富脅迫的

情成をも予ていない土(Z，ととに提示した材料は全文中の一節であるため，よけい不完全な

印裁を与えている。そとで ，ζれだけを抽出 して指導するのは多少の無理を伴うけれども，

共同研究の制約上 ，若干の械説を加えてi絞り級うとととする。

との 1節は会文中でも比較的説明の多い部分であるが，精君主えとは言い緩いので，ある程度

読み手の錐if.lljl'てゆだねなければなら?をV>O li順位7jども厳衝に規定できないととろがあるよう

で ，母:ざるとるかんぼうざる，それに子ざる念どの地位があいまいである。とれらは，読み

手の推測が正しぐさるよう陀順序よぐ読みとらぜる ζとがたhせつである。

さるは，子どもたちの興味と親近!惑をそそる存在ではあるが p との部分は比較的説明が多

いので苦笑味がうすいかもしれ在い。なるべく具象化する営みを指導過程むやに入れた方がよ

いかと思われる。掲示語が多いので ，指示するものをよ<;，窓歎の中にかきながら読みをたど

らせるこ とが必要であろう。

全体的には』 ζの文量生によってさるの社会生活を興味深〈認設させ .自然界の秩序-などに

- 1 6ー



J患い.?êるよう ~1醤場態度によって読みを傑めてゆ ぐ ζ ともたいせつでるるω ただし，とうし

たととは.1窃肢に鋭念的(t(こ要求ずべきものでは乏い。

溶いとしては， 向系列l吃属する語い(きま9J 順位 ， 順番 ， 上位 ， 中位)の概念~定~明

践にする必安があるう。

4 指導言十箇

本文の取り扱い 2時間

事後テ スト 2 5分程度

ら展開ou...…以下のA. B .0の草案代よって実施した笑践例を参照、していただきたい。

指導案は省略する。

※ なま;> A索は ，l時K児童をの発言や反応、が多いので，わ〈を三つにしたが ，B案.O~震が

二つに してあるのは単なる形式上の便宜・のためである。

A案問題法中心 指導者新潟県立教育研究所長谷沢道房

新潟市立的万代小学校 5年
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し

去百

時濁

からδるなんか ふるえているかもレれま

ぜん。みなーさん δる.いろいろみにとと

あるでしょうの

!ととでみましたか。

2 ¥制そう……ーしようね。

|白山公闘ωさるですけども，あれは飼われ

lている6るですね。でも・さ ょうはouωt:S，1-…ーです…|
ていうんですか。

-'7-

0# 注 ※ 板善幸

出す。導入である。



害虫 飾 !氾王室 ・板 遡 1 考察その他 t 

(口々に〉虫f:E. !llt笠の |

ミ5る。 |

( 握手~ 民)，さる 一一ーと4反容しなが6)ζれ

31は野という字ですね。 ζれは 定 .:3::さる
とか，王E活するとか いう字ですね。

聖子Iおにg然に壬E活 している Sる一一容する

。に 臼芳設のまiI::のさる という乙とですね。 み

|プ品 ん の と乙ろにあげたプリントは， 犬分

|県ω高崎山一一知っていますか。 テ レビか

|なん門見たととある。

テレビに歯tJlζ出たととがあるそうですが ，

その高崎 山というと乙ろにすんでいるぎる

と吾観察したその文抵の 1節分 なんです。 ず

っと まだたく 6んあるんですけれども ，そ

のうちの 1飢分 去をきょうとめすでみなーさん

4 Iと勉強し涼しょう。

との絡はと てもいい犯だそうですね。 先

~とは ，はじめて勉強するのだから . 一つ

だけお約事貸しましょうのそれは法騒なしに

どんどんものぞ寄ってもらうζ とです。い

いです匁。 ζ のプリン トは教符穏にすると

。3ペー ジくらいになり玄 す。みんと!.(J))勺で

す とだいたい2分 くらいで絞めるか と思い

ますから ，とれからめいめ いに読んでもら

い去す。そして，との野患のSるという文

裁をどんなふうにレて，どんな学著書閥鎮で

始5おしていったらよいか考えながら銃んで

みてくだSい。

(口hに)I手い

とがある。

見7こζ

わ からない字や ，ζ とはほ黒板を 5t.て浴

んでく六=dl-、c それでわからないものは質
5 1 1渇してくださも、。じゃはじめ。

i (縫諮句等の板~ )

I ， ~ 一向締約4分 )
※ 

社会 主妥然制依 願滋

9 I読み終わっても l回だけでやめないで ，く 11潤ぞおく 広民主 自由

り返して読んで者。えま し ょう。 1木の尖 追 放(よみがな

っさ〉

も孟h、. 1回読んだ人
2阻 S

3医I D ! 

4凶 。 1

lはい， なかなかよく読めるようです。ぞれ !

- 16-

2名

30名くらい

10名

な し

l漢字誘い昏倒する
際 tこは必ず.その茨

訟伎を活用 して指導

す るに とが原則であ

《コ。

;桃穏と巡~ðせる ζ

とによって苦ぎの表象

を 明確にえがかぜる

と とらたいぜつであ

ろうし ，時によって

は話源的に指導する

のも効果 的である。

文 筆 め低俗や ，位滋

!づけをよく知らせる

|と とが ，続解上役立

|つであろう。

間民自主主iJ!:というよう

!な作裁は ，特別その

草玄関で ，平 華民よく司11

I t:測しておかなければ

ならないものである

カ， .乙0)クラス4ま

急な必求であるのに

lよく適応してくれた

!と思う。

!新 出文 字・ 続轡文字

1 有事は ， 小~阪にあら

かじめ笹い ておいて

;提出するフH監bある。

|骨四は比唱史的容易な

|字が多か った乙とと，

いまひとつは ，子ど

もに読みのJ民主元老明

眠草に主主識とさせたいg

i渇から， 白白a売の日寺
にt足示 したわ けであ



!盟こと 一 郎 し 日 ・竺LLJ雪その他 I
じゃひとつ.乙れはいったいなんのζ とぞ I I る。 I

偉いた文忠でしょう。 υとロにいうと・波 I I 
辺 6ん 。 i

さるの9::清 一次説みらしい，さ

ふうん，なるほど それじゃひとつ設かに | わめて大づかみな抱

6101混んでもらいましようかね。はい読める人 |援である。

|おやiill燃してますね。みんなよく絞めるん | この組ぽ，かなり続

だったね。じやその前に読みでなにか質問 | みの速い品目のよ号で

がありますか。 Iあるが，まだ教師と

先9::， 広1&と俗いて乙う |の貌和関係がじゅう

て いと悦んでもいb、んで iぶんではないのであ

ずか。 Iろう。

iそういう続みかたもあり来すが ，ふつうに

，は， υろにわといい 王宮す。音読みだと， ζ

うてい.l!IfI鋭みだと，ひろにわです。たい

|へんよいとζ ろに気がつきました。 ほかに

はい，それじゃ銃んでいただきましょう。

11 Iもう一度予そあげて ，はい太田ーさん。

(太閤悩祝祭2形式 i子どもに，聞くお11練
陵高事まで〉一一 批正部分 |径じ申うぶんにレて

ぎるの社会には順位があ !おき ，批正は乎とら

って・・・・・・よ伎のGびきの | らの手で大都分やら

次
。
まs
 

うる/¥
 

と、‘
キ
4
P

ぽJIこらー・ .. せた方がよいのでは

ないかと考えている。|街中δん c

12 

( t日中 f智名鋭〉型:t.iE節分

俊があげると

キャッキャ yときわさな

がらえさ翁である寺IlJ広

居室(一辺氏JCとばとして

読む乙と)

はい .Cくろう6ま つぎ.緑緩さん。

(理事頗 指名銃)

はい .よろしい ，つぎ布悶 6ん。

(石間指名餓)

はい，よろレb、。みんなlil''1.'1時間目 bこして

はなかなかよく緩みま したよ。それでね ， I 

ζω父怒号研究していくのにどんな随1mを i
立てたらいいか。みなさんに作ってもらい |

ます。それでは .2.3分時間をあげ主主す |

から.めいめいに渇えてみてくだδい。 I

13 Iそれから・ふつうの琢ごとに棺談レて・だ :
111.か代表で発表してもらい去す。私が合図 7
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どん な役絡の問題を

立てるべきか，い家

1 少 レく細かに説明し

た方がよかったかも

しれない。



時I制 教 師 児認・板~. 也J
 

f
u
 
そ昨晴海

したら ，王涯の椙淡をはじめてくだ6い。仕 !

事が2段になりますch。

それから先笠のわがままなおねがいです

が .ζの勉強は3待問くらいかかるんです ・

が，みんなょくでさるので ，2時鈎ですま

せたいと思います。だから，閤駐車もメモω !

ようにレて簡単にプリントに響いてみなとさ 1

14 Iい。
I 
18 はい，それでは廷の癒し合い昏はじめてく l

だーさい。多少ζ とほの表わしかたがちがう }

ても中味が伺じはらいいζ とにしてまとめ

てみな8い。 :

19 I 

l Iじゃ，;1:とまったようですから，代表の人 1
24 I黒板へ出て寄いてみてくだeH、。

〈 唖王 宮書右掲

ーレ
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銃
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は

法
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ι

|乙れを関砲のような表現にすると，表わし

1:かたにすると，食事をする時，その他の特

!のさるたちのさまりはどうな っているか

というようになりますね。

(各自作業)

(各誌ごとに班長径中心

に務レ合う。班の実例賂)

※〈各玉置の問閥〉

1 会事宅告する日寺 ，その

他の時のきるたちのさ

まり

2 dるたちの社会のき

去りと.9::活。

5 里子aのさるたちのき
びしいさ主主りとそのま記

、活をしらべる。

4 なぜ~-'ðÇるだけが臼

自なのか。

5 i5るたちの9::活と話

るたちのぎまり 。

6 i5るの!:E活にもいろ

いろあるがどんなのが

あるか。いくつに分け

られるか。 そωひとつ
ひとつにはどんなとと

が街いであるか。

7 9::活とぎまりの δる

と人同とのちがい。

8 いくつにわけられて

そ の一つ一つには何が

曾いであるかυ

T 食取をする時，その

他の時の6るたちのさ

まり。

-20ー

E託の話し合いの形式 !

は，梁外うまくいっ i

ているよ うであったが

ζれは平素a活経と!
レての郡身の錯し合 i

いがうまく行なわ れ 1

ているためであろう。

問題の構成は ，大別

すると，①文章内容

に却しているもの

②段総研究ぞ中心、と

すあ一般的な学習閥 |

閣の2溺になって|

いる。

黒板に僚かぜること

は ，子 どもが窓鎗 し

て響 くよい練習にも

なり ，子ども相互の

関心掛深めるにも役

だっ。釧練レておけ

ば .塁手くのにあまり

時間はとらない。 I



|豆i 対 師

lはい，では .2m。
日竺ヰー

2 dるたちの主士会のき

まりと生活

I 1よい，そ九を HIIUlのようにしていったら~ I 
lあのね。 さるたちの社会
可の決まりはどうなってい

そう，決£りとs:.活はどうなっているか，

というわけですね。では.3lff。

ぁ.p， .ζれはだ'いぷn'el且耳のような形になっ

27 Iてい定すね。 41:1l

ほう，ゅう .1l1:llはそういうととろに興味

得持ったんだね。ふふうん。 I設初にお煩い

したととは .3(1':lご主体後調べるのによい問

Q1l'.吾つくってく JZdさいというととでしたね

そういうぶから .いま出た開閉在いろい

ろ汚えてくだeH、。

はい .5程。

。
問
地G
 

t
M

・
中
A
O

28 

はほめ，なるほど .71:.庄は。

はあ，おもしろいな<fiJ，.Gたち f..子ざるみ

たいなもれすと材、らrl高山

五重t量に .8l"J.I。

ほほう.どうですみは <:sん.~怒は。問題

』え一つ一つ縫っていますぬ。特にζω8後

るか。

3 !Iff-;EO)δるたちO:ig

u; じいきまりとその畏

活をしらべる。

4 なぜ，子ざるだけが

自由なのか。

5 dるたちの£活と.

さるたちのさま れ

6るたちはいま響いて

ある食事のま活やさま

りはどfvなだか，とい

う乙とですe

6 さるの主活じもいる

いろあるがどんなのが

あるか。

ぞれと，いまひとつ

はいくつに分け岳れる

か，その一つ一つには

どんなととが苦手いてあ

るか というζ と。

7 :z活ときまりのol5

と人間とのちがいはど

うであるか。

(一周〉 笑声

8 いくつにわけられて

その一つ一つには何が

かいてあるかc

-2 1-

!It窓会休に関係する

関脇と-:rった方がよ

いかもレれ主主い。



時間

30 

31 

重文 師

と6肢の乙ζω問題はほかの15のとちょ っ

と滋うぷうです沿。 申味についてωffil:綾の
閥陸自ではなくて，いくつに分けられるかと

かその一つ一つにはどんなととが怒いてあ

るかとかいうんですね。 ζれもたレかにい

い問題ではあるんですが， 国語のどω文章量
殺勉強する場合にも{可段に分けられるかと

いうようなことは研究レますね。このffij"!:E

のとぎるの場合にl縫ったζとではあり 王ません

で，ととでの問題は申味，どういう乙と

の中味脅しっかり研究レていったらこの野

袋のさるという文章がよくわかるζ とにな

るかという ζとですね。そんなととに中心

穏おいて .乙ζ に凶てくる八つの閥Mを温室

んでみてくだð~'o そして議見をいっ てみ

まレょう。

自分は何番がよい，そのわけは.というふ

うにね。 じゃ，きめてくだSい。 一一一

大体をき乏りましたか。司王ゃあげてみてく だ

δ"'0 

もう少し待ち乏レ ょう。では，よげてみて

くだささい。

はい，君。

そのわけは。

どうしてなの。

兇 露軍・叙轡 考察その他

1/2程度

(念総〉

3宅昏

あのね.野圭0，，)ざるたちの I i恵織的に問胞の良否
きびしいきま りというのは |径弁別しても，その

いい。 1判定総理主が不明EWさ

(然〉

と ，;>ζ窓 会体O'.;.il罫昧

体制化が適切に行な

ぜ っかくよげたのですから畿自かはっきり I Iわれないと思う。も

いえたらなおよいと思います。辺自がiEし I Iっとも， ζのよ うな
32 !くいえた方に忠商己右上げるかもしれ，まぜん I I紙徳的な杷銭にとど
ょ 。中山主主どう， 思 いついた。中山活が 3I IまっているE畳間宝の子
謙吾選んだのもいいんですよ。中の山の勝 I IどもOJ読み冶的確に

ちと い ってあげたいんだけどな。もうち ょ I Iすおととが指導なの
っと考えてみてく だ δb、。では佐事業者。 I Iである がc

|はい， ぼ くはお.三つ溶ん

33 1 iだんです。
は ，いいでレょう。で.

1 ，4 ，7。はなあん。そのま舗鴎ば 。

1 . <1 .7。

まず， 7斑は人闘との迎い。 |ζ(IJ子の読みの皮応

doと人調とωちがいとい|は.かなり主 織的で
うζ とセ滋んだんで .それ |しかめ多断的な興味

から ，4.班は乎ざるだけが|を抱いているようで

なぜ聞出が与えられて ，お |るる。 父績に鍔1した

となぎると走~(:)のざるがど |関1!g 1~ .ただ一つだ

-22-



興剣

34 

教 師 児宣言 ・ 板" 考書集その他

|ぅ一一ぇ…ぃぺけで ，しれ恥それ

というζとで，それからやっぱ 1を最後に述べてい

し11:庄は食事脅するE替の5る|る。読みが熊点化

たちωさまり とかそういうさ |していないま正友で
'(Jじい含まりという乙とでき lある。

ったんです。

はい，ょうし.なかなかいっし zうけんめI I鋭明のしかたが少
いに宣言いましたね。それでさ先生がδっきI Iし，形式的だった
怠ったようなものcレ，念体からみて とI Iょうである。判断
か，甲味ぞ絢べるために とかいうものさI Iの視点 ぞ示レたの
しを使っていうとわりあいに言いやすいんI Iはよいが.子ども
じゃない。金体か節分か，あるいは形の上I Iにはそれがどう安
のζ とか申味のζ とかというふうに区別レI Iけとられているか

351 て考えたらはっきりするかと思います。 I I京総である。具体
遠藤芯ん。 I 司的な補授が必要Fだ

はい，訟は3著書がいいと思い|ったかもレれなb、
ます。

きびレいさまりというのは食 |滋藤の箔宣言内容に

司互についてであって ，食事跨ぞ| ついて後否そただ

する時にもよ伎と中位とその|し意見を徴するζ

ほかと3斑に分かれてするの|とによって，開閉

361 1で それがきびしいきまりな|設定を早めるζ と

37 

38 

39 

のでそれが主活であるから， 1 もできるのだが.

3務ーがいいと患い玄す。 1ζとではなるべく

はい，なかなか理由そよく説明 しまレたねI I多数の子どもの間
関厳君。 I I関滋議ぞ深めたか d

ふうん。

はるほど 1番， 1義がいいというζ とは

l潜と似た とζ ろがいいという乙とですね

〈恢得中の さまり という箇所にみな

線ぞりく ) さまりというと ζろに自をつ

けたのは，乙れは全体に含ま りというζ と

を奮いたのだという見かたですね。はい

それじゃ 芝だ足立W，，?，吾ぎってもらいましニ

うか。平石君。

わけ

食事脅する時にも絶対めをき主主 |ったのである。

りがあるんでしょ う .dるに

は。だ刀、ら 1務がいいとJ思い

ます。

ぼくは7滋がいいと胤い法す。

あのね7若手はねe 自主将とき烹

りの さると人俄iとの遣いは

とれほめのぎるの食取は入IIfl

とどn.だけ滋うかというんで
，ええっと 1惑もはいると

1/8い志す。 それとね， 4惑も

!お，ええ .<:5ると人笥，人間

|はどうしてあ.a; ， 

|子ざるだW 入問とfjljに的

。の1時ほ自由であるか という

八Jで九世一。

~活のさまりとい

う共通点記自宅岳f司

けさゼて問量a.R~

を終わらせてもよ

かったq つきの免

宣言で，少しずれる

結果になる。

いわゆる 1次の続

みでは，続み三悼の

主権誕や興味に線ざ

レた浅い鋭みqJあ

る乙とを示すもの

であろう。依綴の

鈎苦言とほぼ同じこ

と待反復している内

-23-



待問l 教 締 | 兄 8 ・仮浴 ー考祭そ (/J j出

うん.うん そとでね 手石完封;)，人憾の

こと鐙いてある? この文意。J中にいつも

人l渇とさるのことそくらべて濁:いてありま

ずか。

40 I I (需品 〉
そうすると震がSっきいったζれは(7務 I I 主在誌におぼれる1泌
を dざして)どういうζ とになる。 そういI I みの欠絡径沼崎レ
う考えかたで読むのもたいせつなんですが I I て.読みの総えを
ζ の文愈の申にはそうレたととが軍事いてあ I I iEそうとレたもの
りまレたか。ね。そんなととら考えてみてI I である。

くだぎい。

41 Iじゃ丸山君。

はい， なかなか調べかたの尚m*で出てい
42 Iい考えです。まず問題をきめて次にその問

J!iiそはっきりさせる6こは， どんなふうに し

て勉強していったらいいかc 段落に分けた

りするのも一つのやりカ、ただというととで

す抱。

~て ， みんなから-~怠見を言ってもら

いたいのですが，持陶もあり Eませんから，

43 Iとのへんで王手経あげて選んでもらいま し ょ

う。いいですか， 一つだけさめてく/ごときい

では l草昏(7J人-……・・2議・・・・ . 

-…・8者 (挙草霊堂をかぞえる)

dあ ，ζ れをみると③が一審多くて②が

45 I次ですね。 こうしてく らべて読んでみると

と・うですか。

そうですね。だいたい同じことを怠ってま

すね。表現は少し波うが，きまり ，とかま

活に 閏をつけているのは同じですね。どう

46 Iですか。 ζ れ役いっレょに レて周闘のよう

な形に してみ亥しょうか。後か。はい。

そうですね。

lぼく陶器と3ねんですけ | 研究蜘 だ刊な
れど3今殺の万は，さるの包括| く.~監理事設定にぷ

全体のととを考えているで し | る研究方法(C ~主で

よう。それでそれぞ絢ベる時 ふれていて，平素

に分けてみるんだと!患います4の学習限度のよい
そうすると .3呑めような | ζ とがうかがわれ !

ことが容いであるんだと尽b、| る。 I
ます。 I I 

① 3名② 10:名

③ 28:翁 ④ 1名

③ 
。
③ 1名

の 。 ③ 。

(口々) 似ています。中味|

が間じなど。

野生Eωe5るのさまりはどうな

っているか。

1次迫電車で，大部

分の者'が正しい紙

剣把爆をしてい忍

と思われる。

(私語).:ぎるの生活もいれた | 主l三活という語唱をと

ら。 I りあげているとこ

- 24-



時閣

47 

48 

時間

敏 鏑

そう .!L活はいn.て bv、れなくともいいん
ですが.つけてお8まし zうか。

eあ， ζれを学級会体の大きな簡aにして
，ζれぞよく脱明できるようによく読んで

勉強するζ とにいたし定し ょう。

明白は鋭んだζ とぞもとに結レ合いを して

勉強ぞ潜めoζとにし*しょう。では ，と

れで終わり£し ょう。なかなかよくお絡が

で言語ましたよ。 Sよなら。

'攻

第

師

児 a ・ 綬昌喜

考 察とのa舎の啄めの胞念らののれ他広予るj叶J 8るのぜいかっ。 ろに，

どもら

tfりt'

※ 野まのぎるのさE活とをきま
りほどうなっているか。

2 

考察その他

〈時間一の間一野レiえー，それではi!!JQlうみなさんといっしょ

に勉弥し乏して磁ととにいろいろな問題ぞ

あそ乙へ出してもらいましたね。それをま

とめて学級会体の大きた問題としては「野

患のぎるの8まりとエ洛はどうなっている

か。 Jいうζ とで，きょうは勉強するとと

ておく) I大§な問問そ怠底

にし寂しょうか泊。 まず総んでみな割、 I(一周遠鏡}
2 I やめ ・5てめの大さい聞耳目を中心にして
とんどはもう少し細かに同邸宅fo~ めていっ

た方が関ぺやすいか と思います。で なか

え正かいい.vstが多いので.あの怠見のなか
から切にどんなとζ ろを問題にしてみたら

いいかというζ とや先に出してみたらどう

かと思います@

たとえば .lIttaの Sるの主治とさまりは
どうなっているかというんですけれども，

その尾t(，"Pe変りというのは令体のζ とな
ので，そのうち時にどういう乙とと どう

いうζ とを削べようというのですか。

3 1どうでし ょう。

きょうはコω字形に主主んでいるので ，名
<<0がち tっとりかりませんが，まちがった

らごめんな6い。

で1<1，忽R.のめる人 ，はt、。

ふうん，どうしてとんなさまりがあるんだ

ろうかというζ とo fiいてありますか。そ

ういう凶レかた径するとめんとうになるか

|… 日 んねぺ 似的問ねも |

う少し細かにしたらどうなるかというζ と

です。はい。

41 

あのね .とうレてζんなさ ま

りがめるのか というとと。

どういうさまりが<'!.ってどう

いうふうに守っているか。

- 25-

としιzがら.内容
の細かなとζろを

E回目的にiF:eせよ

うとしたのであら

か.それ零細がう

まく子どもにのみ

とめなか ったよう

である。

文覇軍からはえよれた

興味や他側提捻て

させようとしたも

のである。



時剣 師教

きまりをどういうふうに守っているか。 な

るほどとれはζ の大きな問燈と室な ります

お。よし，それじゃとめ大きな開制でいき

三主レょう。きのうとl河じように，まずめい

めいで考えて ，それから誌でまとめてζ の

問題の答径出す乙とにしましょう。そして

震後に織仮へ出て .dるのきまりと生活が

どうなっているか を穆いてもらうととに

します。

鬼 耳窓・仮谷

じゃ，そζ の紙にメモみたいに話きいてみ| 児窓はペーパ一作業

5 Iてください。

調べる乙とがいいですね。

9 I I 児Z置 1箇別作緩

調 ぺるにはH民有に富市んで中味をていねいに

| 湾祭その他

!側節の研究関脇を

1 設定させて銃まぜ

。ることが， 厳密な

e喜怒みを育てるζ と

になると考えたの

lだが g内容的には

1あまり悶紛でない
ωで ，大 潤組のま
ま研究さ1::るζ と

に レた。大側側を

解決するためには

当然叙述にしたが

って鋭み滋 まねば

ならず，続み進め

は結局ζ とがらの

10 Iそれじ平 そろそろ班ごとに揺し合ってみ I I分析が自然になさ
てください。 I Iれていくと考え ら

王正のZ舌し合い濡発 |れたからであお。 I

(伎と樹容 などの関係で径が| 烹た問m設定に !
混交しているようである。) Iのみ持制得かけず

〈机悶iS¥5潟)

なかなか元気ょ くしゃべ っているね。マイ

クモ傍においてみょうか。(6 J:!Eのととろ

におく) 1(6秘的泌長 )

もう1閏OOeんか6営って

13 

く 7ごð~ 、。

あのねζ と去 ではま洛のζ

と，そのつ ぎζζJ4:では食家

の こと，それか らとζ にはき

びしいさき まりのととが鈴いて

あり 王宮す。

ではXXdん どんなζ と

が轡いてあるか寄ってくだミさ

し、。
あのね，食事にはね。ち平

んとをきまりがめるというとと

が安いてあってね。上位のさ

る それから申伎のおとむの

おすざる そ れから主主ざ る

そ れから少年ざるとい う嚇位

ぎて，かんじんの

貌解作業Q.lO寺聞を

せばめてはならな

いと考えるからで

ある。

fIl内c7JI認し合い活|

動はなかなか活発|

であり.かなり組

織的でめる。学習手

玉をとしてQJ組級品化

飽率化は訓練すれ

に機いてある。 Iばまず読す伸長す
〈他(}l者)順位なんて浅い !るであろうc

ていないよ。 i

(00)いや中心はよ ほの l
怨ぞと ったおすざるなんだよω|

あとしばらくで芝とめてもらいまし z うか~ (施長) i 

14 

もうまとめなきゃいけない

tコ。
す出

)

し

。

議

ぬ
ヤ

れ
ガ

と

ヤ

キE

ガ

聞

こ

ま

貨

に
一
臼

一

(

明

6

1
1

2
 



鬼怒・仮鍔 I符祭それ他

が .ややは 拐し合いの相友利

っきりしたも(1)) I織によって各自の
僚があるんだね。 川奇みとの内容を隊

順位があっても願手警なんだd隠したり.反省し
あたしもそういうふうに符|たりするととは，

いたわη |学習を主徳化する

順位がね。食事の碩なんだd上で認めて省銀1の !
さびしいきまりだって惨い iょうに思われる。 I

てあるよ。 I た f;~ し子ども相主主 |

(その他母ざるとあ刀、んぼ |のコミニュケーシ |

うざるかととなどいろいろ出 iョンが有効になる
16 Iる。) Iためには a子ども
じゃ そろそろまとめたもの巻代衰の人にI(各法 活発に怒っている) Iの司会の銭術ゃ，

慌WU 事長 的

I'}いてもらい玄し ょう。あの.出る時には

ね。みんなの窓見を玄とめて震わしてもら

えばいいんだけれど.きょうは湾問がない

から ，総力、よ〈まと三主った人のxモ 援申心

ル
て
一

れ

る

ル

か

あ

nu

AM

b

 

い

み

野

合

に

必

し

常

〈

路

が

い

にして符いてください。

じゃ，で乙でやめr.tさL、。 はかなかよ

くやり王室したよ。それじゃね。 8rJ.E念総

に仰いてもらえばいいんだけど.黒板が狭

いので半分だけ出てもらいます。

者~3'1IUblは三与をあげ℃く t:!.éい。(全部のままが拳羊〉

ああ，みんなですか。なかなかみζ とだなt

しかたがないから.奇毅峨でいき乏 し ょう¥

1 fll 3瑳 51')1 7泌です。

ほかのE庄小人は.出た五圧とひと'くちがって

いたらまた発渓してもらうζと に.レ蒸し i

う。

17 I :孟かの人は，仰さ終わる点で ，めいめいの

住郡ぞつづけてくだSい。

( 1 . 3 I 5 • 7J:A[) ! 
等閥隔に{立盟主して担iUlcF I 

※IHE i※3t正 l
1 食事 σ:J~曹はじりんばんがある。 I ① くらい(としよりざるが i解答7.e.ii!i犯すると

2 よ位たちが食べている自主は，ほかのel 中心)えず，だいたいが

るたちは決してえ6場にはいらない。 I② 自由(子ざるだけ) I叙主宰(/J順序にした

S 子ざるはとくべつIBEBだ。 I③ ぇ ë:~食べるじゅん巻 lがい，段慾の締成
I (⑤ 淫まりそまむら伝いとつ に且日しているとと
。 いほう がわかる。自然な ‘

1 きびしいきまり 1ずなおな三Eとめか l

1 I 1こと考えられる。
※5主正 |※?紙 ! ただ，段書事情成11- i …会一1ーの糊2 食事を食べる明辛子 。o I化という点では a
S 予ざるたちの自由と6るたちの言きびし . .:!るたちがえ e織 にいる lいeeかあ定い点
いきまり | 治1は，ほかのδーるはけっ レ |があるめは Ifi';;み

| ては いらむいでP艇のみを食 |ぞ細かにして討議

べたりレてはいらない。 するという時間的

1・ きまりをやぶるとついほ 余絡が乏しかった
うdされ さけんは闘にあう「 ためと考えられるJ

-27-



崎潤 寄曳 自而

(救S，Ji.仮穫を 7.5.3.1のI贋に貌み |

ながら，電話潟を加えてゆく) I 

7~正と 5:1;庄のやりかには.文段Q.J 切れ臼

21 I Cとになかみをまとめているようですね。 i

特 4こ5磁は段落Cと0.)まとめみたいにな勺

一-り」日己主
一諮るいまいなの

は .子ざるの自由

と，さ支りの厳守

との関係である。

ζ の関係抱擦を明

22 

てい去すね。

6て .3l:1fは(読み上げる) 3斑はちょ |

っと形が選ってまEす ね。 31;;圧の人 ζれ草地 |

号唱してくだSい。

ははあ，なるほど.主主の名は，

|あのね，位というのはね。ほ

|ら ，上位のさるが中心になっ

て，ーヒ位の6Uきの記ざるが中

|心になってね。ええと 6る

たちのきまりるまもっている

|というとと。それから21<1:ん

はね。子ぎるだけがどんなと

lと脅しても目陶だというんで

す。それから えさを食べる

には，上位の6びきの6るが

先に主主べて それ，からおとな

のおす在るとか，若者ざる，

g>aざるという順序に食べる

というとと。

伊藤です。

そう，伊威煮のい主主湾ったζ とのうおで1

稜冒と3務自のことはお互いに似た乙とで

すね。え<57:吾食ぺる順序とい うのは位のと |

23 Iおりで ，三吉た{I!の地起草昏に食事をレていると 白

いっていいわけです ね。 I

|それ力、ら .4務自は6るたち

がさまりを守らないと追放とさ

れるということです。

はい 1~圧は，それじゃ宛表レてくだ芯い。I ( 板君主ω唄に総みあげる〕

1 食事の時はH民謡がある

2 上 位たちが食ぺている時

は い，つけくわえるととがありませんか。 I は，ほかのδるたちは決し

そ汽ではほかの法の人たち とれぞみてな l てえδ場にはいらない

24 1にか加えてもらいたい議見はめりまぜんか。13 子ざるほとくべつ自由だ

ない。つけたすζとはないの。 2斑は .4

25 

主ff.6班，はい 8政1.ありまぜん。

じゃ 4班はど乙とだいたい怠見が同じで

すかn

ほほう，みなl司じ ，それは一審いいな。

2五圧はとう。

けれどやq寺にどれとl司じの

6改は，

みんな尚じ

だいたい向じ

3斑ですυ

'1忠臣とよく似てます。

-28-

確にするにほ.全

文言霊の町宮味体時計U~

了解する ととが前

提となるものであ

ろう。

3班のえとめた順 |

が.Z:文の叙主主の !

とおりではないζ !

とに気づかぜょう|

としたのだが，ゃ i
や間接的でありす|

ぎたかもしれないョ|

1況は， 中核的な

間基Eである順位に

刻 して ひ申うぶん

認識をも っ ていな |

いので .t児童民的な l

食事の館所にまず l

回を向けているよ 1

うである。 I
ζの要苦言脅樋めて 1

1J:く然たるもので ;

あると考えていた 1

が，省察すれば無

緩から狗と乙ろも |

あるυ どの玉まの島幸 l

答も内容ぞ綴目約 l

にあげた点で1;;;:も '



側団川 敏 師

1 l;rぃ。 ζ n.で.だいたい発事史されたもの巻
|つかんだようです刀‘ら .ζζで絡し合いを

1してもらいまし tうかね。

26 ええ ，それじ干lao ðゐ O_l~活 tこいろんな

εきまりがめるというんです けれど，そのさ

まりの一つほどういうものがあり乏した。

えーと .(JCうの3務自

な<>ほど .:-t必ほかに はいお

I 1ふうん，いろいろなζ とがでてをき玄すね。

I 27 Iそうする とζ の昌子慣のSるたちのとE治とい

: Iうのはどうだというんでし ょう。はい君

先 ltt ・ 型i.IIF 

;食切の願者がある。

子ざるだけに臼自がII'Fξされて

いる。

;)1祭その他

っともなととろも

あるからである。

、、

4きまりのーっとい

うrJll.、力、けか、ら，

文 01速僚に注Rd

せて，まずrdる
の社会には績低が

ある。 Jζとを白書事

織とぎぜ尽かったω l

であるが.1%みの '

表面白りはチどもが

ふたり続いて発表

きびしいきまりがあって守ら|したωで .l.I>レI吋
れている。 .Iり道をとったζ と

そうね。.a¥仮に".いてあるものぞいろいろ 1 1になる。

28 

I 29 

30 

見ると 《志り ということばが出てい.ま

すね。5fiI';t a::l!りというのをどういうふ
うに脅えているか。5琢に冨ってみてもら

む、乏しょラ。

はあ.よf立とか中位とかいっているという

んですが .ζれは本文になんと曾いてあり

去すか。 ζ のillOJ c.:とそ.

ζ とばで

うIv.

どういう

|あめ.~LH立がある。 ζ乙には順位があるつ

てζ とが仰いて必るんです旬。っつけて .

1 ~霊登初に 合まりと生活 lまg'• 5(.1軍司E題解
というのはdぎるの社会には&1;::5せるには.叙主主
があって上伎のdぎる.申仰の|の明にしたがって

6るというふうにな すている。lその窓味体制を犯
え d7.e上位から食べる。 I掘さぜるζ とが中

心であると勝われ

るので，そうレた

点に主E口‘させたか

ったωであるが・・・ E

よ伎の6{Jさの閣にもはっさ

りした畷E立がある

ぎるの社会に順位があるって

奇いてありま・す。

|えさそ食ぺるにはヒ位から順

l訟に食べるといっていま唱。

......。

はう .そうするとζれは3J;.1f弘治とも1'11じ !

. 5経 0ゆとも I~ じわけですね。 1

児調E相互の錯し合

いが々かなか'E<l!

れない。 副11制して

いる時閣がr..いの
で，問答法的はな

って lJ;tつに。

それほどの班とk'lじですか。

ええ ，そうするとみないっているζ とがだ

いぶ似ているね。 ζ 乙はどうです刀、 7箆

|は'

33自は，子ざるが自由だと

いう乙と。

ええ .3正!fOJ2醤と，それか

ら5縫 OJ3議です。

I ，~番目の蜘があると引
は .5混とか3E!f.とか lfl置に

-29-



民耳剖 的教

31 Iそう ，ほかの経にもめるね。

そうですね。モうγ ると・みんなから軍事い

て もらったのは表わし刀、たが縫うけどsみ

な似たようなと乙ろに自をつけてい玄す。

涼とめられそうですね。

32 Iじゃ・みんなからいっぺん家とめてもらお

うかな。ぽん とは話し合つでもιろえばいい

んだけど・時1簡がないめで pまず口で発表

レてもらってそれをま主とめていきましzう

かね。黒板に嘗いてある乙となんか径み て

も芯るの!:E績がどうなっているか.だいた

いき ちんと玄とめられそうですねのとう .

2監か拐してくれないかな。 ー はい p 伊綴

君。

3.3 

ふうん

ふうん

うー ん‘伝かの人 はそういう怠見について

何かつけたすことがあったりしたらきって

ください。一一一一 どうです ，i5るめ社会は
そんなふうにらっ てい変すか。申山活

中の山君主 どう。

そう忽くしてもいいよ。

はい，それに対して何か滋克は。そんなふ

うに感じま したか。はい。

34 

ふうん .なるほど，はい

4まむ、 .

児認・絞俗 ! 考察そ ω 他

もあるし ，ょ.中 ，下 .とい l
うととです。

そのつぎは ，えi5:1;島にはいら

なむ、というのは， 5五正ι)2と

3t>:王位'3と 1王!fO'.>2とI尚じ

総

ζ

'

ど

出

品

た

伎

で

ぞ

る

て

た

各

し

高

』

の

考

せ

し

そ

は

述

に

も

懸

か

と

脈

つ

記

考

た

の

働

途

交

一

し

多

し

ゐ

に

自

は

・
一
一
罰
を
と
。

ど

的

ぞ

っ

せ

発

の
句
つ

あ

子

合

と

一

ら

の

ゐ

よ

あ

あのね・やっぱりさるもね Iと乙に，子どゐの 白
人間と淘 じように一 つの大主主;既得縞験や ・既成.

なさる聞というが ・そう いう lの認議と ・文 章統
ふうなものがあって .その中 |僚 によ って成立し

の大将が人側でいえば社長 ‘I1三重苦書誌の統合10，
それから線長とい う ように噺 腿速がみられるの

iである。 レかし，

lこの場合は p蛾|
|叩く-… l

組読み{批判読み

へ発展する契機と

しての)になっ て

叙< Iいる。指導者ω滋
関 1~3Z:震 に悶レ7と

Sるたちも人鳩 と同じよう沿 |読書車内容の務理と

序がなっている。

主活脅している。 い うζ とにあるの

で .ζのへんは発

閣にいま少 しくく

はい・わたしは入閣とSると|ふうすべきでめり

同じくないと患います。人尚 Ii創始レたら規制す
はかなり自由だが .i5るたち|べきであったかと

はさ去りを守って五活レてむ、 |も怠われる。

るから縫うと怠 います。

l…く叫遠藤d)vclF-!l
o じでねo i5るほ人鴻と滋うと

ζ ろがあると忍います。

人問では子ざるでゐ pいやチ

Eぎるじゃむいおとなでも子ど

もでら自由ですげと， cざるだ l

付 は子ざるだけが自由ですの

- 30-



4 聖者.ilj 教 lIi!i 短1ft ・ 仮聖書 考察そ Q.他

-ー-ーーーーー吋 ー一ーーーー司ー ー

1 わたしも千石とさんと凶じ~見

いるから どうなんです。

なんてEすけど食原接食べ<:，n守 1

1 ，人間ならみないっし.thニ食 !

i-…叫にi食べているM ・ i端的見ぞとる i
l iとパ色村ぱ主
いるから ，人間と dぎるはちが II起的な滋怨ゃ ，被
いまτ。 ，測t71面に万点が動

主主 ，本文から逸脱

35 

ははあ ，

A 反対

ふふうん ，なるほどね(笑いなが ら)いま

Ql;t.;鱈 おもレろいんですけどQ < 叉載の聞

にある ζ とについておレ合 っているかな。 |

人制とばかりくらべ てい定すけどね。ね

36 I ・たしかに縄問包活であ石以よ人1刈と判じ |

| ととろらあるが ."をた起草うととろもあぷわ

けです。だから.t司じという忠克わ人も ・

Sうという怠見の人も逗しいといえFをすき

し刀、し .ζζで Eまとめてほ しいのは ・泉仮

にSいてぷる さるの包括圭とき ま り につ

' いて.それはとうなぐとい£す という強愛

を中心にしてもらいたいんです司それか先

lM1最初のお願いなんで可 。 伊藤望書のよう ;
，= .ぎる聞にも社長や議長みたいのがあっ |
て人州とおんなじだ ・というれは ・婿切で |

すねv dふれヨ三活 やさまりはどうなってい 。

必がっているの

ずる傾向のあるこ

とは，従来もしば

しば感じδぜられ，

たと乙ろであるがl

ζ れ はじゅうぶん J

野減レ抱ければな i

らな.'0常に宏文 l
に却し.本文そ怒 a

継とする討議の織 1

>a形成していかな i

I Iすればならない" I 
討議が主E量的なは ，

界に縄問するのは l

豹識が.米交を対 l

象とゼず，ともす

ると.討総参加者

。J鎗宮内容そ0'も '
めを苅富良とし.事4

機として.我見Q.l

主張に傾くためで

ある。 したが って

指導事者は適切な助

言のもζ に，子ど

| ゐの討議を本文の

j 't>つ意味世界にひ |

|き戻レ ，客伐の翁 |

に統制することを |

l忘れて向山i

よ主i;Olcl::うなコン

トロールによ って

ようやく ，童話み羊

の主主認紡電本文に返

ったようである。

。
ぅ'AR 

しでうどか
方

訟

の
。
ろ

す

し

で

う
ん

'、、
b

b

 

た

ほ

-u 
勾，，E
3
 

るかというE拒否文章宮について茨とめてもら

ldるの技会には仰がぶって
.それがいろいろ必ζ とにつ

はい.ほかの人どうですか。 みんなでお互

いに話レ合ってみてくだSい。貧般の人ほ

資成ぬぷうに主主見をいってみるんですね。 1

2宮沢6んc さっさの人はなんていうの。
|山田 gん

は UIほlさんは ，町田4立がもとになっていて|

ぞれがいろんな豆諸に現わ打ているんだと|

いってい去すね。坂井 さん。 I
野ヨ乙め dるはねe 食事O'JII，?に

お .上位からF夜に食べてい っ

て . 顕蓄が~.pからやっぱり

質位が6とになると思いますJ
だから質成で.o. I 

1381そうね。ーローとそういうと的んでi
38 I しょうね。さるの社会にはいろいろはë'~

j Iり刈るが .その一つにJ附があってとれ|
i Iが州によく守られている。というζ とが
| 持いてめるのが .Cの交訟なんでしょ うね

I I みなぷく気がつきましたお

志すます ，客観的

。こ:<t位6れた文窓

の細部に立ち入っ

て.子どもぬ読み

の周密dぞ鍛i待ず

る霊童図なのである。

- 3 1 -



l寸数 姉L 

JIJi{立 ，地対立というけど .ぞのR民4立はどう

/.J:っているんですか。 めあたくさん手があ

泊まっ1:.オ3。
lはい ，一番作乙うの人。称いセーターを翁

ている入。

39 

そ弓 .そのとおりですが .むう少しとまか

に きってみてくださ~ ，~ 文t'tぞみていいで

すから.細かにきってみ恋し ょう。はい

あんた。

{板I!fをしなが ら )

児玉草 叙得
一一一一一ー」

よ{il.の さる。その下 に中伎の i簡潔にまとめては

さ品。それから若者ざるや診 |いるのだが ，細部

aざるがいます。 I続み佐徹底させる

目的である。

まず上位の6びきのとしより

のきる。そのlR.の申4立が至宝者

ざる ・-・・・・・・あ活者ざるじゃな

かった・・・・・・・・・からだのじ よう

ぶなおすぎる・・・・・・・ーそのCたが

著者ざる .少正Eざる。

40 Iはい 乙 ζ へ順位ぞ穆いてみんなで考え争

すいようにしますから .ゆっくりきってみ

てく ださいc I※ 順 位
(上位)

(下位〉

と しとったおす

ぎる

からだのじよう

ぶなおすさる

理主.省主ぎる ;Ta 

gる

41 I I (中位)

l;t l、.乙nt;t

次4立

一審下I:t.

あ 小佼 .小佼というf.f!f;fI1き ζ えましたが

あのね。」ニ，甲 .下といいま寸ね。 ζ の時

は下 (カ)il1と読む、んです。小というとと

はは .六 ，中 ，小という時に {兇うんです。

乙 とばには乙 ういうさまりがめるんですね

だから乙の時は下(刀 〉低。

42 I (復書) I※ 

さあ ，とれでいいでし ょうかね。

1:'い泊。

上 院

中位

下位小位げ位々と

。

湖

ぬ

が

に

る

下

小

ろ

さ

ζ

の

と

き

中

中

の

ぴ

父

6

刷

同

本

の

よ

大

償

。

位

ね

よ

い

の

ず

は

あ

ま

-32-

同一系列に腐する

仰いを 認知させて

紙念ぞ明被}ニしよ

うと寸る。

よく .創11郎ぞi吟ー味

した上での疑問と



時flllI 教 師 i 児窓 ・ 智正也

|ぞおいて場所1i?とる。そのま

|わ りに毎ざるとみかんぼうざ

lるが，よりそってえさ乎食べ
iる ってあるでしょ う。 ζ れ

はどうなんですか。

Rまさるとあかんほうざるの順位はどう々る
かつて閣いていますよ。みん令。

43 

よ伎とか中伎とかにしたらど

うなんですか。

はらどう寸る。是正ざるゃあかんば今ざゐは

どうなるのかつて聞いていますよ。望書えら

れない人はぼんやり務んでいたわけかな。

c:!di>，それじ ゃ窓見のある人から立ってい I(挙手 いろいる〉
ってみなさい。

A
同
ι

凋
値寸

えー と.母ざるとあかんぼう

ざるの食事がヤぜ年lいかとい

うと.さ るのを士会4こも レディ

フ 7ーストがあって "，~<尽

lうん だけ:>'，さ るの申3こもレ

ディ・フ 7ー ス トがめって .

めのあのお8るさんの方にも

さ← ー (一周渇笑〉 ・

女手の方 ぞ先に食べ8 レて.

ぞれから子どむの万は自由が

あるか内ママさんといっしょ

に食べ答。

なるほど .それで君の絡輸はどう々のの

母ざるとあかんぼうざるの順位f;t。

あのね。ぼくは日正gるは上位

のようになっていて .ヂざる

一一いや .あかんばうざるは

下位の方にはいっているんだ

けど自由があるから I 

それであかん出向はどζ へ つくの。はI I 
んとは下位なんだけどもー一一一一ー

|自邸内るから母ぎるといっ

しょになるa

(順仰について いろいろな

私語がおきる。〉

自由だからよだという滋免のようですが . ハィ，ハイ

l結局埋まざるとゐかんぼうざφの順位はどう
なるんですか。

45 • fまい .上位にはいると思いま

.す。

よ位というな見。 レディ・ファース ト ぽ!
か従かいいととをいうね。 4請。学唾更でレヂ |

ィ・ファー ス 卜しているのかな。 I

|していない。反刻で寸。

I (一同笑声)

金書I¥{こはいっていぶす。

おや .そりゃおかしいね。

はい ，~主

-~ 3-

考察そ の他 l

いえる。 ζ うした

発問が""かった場

合には .教師iUUか

ら刺激する必夢が

あるであろ う。

母ざると，あかん

ばろざるの順位の

鴎磁は，推測以外

に方法が令いので

あるから，とうし

た主観もま車窓さ る

べきであろう 3 た

だし，やはり，3:

文ぞどの程度忠実

に読みとったよで

の 王室見であるかほ

じゅうぶん伎渡す

る必夢があると思

うのである。



教師

へえ.ちょっ と変じゃなι、かな。 2an鎖し
かぽいみにどうして3ゥの所へはいるの。

はい .その人

はい t .:tt .千石主主でレたね。下石おのは .
あかんはうざるめζ とは 8いてゐるという

んで tが .まきはめかんぼうざる1?-1'-dるの

46 I rl:1へ含めて5巧えているんで しょ うね。で .

めかん;まうぎるの ζ とは得いてゐるが .高ま

ざるのと とは全然一一ち っ と も ~いてない

.だから母ぎるの ζ とはわからタいとい う

んですが .どうですか ，みんなa

tよい うしろ

t
 

h
川

F

円
み
J
ゆ

ム'
」
T
一

ι門主どゐeh 

児m: 竜王 さ 考察 その 他

る

な

あ

て

て

い
い

谷

容

然

は

会

る

暗
夜

る

う

g

ぱ

品

ゅ

ん

も

か

ど

e

め

け

い

laくどちらにもはいらないと
l思い家寸ω

ιいうのはね。あかんぼうは
自由なんだから上位とか中叙

とかいうのにぽらない し.母

。ヲるは ，あかんぽうを結む、ん

だから .あの .どちらにもは

いら従い。

!みかんぼう代ひんだから知ん山らi

ぺ…一
う$a苧 わかったの ，じゃ君

なるほど .まきの奇いったのはそうすると紛

‘局母ざるとあかんぼうさるの刷位はどζ へ

!い くかはっきりしないというととですね。

|といつだというとと一。

どんだんお認がお もしろく なっ てきまレl

たし .みんなの若蓄えもは っ8リしてきま レl
た。とてむ よいんですが .時 間金無砲して|

ちぢめたので じ中うぶんに話し合ってわら|

えないのが銭念です。急ぐようですが .と |

ζ のと ζ ろにけり ぞつけてみましょう。奇 !

の 人がいったように母ぢるとあかんぼうさ l

るの糊位はわかりません。文章鍵のどとにも !

書いてと主いのです。ただ ，食喝事の服務のと J

とろで .上位ざるに守られて食べるという '

z ζ とが嘗いてゐりますね。

然

(はつ わかうたという衝が

2 ，3人)
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時鋪 教 面百

なぜか .それは さっg融かがいったように

νデ ィ ・ファーストかもしれ伝いが，と4ニ
かくまあめかちゃんがまだ小さいから.あ

んな動物でもまだいたわってやるというと

とがあるんでレ ょうね。そ して母ざるはい

つもめかんばうぎる令官守てていっし Iにい 『

るわけで寸から ，母車晶の万も暖かく F手守っ l

てやる土いう ζ とがあるんでしょうねcで '

すから .との需晶子は特別なんで寸ね。

上 位ぎるの付録じでわいっ たらも川、んでし

ょうかねη

しかし . ~んにも惨いてないわけで寸から

!尽 居留 ・ 絞得

491 ，読んだわたしたちが想像寸るわけですね」

乙ういうふうに . 文章には~いであるも |

のと，また君主いであるととそもとにして線

像 寸るものとがめります。

文章冨の機 音色tニついて

多g>の認織を総め Eさ

せ るつbりであった

が ，とうした機微~

各認の究開酬に|

則して指導していけl
l:f .子どもの読みは

きび しく なっていく '

ものと思われる。

全体 のととをわっと .もっと勉強 し従け

ればなりませんが .お絡し合いのf時fゆがあ

りません。 乙まかにみていく と .さつをきみ

んながいっ以 うに人附の社会と似日と |

ろわありま寸が .それにしてもたいへんさ

ひしいきまりをよく守っていると思うでし

t う。

きまりをやぶるとどうい うζ とに従るんで i

(一向)1まい

宅ro I I 

I (口有)i白抜さ れる。危険}ニ i
!なる。 。

通産量されるというこ ζ1.1:，たいへんなとと I I乙の一 節は比般的-A

50 rでτね。さるはま呉国生活をレているで しょ : I体例に乏しいので ，
ぅ。危険がくると仲刷崎士で知らせあった I r rさけんぽ自に会う
りします。そして呪荷で鎌滅寸るように伝 I I Jという笑厳令迎勝l
えて身令守り家す。敵に刻して簸回行裁を I Iさせる乙 とが困難で|
して 法命を守り ます。ととうが .追放され I I iある。したがってと[

てま県白から仲間はずれにされると .身 ぞ守 |の荘重賓の補鋭は必要l!J

る ととがで湾々ぃ。だから1m主主というとと |である と考えている4

は死ねというのと1司じととになるわけです。 I I 

l たいへんに とわし、。だから食場の駁穏な I I I i-きち一九殿内…叶 1 : 
.おなかがすいたから .給食ぞ先に銭って I I 
くれなどとはいわぽいんですね。もっとも

君主たちのクラスにはそういうととはζtいで

しょ うが。

さて ，I母坐 の さるのさまりの一 つがだい

たいわかったかと思いますが .細か伎とと

ろはていねいに読んで潟えてください。 ，

じゃ .みな ちんの組 がますますりっぱに !

なられるようと朝守ってお.suれしまし ょうc I 
gょう公ら。 I
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A案(問題中心の討議形態 }の指導をかえりみて

指導過程の第 1次の読み主では 5祭共通であるから ，それ以降vcつhてふれてみたい。
わ九われの立場からすると，読書曜とは . 読み手が，客餅的κ叙述された文E訟に ~O しながら . 書き手の:意

味体制を主体的ltL把I屋するζ とであ .!J，読みに伴う思考がそのまま理解jej程 (解拠品程 )をなすもの

でるる。ナなわち ，国語科の統鰐では ，文&そのものがいわば問題そのものに相当するのであって，社

会科K~ける問題解決学還のように ， 問題を設定.してとれを解〈ため陀各議の資料含集め ， 多綴~手段

着?用いるという事f背とは兵なっている。特定の問績を解決ナるためK文重量が線材として存在するのでは

な<，文章Eそれ自体が ，読み手の思考の対象として金槌的に錨たわっでいるのである。

したがって ， 国語科に会ける問題法は，結局のととる本文を群~1tLまた僑造的に読みとらせるための

仮りの指様であ!J，読解を深める視点の設定という性質を符びるものである。線題解決学習裂の傾向を

強〈推し進めると ，学習者の読み手と しての窓織がゆがみ，線~解決の手段と して文定を 見るような態

度が生じてくる。 ζ うなると，文京を冒頭から順次に忠実に続み進め ，す念j:，-:.(tC思考を働かせるという

情えがうすれ ，E果題解決のための必要領有青のみK注目する読みができあがってしまう。 その鐙端なもの

は，いわゆる受験妓術的念税局草 (還択絞をまず続んで，つぎκ本文の必要翻ゆだけを鏑絞しとれと対応

させるといっ介ふうな 〉に陥9I断片的念浅い統みを形成 してしまうのである。

とのようK考・えてぐると ，問題法でも っとも吟味され念ければならないのは提示される閉鎖の質止い

うととに在る。

つぎκ，問題を織成した9'提示したhする時間配分であるが ，とれは一般的にみ・て短いほどよいと

思われる。えだし ，問題法の被斡には ，学習者/11:主体的な問題;愈識を把持させるという目的がある。そ

のためltLは学習司君がじ申うぶんに問題意識をもっ時聞が必要であ.!J.問題を認織する時筒的余裕が必婆

であるから，短いほどよいといっても;1;>のずから限度はあろう。

A案では ，討議学習という形を止っているので，討議占むの得失も問題と衣みが ，それは総括のと ζる

に議.!J，授業の笑i擦についてふb返ってみたい。

(句 研究問題の設定は，きわめてE重要ではるるが， 1時間をかけず~たようであゐ。

指導者としては ，討議学習K念れさせるため ，グループの話し合いと，全体の話し合いの 2段熔をと

ったのであるが .間別研究の時間をいま少し0'8してや9，個人的な思考・の場をもっと与えるべきであ

ったと思 丸御別K研究問題を設定する場簡で ，各人の読みの深まりが礼}僻されるのである。

問題法や，討議法のJi'i.柴をあげるためには ，一般に学習訓練が伴う ζとが望ましい。いわゆる学級集

団を ，特定の学湾形態に応じ得る一つの学習集団として馴主主してお、〈 ζとが必要とぎれる。そとで ，指

吟者としては ， ~2騰の問趨解決のための話し合いの予備訓練を施ナつもりで時間をかけたのである。

したがって .平案から指導者の思うよう念却に訓練してかけば時間的な効率はあがるはずである。もっ

とも ，ζの方後で取り扱ゥた学級は ，と担たてて肘該学習をしているわけではないが ，白7設の学級活動

での話し合いや，生活資内部での話し合いはよ〈訓練されているようであった。だから学級:Jtl(.EV<ζ指議

を，j;，mいすればζのように時間がか1;>らなかったかも しれない。
(2) 討議への示唆ゃ ，誘導にじゅうぶん考慮を払う必革委がある。

はじめて￠学級であり ， しかも平素昔、j議学!i[;;を刷い ・どい~い学級であ ったためVι ， 真の討議学留は成

立していないが，討議を高めるより具体的な宗安が必要であったと怠われる。文:t;i:の内容や場笑ItLRPし
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た討議のしかえを遂本から教示すべき であったかもしれない。ただ ，今回ば t問題き主的金本文読解を中

心としたので ，いわゆる討議的没学習は成立しに〈か勺たという事情もある。

とにかく ，a7t.解VL沿ける財務は，文金tて即するととを奉本としなければなら念いので ，討議の一般的

方法や，自己の主儀を開保する像度のみを脊成するのが本旨ではない。 自己の見解を錬述する際K文

念上の銀総を記録させるととがたいせつ念のである。そとで .話し合いの.i@穫でも，文貨に却するよう

f'C注意をう念がしたわけであゐ。その際，具体的K例をひき原文に直接ふれ乏がら指導するととに意を

そそぐ方が効果的であろう。

(~) 子どもの読みの畿態は‘間短内容にもよ〈現われているとと。したがって，ぞうじた反応を祭知し

て指導を進め7をければなら念レ、

設定された問題の中でも， r念ぜ，子ざるだけが自由方!の活句 Jとか， r生活ときまbのさると人間
とのちがい。」とか，いう内容は，)t重号事笑から連怨された主設的反応、であり，推理や臆測の興味であ

る。したがって低い段階の浅い統みであ!1， ii華厳的急反応、にとどまっているのである。 とうした続みに

対しては，とれを客観的に深めてやる必要があ t，それVLは ，文芸をに立脚するととを根底から教えねば

念ら念い。絶えず，文費E十てはどう叙述してるるかをふり返らせるのもとうした意図からである。

また ，問題の中(11:は「い〈つに分けられる沙b その一つ一つにどんなととが書いてあるゑ句 Jという

段務研究の明書Eがあった。とれは ，学習問題としては ，一般的共通的なものであっ・て ，ζの教材特有の

問題ではない。したがって ，子どもに対して ，目的と方法の弁別を明白にさせなければをらない。 rな
VてをJ調べるために.rどのようにJするのかという ，目的論と方法翁の立場を明篠にし念ければ念ら
左いのである。

与しとのような事情ーから ，問題合本質化するために ，共同問題と して文f;!o要約ともいうべき「さるの

きまTJをと b多げたわけである3
持) 問題解決の方法r.t，鐙かIrcJ設さ事して》きたい。

今回は ，奉礎的な訓練をナるいとまがなかった上1'(，文愈が比較的短いので ，情題解決にあたっては

縮かな示唆を与えなかったが ， 実際には段警に分けてみるとか ， コど~þて書いてみるとか ， き事線I'CJ:る1lì

要Kfj.主1童文の摘出とか，各種の方法を習得させてかくととが前提となるであろう。もっとも，との学

級はそれらの方法をじ申うぶんド(!駆古をして学習を進めていたようである。

(句 討議的変方法による場合 ，細iJflの読みをたいせフにしたい。

討議的方法Kよると ，とかぐ総訟の対象が全体的念ものKなったり ，大きな部分(11:かたょったbしが

ちであるが ・とれは読みを締約Kなし待念いうらみがある。そζで， i細部の読みを加えたわけである。

とうした絢沙会吾除を吟味して翫み，それをもと K して討議が事ねられるよラになれば，自主的~読みの

十備えが強固Vζ ;zるものと<<4~~われる。
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B案段落中心 指導者新潟県立教脊研究所長 谷沢 道房

分

幸次 郎

t敏 S有1の Q己紹介

i 通算 入(山の さるへの怨像)
l凶目指示
略 )野笠のさるの慾味規定

rel 剛 勲 章現 (回絞舟冒合:) 

l綴匂の指 導

第

見 Z電

、指 名 読(批正と共i庖点の指導 )

1 E寺

新潟市立高万代'J~校 5~手

注 。児童 ※仮寄 O考書書

者五i!} ・ 考察

※社会 H良伎一上位 巾位

下依 J断書幸 広庭 自由

{渇ぞお く i自欽 木の 実

121たいへんよく読んでくれたので ，みんなも中味がよくわかった|指名鋭から.偲BU読みにうつり

と思い去すが .乙の野去のちるという又閉まー ロにまとめると !めいめいが主体 的に者える契機

どういう乙 とが鯵いであるのか .2.3分時間をあげますから ーをつくろうとした。

続んで考えて〈ださも、。そのめとでめいめいに'.~を怠っても

らいます。はい ，はじめ

・各自に問自然続(約 3分)

151 Iまい ，それじゃだいたいどん伐ととが偉いであるかo大窓とい|※ 大窓

ってもいいし .まとめというてむいいんだが .脇見のある人は|

一ーはい秋巻沼 | 

・さ るの干士会にも司自伎がめるという ζ と ※ A ，q民t立がある

(仮普通する )苧れから同じ窓見Y ったら .r I~司じ です。 J とか

r ~空局・で寸。 J とかい って く ださ ~'o 怨見のない人はないはず|学習活動の際の発夜間認を lZbíさ

ですね。それ r..:.ゃ緩井主言。 Iしておく ζ とが思考錬作の上で
・え さそ食べるにむほi替がめる。 I{良平~r.ご と J包われ る。

Jうー ん。えらいえらいよくいえましたね。 〈仮里子する ) I※ B え さを食べるにらJllti恐が
ltt ab . なかなか元気が出て をきました;f~o Iよい ，五十胤君。 1 ある

I .ぎるのきまも川乙とが縫い てある。
ほう (仮持する ) I※ C <!:'るのさまり
まだあるかえ主のようし .丸山美綾子8ん。

-どうしてさるが順位とか t A~ ，:醤ぞ守っているか。

。なるほど〈板選:しながら )どうして守っているかと いうんで寸

~れは . r頃位の万へ つけまし tうか。どう。

. ~ 、 し、可7喝号。

は い ，{jt綴さん。

• i;tい .聖子生のさるたちのいろいろなさまリについて

※ A ~街{lT.がある α どうして守

っているか。

lはa-..そうすると .ぁt;cr.このきい章受わしかたそご〈餓単にする |比唱置させて呉l司関係を弁Eりさせ

と .どとかにl噂Uのがありませんか。 1るこ乙む ，子どもの分析的な思

• Iまい .Cと局じです。 1:樗そ育てる一 法 となろう。
じゃそうしまし ょう。水泌さん。

・8るにはいろいろなきまり がめっ て， それがよく 守られ

ているの

すると .ζれは ，Cのつけたしと潟えてい いで寸 か。
• Iまし、

Cぞ出したのはだれでしたかね。め ，怠どうですか.溜のに水 i※ C さるには .き渡りがあっ
苗置さんの慾見入 れてやっていいですか。 I て.それがよく守られてい l

• Iまい 入れていいです。

|なかなかよくまとめましたねの (水必1の応谷川曾しながら〉

そ の はかに一一一ー 玉木君
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教師・児童 ! 板穆・考察

・1まい 野生の さるのー自の位指 | 

ほう .なかなかあるね。どういう表わしかたが念体ぞまとめてい省※0 野生のさるのー 自の生

んにろう。 (仮欝レながら ) は い.a'閉めけみさん。 I 活
・え §ぞ食べるときのさるの行動

1なかなかむずかしいととはぞ使い 玄 したね。 Bとちょっ と似ていま|子どもは .比較的頃純にらの

すが， ζ れどうしますか .roけみsん。 1を者えるので.教師の示唆に

・8の中に入れでもいいです。 1I司諭するが果たしてそのまま

そう .でももう foPG広く言っていて .I頃番だけの ζ とでは 1".;:いよう!でよ いものでめろうか。

ですから .やっぱり別にしておきま しょうかo Eですね。(板特す!※ E えさを食べるときのさ

る )さみ.見ている 人は .とれらの弓ちのどれぞ滋ぷかきめておL、l あの行動

てくださも、。とれを選ぶというととl.t.，との文鮮の中味ぞよく読んl

で考えるというと となんですね o .~ぶ前に本交に もよう一度目を窃すi 交窓口即する縫かめ

21 1とL、L、ね。

-各自然訪:，速読 (約 2分〉23 

それじゃ .いいですかo 乙のうろから一つだけ単ぞゐげて ください。。※OA 順位がある ……

Aはめりませんか。 ζ れはOですね。はい8は .おや浅念でしたとIOB  
れも0。じゃ C.ζれは多いね 29刷、， 7剣く らいで すね1.29C

O .ζれは 10名.Eの 人 ，はい 4名。 AとBは総選ですが， ζ吋 10D
でいいの。 I 4E  えさや食べるとき…
251 ・(口々に}はい.いいですなど。 I
じゃ .ζれ脅さめるのに .やっぱり文宣言Jをよく読まなくちゃなりまl
|せんね。そζ でひとつ仕事をレていただれしょうの野笠のさる叫

ついて .いろいろ書いてありますけ ど ，乙ζ からと乙烹ではな;ニ吟

|告書いてあるか .(q_r仁11のようは図令仮必しながら)その次はど1※ n_11 ru寸
うかというぐあいに.:ro認のまとま りぞうりてみてください。 ζ 。
ういうのをなんでいいましたかね。 全文をつはげてよくわかる たd役緩怠識令官fてそれが全体と
・(口 4'1ニ〉 段高~ Iして体制化されるものである

けい.段落といいま したね。との段前年令区切る仕事ぞやってくださ|とことをi溺彩によっても示した

い。 プリントのとζ ろへとういうかきLを してみなさい。 5分ほ ど!かったのでみる。

えさを食べる・・・

さるにはきまりが・・・

星野告のさる ーー一一 ..

あげますから。 そのみとで発表 してもらいますから .はじめて。

(机l渇巡観して.(，乍栄治叡の控毘華美とtl1i話事)

27 
31 Iぞれじゃ .区切るのはだいたいいいよ うですね。 l段は何行自まで.

2段，例行局まう?というようにして答えましょう。はい."1附望書ど!

うですが。 1乙ういう段毒事作業のために ，

・はい 四つにわり ました。 I友文の行獄ぞ下側め しくは ，
そう ，何行自だか ，g-えるね。 Iよ仰に記載 しておくのが便利
・1段は .9行自 !であると場う。

・次. 1 3 ~寸邑まで 2段

・19待目立で3段
33 I ・それから .あと差是り

はい .111崎怠は， ζ ういうよ うに(仮おして ，行数ぞ惨さ入れながi※
ら…… )4段に分 け ました。 ζ れと附じ人.li ~ ' 0 それじゃまだはI ~

かに発表してくだδぃ。 1

(以下.段落区分の 発表泌.然仮に それぞまとめる。 3段以下はi

ない。 )

20 15 10 5 

19 9 Iーー
世2 13 11 !.JZ9 

. 13 " 6':ii二
19 .， 3 1-

:t~ 19o  I 

言r τ9 911宥
22 】9 139  -日
夜寸γ 13 9 11六i
〈色チラ ー クも使用〉 : 

i

i
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敏節 兇 a 告王宮号 ・ 考銭

ずいぶんいろいう出£したね。しか し .ずうっと企体eみると .:1盆 Ii彰式段君事と怠峡段熔の合数i二
位ったととろが 出て来ましたね。 Iついて教示しよ うとしにむの
多くかたま ったと ζ ろは ，9行 巨， 13行自 .19行同 .22行|でil!:る。

自などですね。怖に9と 19は多いですねo 9なんかは金総ですが

451乙れは彩。二'上で む一一ー一ー

. (口々に〉切れている。

そう，そうすると怠味の切れ 箆と形の切れ包がだいたい関係がある |説み羊の鋭みとった主主味得造

というととがわかり ますね。ととろで.中事長が1尚昆亙です。どういう lを隠際する乙とによって .全
わけだから ，そ乙で区切ってまとめたという乙とが宮え信ければ .1:文の意事主体制化令理ろうとす

わかっ ているととにはなりません。

明 al;tね .rJ:ぜそういう段繕l二切っ たのかその縄出金主主べてもら

るものである。

。
す官酔z

。
a
q
 
では.たいへんよく勉強しました。明白またね。

第 2 時

教師 仮 S ・考察児司E

きのうは .たいへん議し〈勉強 しました。君たちの文俊の切りがた l※野忠 乃 さ る

が々かなかおもしろくて ，10綬書曹はどゐりましたね。 『 ょうは .I 
文E段蛍の切り 1か~>た唱ぞF巾

2話舌し合つてもらいEまE寸@言曾雪のうは切らずに '会3文E屯を?ひと‘み主とまり に IOA  J府民位がよ必うる。どうレ
考える人がひとりいましrたこ。その c次kは 3~綾安語怒L 4~段E 員泌r . 5段時嫁草 .一 l で勺守玄つているか@

著書締1かに切った人カ:6段持軍で したね。 ではもうー従， fIt昨年の切りか I0 B えさを食べるにむj頃
たや.その問自舎にしかめるつもりで文章ぞ読んでみてくとおい。 1 診

(前E寺 の学需給泉~!墜塑遣して仮担号する 。) 129C さる心(.tdまりがめ

51 1 2.エ主i'.1.>1 J::_5_主主主汽
は t， .やめて . 1 主主至。

きのうみんなと話し合つヤけれどむ .だいたい行の変わり白 .形の 110D 脅壬E))さるの l自の

上の空聖母(C，そういうととろで切っているのがひじように多い。みん| 行動

'..一致している。 ζ の l字下がりになっているとにろは ，にいてい 1 4E えさを食べるとぎの

書く人が新レい乙とそ骨とうとか . つぎのお話~fIr ζ うとかい うそR さるの行勧

持ちで欝いているすっけです。 1※

1行自の「さるのなか窓口和Jというと乙ろは .1宅許可てがってι、I25 2o 15 1o [j I 
主主すね。こういう 1学下がり の よとろが形の上の句占有事ですね。です I 19 0 

一一一一えて.………|つ 2 13 「 1RI
意味ぞつないでゆく ζ とがたいせつです。 I 13 G 3 B 

ととろで ， 滋味のかr-~ りは . 金総との形のかたまリかというと I 1司 ¥) ~ 

必ずしむそうではない@餓u'人の受けとりかたによ って .かたまり! 山 13 Il 

の とらえがたが透ってくるのです。みんなの設悲がζ ん伐に溜 った I 22 19 11 I五

C 

のもそのるらわれで寸.しかし .だいたいは .行の切れ自にそって

考えるのがふつうでしょう。きのう.行の切れ 自でぽいととろで区

切った人 が ・ゐとから切れ目どおりになおしたのは ・やっぱり自 然 !

なんでしょうね。

| と乙ろで .51没と6段の人は .1行だけで 1段毒事4ニ)ているんで|

すけ ど，その現副はどうI".J:んで寸か。はい， ~主 |全文の大前提としての 1行 自

・1まい.野公のさるの化か;1<にも， ーや っぱりいるん牝集活があ|に主主回させ.その包所能h戚

る dニ思いま寸が .そのうちのさ まりがあるというととです。 i識させたかったのでめる。

22 J 9 13 l) 

22 19 1 S II 11六
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敏郎 l尼 蛮 ゼ豆持・湾察

うーん .はい あんた。 Iよい総括である。 ζ うした明
・はい .わたレは 1行者号 1段記事にしたのは， 2行自からはどん|せきな役務主主識 をむつものは

なさまり がめるかと い うと との説明だけれど ，郎の 1行は慾laιそ.文章帯電器まの犯錫に努
ま りがみる とい うととを館いてある。 でている ようでめる。

はい ，いまの白書聾Eさんの2主党はみんr.t:どうですか。 2行 自のその一

つばからが細 かい鋭 flf.jで .は じめのは .きまりがあるんだという ζ

とぞはつ活り宮ったんだから金体のと とに関係した 1段毒事だという

ような滋味ですがどうでし I う。

ほかの人は， 1行をほかのととるに含ませて大きな1段諸島'と したわ

けで寸が.どうかは。

liい ，弁」ニ君主

• 1行自のはきまりのととだし .2行自からもをき家りのととだ 2行自以下 が， 1行の中6ニ包

からいっしょにJなると態いますの 揺され .2行が l行の従鰐関

なるほど，中味;ま l苛じだからくっつけるというんですねc 係にある こ とを怨織していな

いまの井よ翁の滋見ですと ， 順位という乙 とと ， をき まりというとと~¥" 乙れ令要量定する一つの方

とはいっし zのと土である .イコー Jレだというんですねc どうです|後は.指示諸について題解さ

か。 Iせ.rその一つは Jと .笛か
はい ，i，:雪国ーさん。 1:れている点に注目ーさせるとと

.00のそ うすると .えさぞ食べる時 iこも)1良署があるで し t。そである。そろすると.順位と

れむ念品の々かまのさまりなんだし ，II~m~J きま りなんで. か ，顕著昏は .ざまりの申の 1

それはみんなき友リの一 つ でし ょ。だから .いろいろなさま郎でめる ζ とが鴫臼になって

りというのは定た別です 。 くるはずである。

どう.みんなわかりますかu 吉回さん:主1行わけた方がいいという

隊見なんですn き業りという中に1;1: .ζ っちでいっτいる品質伎や順

番もはいるので .いろいろなさ玄 リというのは大さいんで .弁」ニ童書白

のように さ * L)イコール胤佼ではないという考えなんで寸 。 I

じゃ.弁よ諮の芯見に焚成の人.草をあげ てくとδぃ。 I
・(10名挙革 J ・

はあ .10名緩いますね。古住iさんの感見に資a!iの人 | 

はい ，2f告はとですね。そうですね。持よ羽のj怒見心わかるんです | 

けれど .乙の父:政ね.全体を貌んでみると .1行君はどうでしたか ! 

ね。読んでみなさい。 ※ さるのと2かまにもいろい !

・{一斉に)きるのぞZかまにわいろいろなさ志りがある。 ろとEさまりがあるo I 

( 15C1i'紙付しながら)はあはあo 乙れは金交の吟さ出しのととうi

ですね。 ζれは 全体の乙とを言っていると ζ ろですねε2行自はなi
んと 省いで ある。 I指示絡の術導と共に .:51:.と文
. ( 一斉に〉その一つは ， さるの社会に t基地H立があって . え~ ， の関係に主主怒させ . ζ の叉認

を食べるにも顧客がはっきりと決法っているということであ:に記述 されていると与がらの

る。 I上位紙念と下位観念とを弁BU
はいよろしい。 fその一 つはJの乏 のは101""さしているので寸か。 |させようとするのでめる。
. (大部分挙司、 〉

-さるのなかまのさまり

包

。
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ほう.たいへんヰがあがるね。縦辺君主

そう .もっとずばり主主ったらどういうζ とじ なる。

そのというのはどれにめたるか。飯浜芯ん

・き まり

1まい .そう思う人。 またはいろいろ々きまりでわいいですね。 ，※ 指 示 5;g 

・(挙牟多し)

1……ぃ……める一一点りの|
ーつは.というふうはこのと と{まをもってきてむそのJ:..f:あてはま

りますね。 ζ のようなととばを もの令指し示すとと1;;1:一一ーー〈仮

- 4 1ー



l 教師 兇寂

静・・・・・・指示制)fli示潟といいますo gってごら

・(ー王寺〕舟示鰐

指示錨のf中I山 まずいぶんありますよ。との ，その(絞替・・・・・・ζ の

.そ の.あの .どの)遣い ととろはあの .わからないのはどの と

いいますね。ぞうする と l審近いのは .ζ の .それから .その i謹

くをさすのはあの .きまっていないが .わからないのはどの .ζれ

らの績をとると .ζ .ぞ ，a.どでレ ょう。だから 乙そあと ζ 
とはともいい2まず。彪がいうのをまねしていってごらん。

とちら ，I立い

・そちら .あちら .とらら

ぞう .そららへいきま寸。あちらの1jがめたたかい。どち らへおで

かけ 伝んて使いま寸ね。

となた .そなに .あなた .どなた .

lとれ ・芯い
・それ .あれ .どれ

そう ，~ 、ろいろあるでしょう。怒い ζ とr<tわありますよ。乙いつ.

そいつ .あいつ ，e'いつだ フヲンスだなんてね。

・(笑筒〉

:;Z:~置の中には とれら というの向ありまE寸ね。じ や それら と I ;;l;:~の将色は指示紛が多く
向いうわけです。で .との指示録1;1:必ず交の中のととを錆していま 散在しているζ とである。乙

寸から .そろいろ点に注意 して説んでくださも、。 うした適!;~的な ζ とばのさま

じキ.乙のl行図は .いろいろなをきまリがあるんだというととe会 !りを意識してま罷み進むζ と/)$
161体と して宅吹いっていますからとれを一応 l段にいたしまし ょう。 I重要量である。

l 司ると 2段はど乙で区切ったらつ乙・弓がいいか5分 l.tと続んで l 

|考えてください。

! それでい訟の l行自のとi:....， t~ tJ>んたんにすると[き淀川ある! 油輸叫式化レて乙ら
んだJ(仮寝・… .l主三21)さまり乙わくの白に 答いてくだ8ぃ。 iえさせようとして .i:Hl段ぞ

17 乙今い今Aうにして .2宮聖母、まとめてみましょう o 3段{士 4段 筏例としにのである。

はというふろにつなげてみてください。 I※
! ・各自〈同情) I 1 

一一- 5分経過一一一一ー一一一

221さあどうでしょう。だれか発表してください。いま乏でにかから化

かった入。石塚清

・ぼくは三つにわけて

!はい 三つにわけでl -一勺l立 ・3るたちのさまりの ζ とがかかれている。 l※ 
:まい ，とれはみん従I司じだね。 ζ れは 1段 ぞう寸るとをきのう l符 ! 

で切らなかった人は .もう 1殴ふえるととになり玄すね。 I

はい ・蜘ですね(開 制) 1 
1 ・2引は ・食事の行動

i ・3訪問は きまりが守られているっていうとと@きまり。 ! 
はい ， きまりが守られている(仮~. . … ・きまりが守られている。 )

|そ 今 .ζ れわいい者えですほ のほかにありま寸か。じゃ 長谷川1さ

ん

叙 唾幸 事考 祭

ゆ

ら

β
山
、
ち

ゅ
ら
，
匂
ら
の
う
@
ち
-

向

ら

β
H
h
ち

※

(

 

t包示Z冨の輯通商a~p罵例をもっ

て示そうとしたらのである。

ζ うしたととばの側首Ei:'主と

して .総会めるごとに教える

指導は .小学佼でめたいせつ

なものであろう。

2 

1さまり

3 

きま2.i

;食事

!EF52. 

- 全体 ~j王つにわけました。

!はい .モれで

; -1番目はさまりで， 2添自は級位

。はい〈仮帯……順位)2段は順位

1 ?まる .順位というのが出て来たね。

. ~;主主主主司王

2 

iさまり
一丁-
'An:f m. 

コご一
食事

子 ざるの窃自l

※ 1 

5 

- 4 2一
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子

ぞ

う

そ
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は

は

設t 自前 免 雪量

3段{主食事の とと(絞望書・・・・・・食事 j

ぞれから

-それから子ざるに刻して

はい .乙h?け吋じ

・3吾妻 留は食事のやりかた

そう.これも同じ

・4干吉田はきまリのをきびしさ

発表令聞き，その刺激に よっ

て .自己の忠平号令変容し .改

脅していくととと思われるが |

ぞ うした際に .必ず鑓出され !

ている怠見ぞ客観的に 正 しく l

把録している必必があると恩

はい .じ やこれととれを(鮫硲の子ざるの自由と ，きまりが守られ

ている令指しはがら jいっしょにしたわけねの

• Iまも、 iう。

そういろ請書えかためできますね。 羽田調書怠の 王室見はどうで しょ うか。 i子 どもの窓見 。告書室示されたま
最初口怠ってわらった石塚主主ののは長谷111さんのとくらべると.ど |まにら列しておくこ とは .い

うなるんです。 君lのに は明伎とい うのが出てきませんが ・・・・・ i たずらに混乱を鰐く ばかりで
. (まい ，き まりという ことに .さま りと順位がはい って ，食事 !集箇思考そ高・めるものではな

は同じ |いと思われる 。そとで .IJ量示

はあ .1と2がい っし Iになって .3は同じ iされた怒克と ，自己の :e:見と
・そして子ざるの自由と.守られているとい うのがい っ しょで !の呉肉関係，包然関係 .相原

さまり 0 ・ |関係等をよく遊解させるため 白

ええ.そうすると lのさま りと3のき玄りが同じ表わしかただから |の務場がたいせつであると怠 |

ζれを区別するにはやはり守られているをつけた方がいいに。 う。

. (;1: ¥、

みんな石塚活の海えかためよく わかるでしょう。

さて .ためしにさっ き草をあげてもらったら5段 ロ考えた泉谷川

さんのに 一等-'1=-がみがりま したから ，一応と の 6段にしてお さまし

ょう。

iしかし， ζ れはおむ人の考えで寸から.石塚おのように四つに分け

ても，中味がはっきき り践の中で区別されていればそれでも いいので

夢するに交正主がわかればいいので .四つだ五つだ と争うほどの ζ

とはあり窓せん。 fこだとの災意の場合5段読書の組み広てで君蓄えてい

明

拘

た

主

。
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311くとI之鮫的わかりやτい という程度なんですね。

それじゃよく去とめましたが，第 1段はわういいとしてそのほかの

中味.たとえば順位なんかは説明でさま寸か。そういう ととるぞと

- <13-
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| んど細伽伽かれ、〈銃んで判寄ω …:.1'J:ル山従U川 6り一J
君主 飾 宛 王宮

| 総 Aか刈‘哨総む人め削りま制せんか。金釧終かかつてい令い人。
じゃ耳石棺若伸子さん 1段目と 2殴自のと ζ ろ l 

・〈指名紙 〉 ; 

令:かなかよい弱みでした。きのうは網干さんがほめられましたが .I 

人口問かせるのには骨 のようにゆっくりはっきりがいいと思います

どうです . ~るの羽住宅主えますか。どんなふうになってい烹すか

ね。高諸国結。

. ~るの l憤t立は強い引のからI!.り立ってい る。

そう強いものからですが ，細かにいえば .

・よ伎の6むをきの閣は科はっきりした順位があって .一騎強い

! のは仰ぎるである。
ははあ .強いのは上位のさるで .低がよのさるなんだというζ と。

君たちの子ざる学級には上位の8るがいるかな，いないかな。そう

いうねのがいるとポスなんでいわれるわ。

・(~~智)

さて上 位ざるで .一番 強 いのはなにざるですっての

・ (一斉〉隊長ざる

隊 長 ざる。どζ に 惑いであるの。

. (一斉)6行自

6行自 .それを:.，っかりおさえてくだぢぃ。あとはど勺なるの.よ

位ざるは何匹いるの

・(一斉)6包
そこの6匹は隊長ざるだけ強くてめとはみ令l可じの

. (ロ4)ちがい京すの

ちがう。じやどういうふうにちがうののはい潟 8ぁ何手守闘にある

(J)。

絞里子 軍軍 霊祭

-"gー句-:i(.ー交を吟味

し々がら .恩者をめぐら して

続行というととがきわめてた

いせつである。そのような態

度を育成するには .細かζti皇

求によって思考富I1織をしなけ

ればならない。

; ・〈ー湾)5行 自 |※ 

I ，まい .わかっている 人は鋭み乏し ょう。 ζ の上位の 6匹の閣にもー | 上位⑤

1 ・〈ー資)はっさりした順位がめって | 隊長ざる
| さあどういう ζ となの 務国主主 I 1 23456 
1 ・はい .強いさるの闘にも位の順がある。 I 中位| そろ 啄制叫……長ω町い舟が川e口1とけ…寸
あるわけですね。ラ ンキング さfれl"てでいるわtけすです。じや申似のさる l 下位

は… …・・五十嵐省 ! 少E ざる

〈板Z嘗 よ似⑤ l わかをさる
隊長ざる 23456) 

・とれらの 6vtさのさるの下に.とれ去からだが大きくて奇襲そ

うヰfおと(.f:の訴さすどぎる

そう .中位あ坊となのお寸ざるで寸ね。 ζ れは何(!!;いるの |単ξrる口間口符よりは .メモ

(般信 中位 おと (.f: のお.~eる) Iをとらせたり .ノー ト作業を
. (口々〉わかりません。惨いてない など |させたりすれ(;1:. ~!IW5読み ，ま

そうですね。疋般に鋭んでいくと .はっさり しま寸ね。寸るとーお !δ ら l二的織は伝るので .鑓箆
下は下位ですが .とればなんですか。はい ，いっしょに |の免法によって .年版製のメ

・わか宅まざる .~~ざる iモ用紙が配布され .それに監査

モう(仮器下位 わか者ざる .少年~る) I時紀入寸る乙とによって思考
ζ れできるの順位というのがだいたいわかりましたね。とれが鰐 |が助けられたの

2段の中味です。そうすると.モのっさ・の 3段聞は食磁のととそい| 戦後の国籍歓2では一 般に

うのですけれどそれは .ど ζからととまででしたか |ノー ト指泌が等問視δれ てい

・1リ行自から 19行自是正で |る償問がゐるが .eト後はじ噛

| はい .ととにはどんとrょうすが I:if!いでありますか.だいたいわかる4うぶんに 「持くとと Jの指導 i
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. (一野)はい

じ ゃー著書先C食べるのは .磁貝さん

を強調してゆかr.Iばならt:I:い

と考える。
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たか。

. (口々に J出て き ません。

じゃ .もし順位ぞきめるとした ら .どうなるんでしょう。

・黙

そういうζ とが鯵いてあります か。

・嘗いであり;Eせん。

じゃ .とうすればいいんでし ょう。 i!i閉さん。

・母ざるとあかんほ うざるは .中位のおすぎるのよ

じゃ .よ位〈よんで寸か。 ぞうは っさり嘗いてゐるの。

-いいえ

そう寸ると父;績の中にはっさり曾いて あるものと .ぞれからわに し |密かれてある文軍事実と .続

たちが文法をもとにして@像す るものとがあるわけですね。乙うじ|み王手の推測という心澄現象や

ゃな いかな と想像す るものがあるわけです。 との 母ざる と赤 んぼ|じ争うぶんに弁別8せ Qとと

うざあの悶悶もそうなんですね。耳買佼はな にむおいてありません。 Iは .続みを.iEしく寸る道でみ
ただ .母ざると赤んぼうざるはだれに守 られ ているんです。 Iる e

. (口.<r) 上位の~る

そう .よ似のさるに守られているのであって .母 ざるたちがそのま

まよ位でめるというわけではあっま せんね。だから aとのよ位のさ

るのふろくみたいなもんだと思われませんか。

ζ ういう具合にね。聖母いてあるむのを もと巳 して .組織するとい

う読みかだがめるんで寸けど .怨像が正しくなるようにするには .

ていねいにおむ乙とが:大事です。

どう .とのえさを食べる ようすを読んで感じたζ とありますか。

網干さん。

-からだの強そうとのとか .よ iSlとか .え らいさるから耳買に食

べている乙と。

うん .うん .えらいものがいばってい るなあって感じ

まだほかに ，は い， 1)口減京

-えさを食べるにも 己主 まりがある。

うん .きま りがある .それで

-きまりがめるからさびしい。

rJ:るほど ，1毛並行自にわか者ざる ，それから少館ざるという順に獲

然と .きちんと .順序よ く行役われると能いであります。

と乙ろが'ii!にそうかというと .ζ とにある よう;ニ(板お……乎ざ

1主L、
・ζれから育ってさるのを士会ぞ作っていくキEぎるたちぞかわい

るの8仰をさレながら j特別の と とが めるoζれどうしてだと思う。|え意には， E言語表象のと お り

がっていると思います。

なか々かおもしろいととを2いました。 人闘 の世界とく らべたね 。

- 45-
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ぞ &厳にしながら .読み串の

経験ゃ懲像で解釈すべきもの|

とがあると とに つ いて王寺干 の|



毒虫 白布 兜 ;鋸 板量全 ・ 考察

たしかにこういうζ とがめるんですね。 ざまりどおりで{tぃ， 例外 |群唆令与えようとレたもので

というようなζ とtJ!・-… Iゐる。
童書たちも うちへ帰ると特別自胞が評Eされているんじゃとtいかな。

43 I にいさんやねえ8んはきびしく叱られでも ，君たちはあまくされ

ているんじゃないかな。 人聞の社会と似たととろがありますね。

. (笑声)

さあ ，そとで最後のところは .ざまりがよ〈守られているって乙と

でしたねn r..(:ザよく守られているんですか。 憂慮さん。

.8京リそ守らないと .なかまから.ila放される。

そう.やぶるとなか乏から;sい敬たれる。追放されるんですね。さ

るはいつもどういう笠渇していますか。はい君主

-団体生活

そう団体生活.祭S'I生活令して.:Io玄いに守り合い助け合っている | さるの~活に興味ぞわたせ .

んですね。その集団から一匹lまっと放り出されると ，さるなんかは 11間接的に銃繋飲唱をあおると主主
すぐ法活 していけ公く交ってし主主うし.敵が来ても身や守るととが IIニ.乙の戦切に関巡する具象
うまくできはくなる。集団だと.いつもテレ ビのコンパッ トみたい 1伎界を仮完したい窓図である
に斥候を出したりして見綴りぞつけるんだけと.それもできない。 1綬業時間後tE絡したために .

集団で移動する時は申位ざるが先電話に立って都戒したり .敏の呂を i錆::3段以下の取り扱いがたい
くらま したりするんだけれどもそれわ してもらえなV¥O だから集団 |へん鮪麟になったとと廷反省

45 !から;ß1i!<:~れるとい うのは ， 71;ねといわれるのと閲じになってしま |している。
うんです。だからしっかりさ京りを守るんですね。

望書たちのクラスもなかなかいいクラスですから .どうかとれから

46 Iもさまりをよく守ってがんばってくださいね。じゃ 終わり京 しょ

ぅ。

8案(段落中心の分析的な形 態〉の指導 をか えりみて

文言まを，結果的?ま，量子かれた所定Eとのみ児て，とれを静態として解剖的 分析1;)I'C処理するよう念態

度はわれわれの排するととるである。それ主主 ，文段読解記〉作業過程と しての段浴区外を筒重する取歩抜

I.r>}'(は疑問をいだいているものである。しかしながら，笑際K段落区分作業を行なえば ，当然多〈の時

間を費すととになる。われわれは，それを承知し念がらも学習者が読般のための段、だ研究の意義を悠得

するような指識はいか0てあるべきかを志向してとの方法を実践したのである。

(1 ) 一次読みvcお湯ける大意のte握は，読み手の反応をとらえるのに適している。
一次読み後の読み手の統みの様態をl~越するには ， 使級や感怨を発表させる方法があるが，大意を口

頭発表させるととがもっとも簡単で笑際的である。細部の読みさて士診断するには ，どうしても使慨をと

る必裂がるろうが， 限られた時間での遂行過程』てないては大;菌:の発表などが好適であろう。慨して，説

明的文章氏は，大怠とか，要約をとる方法，文学的文重量には!ポ怨とか，使t誌をとる方法が適している。

(勾 大意や ，婆約をいくつか提示して ，ζれを比較し選択さぜるという万悠は 必完全的犯読みを苦手総vc
ずる効来が期待できるようでるる。

大:怠をと発表させると，そとVC~長浅さまざまの段織のものが現われゐので，とれを弁別するためには，

選択するf婦の給綴な読みが妥米されるわけであるQ 読みを忌ねた上で，それぞれ選択の軽量拠を述べ合I.r>

読みの質全高めてゆ〈方訟が順当のように怠われ.o。 乙とまでの段階では ，むしろ， A案のように研究

- 46-



問題を設定ナる手数と時間がはぶけて ，質的('c速 ぐ深めてい〈ととができるようである9

(3) 大;意を t選択するために， 段落研究をするという連関的な過程は有効と思われる。

B祭では ，読みをS緩める手段として ，大司まを選択するために段落設定や ，家主主の深究を試みさせたの

であるが，とれば段落の念義を篠認するための一つの良法であったと思う。

段落の指導が ，単なる分析的な見地から断片的になされるのではなぐ，文章言論的設立場にないて指導

されるととが盟主し1ハ。 ナ念わち ，段落というものが ，文帝の 1当日百と しての静態的な:意味をもつので

は左<.X貨という生命体を綿織づけてhる有俄的動的な存在であるととを認識させるような指導がきE

ましいのである。生前りにいえば「段落と して切るために切る 」というゆきかえでば念しに 「全文をよ 〈

つ1iげてとらえるためκ初る」 という意識を杷持さぞなければならないと思 うの

(4) 笑際の段落区分作業は ，時間がかか9.区王子穫別も乎差万別である。 ζの統一を適正に行なうとと

が必授であふ。

伶)のような意識のもトた指導を行な っても，現笑的には段湾作業はなかなか時聞を要するものである

が，発表させてみるととれまたその多係さK篤〈のでるる。 r妻子生のさるJのような緩い文常ですら，
1 0積額近〈の区王子がみられた。とれは .庭|立国語研究所の氷野 賢氏その他の誠査vcよっても著し〈
見られる現象である。そとで， 段落を尖向学習のためのものと して規制するには ，か念 hの嗣総を伴う

場合が多いと窓われる。そうした場合は .実践例で示したようt"<:，一応柔軟な態DIで段落区分の艇の広

狭を是緑、し攻がらも，文言をの内容に応じて妥当念区分を協定する ζとが£いと思われるロ

たとえば .第 1段を冒頭の 1行として認識させるためvc• J~場者がとったっち法v-1 ，文語雪全体の燐成か

ら.1行が全文の書き出しでゐ!J.大前提であるととを理解させるというゆきかたであった。とうした

指導を <j;J 返すと， しだいK文書呈傍若Eの認識が高ま って~ < ものとヨ号、えられる。

(5) 指示緩や ，接続詞の級官H'.ffil担保させるととは重要であり ，殊に説明文の場合11:t式的/i'{I;念持再撃が可能

と患われる。

文脈F亡したがって文窓を恐i鮮させる場合VC，指示語とか ，族続安!の機能を明磁!-c他健して草子 〈ととが

読弾事昔、助けるととはいうま でも念い。説明的文erでは， 指示指や接続詞が論底的文脈を的捻Vζつな ぐ作
用をするので ，指示される藷や文，接続する文や段落が比較的現穫に指摘できる。そとで ，読み手に具

体的('C.需産然と拐事暴するζともできる。そうした指導を掛ナ， ととばの機能をよぐ犯健さぜる走らば，総

理の級を返ってζれを治;味体調j化すゐζ とが ，しだい陀容易!fCtc る である;~) 0 

実践例で示したようf'[，指示義の「そのJなどは，具体的K被指示繕「きまか Jまたは 「いるいろ念

きま り」をiH緩に充当してみせるととKよって落の機総を基本的Vt.fw.mさぜるととができると考えてい
品。

(6) 文図作芸誌は .ß(~客織成â'明らかにし ， 尿意を妥点化するのに効朱がある。

従来もとの効果は縦認されていたが ，実践してみても岡織のζとがいえる。文菌作業の効果の一つに

文掌の給付置を視覚化し ，邸定化するととができるという点である。したがって ，読み手の説みとった文

怠お澄の{薗々を比君主検討するのκ俊利でるる。

(7) 段愈の~ボや ， 文凶作業だけに留ま ら -r ， 紺却の読みの指導を加える ζ とがたいせつである。

文言主を詳2色i:Vl:読むためKは ， 文当主持危を彬式ぶ~f'(氾盛したり，ぷ~を望書点化するだけでは念< ，やは

り一文一文にしたがってていねいκ説ませる溜慣をフぐる必要がめる。そうした点に留意、して指導した

のが，終わりの告品分の取b扱いでるる。
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総じて ，段落設定のための時間が多〈念りがちになるとと?州沓しまれる。

C案講義法中心 指導者新潟県立教育研究所員谷沢道房

新潟市立南万代小学校 5年

山
首
仰 l 

!尼 高ま

時

締

一
)
一
一幽

数

一
絡介絡己自の知数

望事 入

:11略li
車豆周の提示から山のさるへの惣{象

野伎のさるの提言味税~

自 然鋭〈菌数調資)

句熔話事

名 競 (批正と鰭句の質疑応答〉

自 然鋭〈大鰭ぞ3まとめる目的で)

さめ ，ど うですかとれば，一口にいったらどんなととが響いてある(/..¥，

-ーでーなんについて ，どういうζ とが惨いであるの。

あ*り細かくいわないで，むいいから ，大づかみにいうとどういう乙

とにとEる の。ー一一一一ぽうとの列はとかなか元気がいいぞ。ぞの列めが

んばって。 ー ー だんだん手がたくさんあがってき主主したね。なかなか

いいぞ。はし， ，m村君。

・はい，さるの き 去り のととが欝い てあります。

は い， さるのき 烹 り，黒板へ害容きましょうかね。〈桜療す る。 )

-児泡さかんに挙羊

そう ，まだいろいろあるようですね。じ ゃ，石僑 君

i注 ・児童※板書 O考察

世王者・ 5考察

※ さるのさまり

• dるのを士会の順位とさるたちの食事のようす。 I※ さるの社会のj煩伎と食事
はい .(応答を復lちしながら，板容寸る。 〉まだあるの"llJf_総さん。 | のようす

. .よb、，さるのまと洛

なるほど(仮獲しとCがら )さるの生活。まだある。

ない人に かけ ましょうか。石 井野手 さん。

・さるの1自の生活

はい ，それ .k昔のとだいぶ似ていますねo はい綬惇望書。 一一一一一一一
. <:寺るの順位のきまり

じゃ辛をめげ |※ さるの筆活

そ う ，どれかのお見と似ていt;，;い α

・さるの哩きまり己いうのと l瑚じです n

は い， 'まかにみ りませんか。

ですか。

だいたい乙 ζ にあげたのでいいん

. (口 身に )は い 。 いいで すなどの

じ干 ，とれでいいのc ほかt乙ありませんか。 さめ ，それじゃ bと

の文涯をーロにまとめたらどうなるのかをはっg り翁べるために，~

っと考え 深 く鋭む、ζ とにしまし ょう。

ますその鈎に， 女葺震というものはね。JlIの流れみたいなものですよ

信治川会体がわかるためには ('"の絡区I ~世紀 (jながら ) • 111よから，

22同sっと川下 まで ，普賢れにのって両婦の鼠色合眺めたり.'11'1屈を見たり

して ，日本海の'11口 までくだってζ ないとわかりません。文殺も同じ

ととです。はじめから， ていねいに よ んで， 上流，中流 ，下 流 と統み

浴んでとほいと金交の恕味が正しくつかめませんよ。ていねいに続む、

んですo でも ，ていねいというのは ，t:E怠深く考えながら務ひという

2乙 となんです。どんなふうにすれ1::1:いいんだろう。

-4 8ー
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教師 児司Z 板喧幸 . ~き察

鏑 13Zを晃てどらん。

員事 1文はどうですか。ときるの

. (一斉)なかまにも ， I 三込

書量師 ・ 2尽tã' (:~(ニ 『 いろいろなきまりがゐる匂 J と鋭み，敏郎は. 1※ さるの信か定包会

l文号号線きする。 I いろいろなさまりがある

さあ ，との 1 行からどん~ζ 乙がわかりま寸か。苦ijiilS君。

・さるにはJ!1.ii伎がある。

おや ，ζ の鮫初の 13ZC_そん伐ととが務いてぬり点すか。 乙れだけ|宮iiJiの第 1文ーから峡次に続解

銃んど時には，まだ繍伎のととは曾いてないね。 Iの 思考を働かせたいと思った
・ちがった。'dるには湾;E;りがある。 1のでぬる。

きまリがあるんだと思った人。辛をあげて。

. (会員空空手〉

そうですねのみんなわかるね。ただし，ただきまりがめるというだ

けかな..1.こだあるというだけのととかとε。ほかに竜王のつくととは ー

一一一一 回付述書 |子どもは， 語法的知議から続

・きまりのあるのは人的だけでなくて，きるにらあるの |解するよりも，書審理怒らしくは

ははあ。溜どうしてそれに句がついたの。 I文法的!怒覚から縫主悲している
・さるのなか""ζゐききまりがあるっておいてあるから。 Iζ とが多いよ うでみる。レだ

そう ，さるの主主かまにあってと ζ ろね。閉村君なかIJか注窓深いで|がって，[入閣だけでなくJと
すね。人側ばかりでは信いヮてととで寸ねn なんとかにも ，なんと lいうようタ具体的な事畿をす
かにああるってととですね。にわーーいって乙・らん。 Iぐむらだして解明するわけで
. (一斉)，こも。 Iある。

ζ れはね，乙れとくらべると (には，と仮潜 ):孟っきりします。 I※ きるのなかま三iさ
さるのなかまにはとい弓と ，さるのなかまのζ とどけしかいってい

ない形になり戒すが，さるのなかぎにわたいうと， 1孟かにもあるし，1動物で類似のものがないか，

さるの4よかまに bあるという ζ とに役る。わかり志すか。 1子どもの親近感ぞ う々がすた

・(一斉)はい伶 iめの始倒であり，助詞「もJ
ほかに~) ，伝にか，ざまリ のある動物知っていえすか。 石田君。

-黙

茸車料串，々にかでお習いし去せんでしたか今あるいは映画でc はい

紛の人。

・用畠

そう，ど八〆:cざまり

- か し らに ~r る h のがいて，それについていくの

なるほど 3災自でくらす動物にはそういうのがあるようですね。ほ

かに一一一一長沢翁

・めり

そうですね，どん従きまり

の使われる必然性ぞわからせ

ようとしたむのである、

ζ のように矧おさせていくと

阿蘇』一つぞ拳げていう 「もJ

の鋤きが現時事される ζ とにな

-ぷ:王ありとか， ~曲きめりとかがいて，めいめいの仕事を・する。 | る。

そうをう ，

・(口 々に〉はら.'3.たらきtよち など | 

はちもそうでしたね。そういうようにパまかにわきまりのあるお吻 l
がた〈さんいま寸ね。だか吟，さるの従か士三.1)というわけだね。!

| (ー剛山く。 !※創出
だから，交震を読む時には ，とん毛主 ζ とめ拷え々がら総(s乙いいん さるのt;t:かま巳.!>

です。一一一一ー さめ，その次2行自にいき~ l...J.う。なんと聖書いて | いろいろなさま旦がある l

ibる方 I ~.j， 

・〈山々に J~2 3Z~恥ー {数師わ復唱しWら設定) I※ (ZU{つは，さるの批判
にはJI.慌位がゐって・・・・・…'1

さめ，は じめ仁いったように ，ζ の 2行 闘が，ちゃんと 1行間4ニつ I 1 

- 49ー



敏郎 児貢E 考 童英

ながりて ，) 11の後れのよ うになっているのすると ，その一 つはコて

のは ，絢につながっているわけだが ，そのってなんで しょう。

I . _ . ~ほとんど金時半)i ほう， た いへんよくわかいだねー-鹿島さん。
ーさまりの中の一 つ(;1:， 

4そろ ，それでい いんで寸tJl，そのにあたる ζ とばをずばり い うとり
j ・ばい いろいるとt苦手家り

| はあ s そうー。 ( 同ニ -~;71(.. て〉よーふうー
がると!牌ょう人 。

| ・(穴部分挙年 )

iそ弓 ，1;;1. ;;>に 一 一 1.1い烈
l ・8まり
! l.iい ， それわいい。~!この場合は，いろいろなき沫リ，きまり，

iどちらでわいいでし ょう。主企 というととばのか杓 りに ，ピ立に

l…山口まめると……一日
さるのなか まに忠，いろいろ与さ茨りがある。 為い 弓伝言聖夜り

の 一 つは ，さるの社会には順m:があっ て・一.....とつづくわけで寸 伶

;そのと雪 ，G<':.(;:fのかわりに，主虫とか，三2とかぞ入 れとと とが
i多 L、o 主義ったら しく なるから，その， ζ のの方がいいわけです ね。

311 じゃ ，とんなふうに， S= ~軍 事提くわ A一度読んでくださ ι 、。 3 分 くら

iいめげ 荒すれ
1 ・(ー1司黙読) (教 師 机 筒巡視)

ととI<!の 一 つ 一つがたいせつで寸からね0 ・一一一一

板 m;

指示直言の指導 である。 (8翼廷

の場合と同Jじ滋E習で 一一一一ー

その箇所参照 j

指示3宮阜 2 幼 飼 の 一 つ一 つに

周筏伶tl:窓を Eさせるととによ

って， 会交をていねいじ読む

椀えをつくり た いと考えた。

34 1 は ~， ，だいたいいいよう?すかeo-一一ーとうです。とららの万 |大主主と してめ少IJ筋書駕すき'る

¥ (黒竜王を喜す )を見て，どの人の Eまとめかたがいいと思いますか。 Iのだが ，時附めつごうよ ，乙
jち ょヮとため lA.._聞 いてみ'"し t う。なにが坤心に仰いてゐるのが。|の哩里町t0) t>(，1>守録手と した。

'Aか， B刀、，Cか約 |※ 

lはいA7こと軍事う人 10名 110  A さるの銃所

1 B:ざと恩ょう人 は い 26名 125  8 さるのき定り

35! Cと思う人 はい 9~ 1 9 C さるの社会の順位

| ζ んな結果になり ましたのさあどろかなο これはま だ読み公がら ! と食感のようす

!研究 し従ければ令り史せんね。き ょ今は銭つf二時制，はじめから，

|峨身、こ沈んで考えていさ玄し ょう η まだかかっていない入 。ー一--

|伊連事会ん 。 9行固までおんで〈ださい伶

i -〈伊藤 街名縦一一批乏3か所)
.3 7 1 は~ ， ，そ乙 :主での伊藤 さん，だいたいいい筑みで寸けどね。ろ zつ

! と ， ζ と tぱ￡令切り寸と~る〈せ tが〉μ三 あ ξる5から : ζ と{ぱまはひと=玄E とめιに-続

iひ網叫令れLし山，
どうです . ζζ =之乞で4は土 とど宇fんνζ令t 乙と 3が争加也 ， 祭い-てC あ~凸う Aん，で し I う。 1

i行信4会":!dつぎ中tり:)i該主した由がg~，るれtはまζなrんのζ とm
| ・(口 々iι)戸まり ，さるのさ 走 りがあるのぐtど

iそうで したねω じゃ， 次 の 2行かろQ行誌では，選放さん内
i ・ 8 るのA~lfïl
11まら、3 ぞう怒う人

i ・〈大節分 j
人のまねぞ しなく ってbい~ ，んだよ。いろんなもま見が出ていいんで

!す 0 ___ いいののじゃどう)て， )1民伎のととが称いて4とるってわ

|かるののどういうと ζ ろごわかゐルですかo ffJ村議宍おn

i .さるのを士会には， JI鋭僚がめって… l 
iぞう， 2行 間のと ζ-'>，こめり堤したねの乙とl;rが出てい設したり そ 1順位U 凶器の関係 について
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事境 邸 児i1t 板得 ・ 考霊祭
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れ
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みんなど弓ですか。沢出怒ど弓ですか。 質量Eー:示後$"

・質成です。

そのほかに，じゃね。 ζ の矧位っていうと とはどういう滋味。高崎

沼。

.{l!のζ とです。

はい， 11.阿倍はt立，そうすると ，"きるの社会にはmがあってーーとい
ってわいいわけですか。

・(私詔一一 少しろがうn 伎の…… 〉

そう，らょっと聖書じのろがうと ζ ろがあるみたいだね。はいおの

1 ・位というと，ひとつの位をいっ て るみたいだし， M胞という
と~~があるみにいですの

|ほう ιというと ，穴将の伎とか，中将の位とかいうわ。ととるが
順位l:t，低の順穏で.{立の即4ニ傾替 のちる ζ とをいっている、 伎 の

中でわ 1音r;a ，2続臼というように，た とえば会社なんかだと，社

長，専務，常務，部疫，課長・・・・・・，かいうふ弓に伎の矧務が糸の .of'-

うも、うととをいってるんですね。

|※ 昨依
{l! 

上

ヰ・

下

それじゃ，その順位はどう々つ7いJt<すか。::1い，あなた。 I対 応する紛の系列争犠縛 して
・よ位，中位dニいうふうに々っている。 Iおく ζ とは ，概念の滋序に役

ぞう，君事いてあるとおりにみると，ぞろζrっているね。」二位，ょの |立つ。

位 ，中位 ・… 中の位。その下 i立。

. (ロh に 〉下の位 .持、位 .11'位.など

下のf立は，か伎といいiI<甘 n じゃ， よ から胤にいってみt'，.ec~ いの 松

弁さん。

-はい， a:~と丹たおすごFる 3

それは

・よ叙のどきるです。

みんな ，いいの。

・(一得)l"tい

fl"'i'とヮた剖ザ t!る，とれがよ位。乙めよUi(/.)中身いえ宅すか今

ωいてあり来すねのl -lu、，間的。
はい.rr.口#.上位ざるについて脱崎をつづけてく?さいの

! ・よ位。"eるは6匹い主すの
どζに il~~ 、 て‘b る ω。

・3f守凶と4U鼠
6 o;;，'b 絞りと仰いてあるから，だいたい6匹 f:.cんですねm それで，
lとの6包はど:，f:tOO係かαのそごう~ ，う と 乙ろわよく玩んでヰ与え主し

4S[ょうね。じゃ11守附ですから ，.:!ょうはこれで終わりま し ょうの1!f.18

iまた冗句でやりまし 占うね n

- " 1ー
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2草， 2 時

板谷 ・ 事老若葉救附 f定員Z

きのうはよ伎のさるの順位のと 主ぞ話し合お うと しているうろに時 l※ 順位
向が来てし乏い乏しだね。きょうは，その煩伎の ととろからしらべ |

てみましょう。京ず .ょ位のさるがいましたね。 なん匹。 I※ 上位:a:をとった必寸ざ
. (一斉に)6匹 l る (6) 

iそうー………:…で…て
し怠ったんですね。じ ゃ，は じめ読んでもらいま し ょう。まだかか

らない人，はい ，じゃE草津さん。

I . ( 5$器官2段まで，指名銃〉
~J Iまいごくろうさま。そこまでがだいたい順位のお認でしたね。 それ|ち密iE般に 読ませる ζ とがた

41で ，よ伎のさるのζ とは何行 自くらいまで響いてありますかu 特 に iいせつであるので，そうした
611五の関係は， 一一 l;tい和国さん。 I測激になる。

• 4~ラ日くらい

|そう p 議んでみてくださ山

・乙の上位の6匹の伺C もはっ き りした順伎があって， 一容強

いのが隊長ざる・..・

1…Lの. ( 一斉tこ〉は~ ， ，いいです。

「はつぎりした順位があって・・…・Jのζ とiまで， わかりますね。乙

れどうなっているの。まず一号制送いのは一一ー

. (口々に〉隊長ざるe

i ぞう，隊長ぎるが一番上位で， 一一ー~ かりに隊長~ 1 呑とすると石

!田君 pつぎは，

i ・2著書
jそう，その下は 一一 回村君
! ・ 3十 4~ ，時
そうですね。はっさリレた願t立があるんで寸ね。 1， .2 ， 3 ， 4 ， 

15 ，6と勝僚がきまっているんで寸ね。一法」ニは，

! • (一斉に〉隊長ざる
81そう ，さる隊の隊長ですね。 <$il'> ，とれでよ伐の中身はわかったが
lモの下tよ ー一一一一一

i • (門々に)中位中位ざるなど
lそうですね。どんなさる α一一一 葉田翁

j ・からだが大きくて ，強そうなおとなのおすぎる。
|はい， (応答ぞ銅山ら蹄)…m
. (口身}二)いいです。

|さて ，乙れでおしゑい "/)>1;;:0

1 ・r口々山だ下位芯るなど
はい ，トw.ざるは一一一一小林久子Eさん。

・はい ，わ か者ざる ，P鏡ざる η
ぞう ，下位lま.(復時三レながら般書 jわか著書ざる ，少年さるは

順位でいうと ，一一一ーー

. (一斉 1こ〉下低ざる下佼

おや ，下位のアクセントがおかしいから ，もう一度いってζ・らんの

1かいの8る ー はい

i • (一斉に〉志いのぎる
:さて，乙れで順位がわかったようで寸が ，9行固 までは乙の乙とが

121中心1":f!fいであリますねc わかる。

v ・fー奇に)はい

|じゃ ，1行自叫んでした うけ。はい ，あんた。

・さるには ，ざまりがあるという乙と。
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※ 隊長

※ はっきりした順位
※ よ位
隊長年ぞとった
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I司音の籍いについては，じゅ

うぶんアク セントに量司法する

とと が必銀であり， ζ う した

反復によ って穏f惑が鋭敏にな !

っていく。 i 

|※ 1 さまり



主主 血Ii 児 tll 阪の・考霊祭

そ今， 1きるには でしたか。

-あ g さる己主主でした n 1)夜銃部分の8;:;憾の招待がたい
!.:t ~， ，そういう細かなところにお~捜し玄し ょ うね。じ ゃ，い 玄や | せつである。

った2行から9行自までのととは一一一一山崎 さん。

-明伎のζ とです。

それでいいですかのみん位。

-はι、，いいです。

勿1じゃ ，そのつきへ巡みましょう。々お，続む特にね，きのうもいつ
141 った乞~とか， ζ2とかいうととはに注足ましてくだぢぃ。そう，どれ

|くらいわかっているか， きいてみょうかな。 5行自の『 しかも， ζ

|の上位の612!;の闘にもJの 「とのJは ，なにをいってるの。
I • (お務多 し)上位， 6匹，つよそうなお寸志る など
‘室井さん

・なか'*'の中心tニ1;::っているおすとずる
そう，簡の3行自 4行自のあたりに出てく るおすざるなさ していま

すね。じやそのつ合 ，61'-S自の;Eん申にある「とれらの6匹の Jの

「ζれらJというのは， mを さしているの。
. ( A!.rIJ多 l，) 

栗田章雪

-よ伎のさる

そう， Jニ低のさると6匹のさるは

-向じです。

※ 2 11錆位

指示言語の草亘書事度を強かめ， ft

み 進める僚の注意怠をうながす。

はい ，雲いかにがちがってもさしているものは崎じ信んですね。特 !複数ぞ指示するあのを明書慌に

巳 61l!;という乙とぞ湾えると，とれらというさしかたがぴったりし |して潟悶ぞ 忽 乙さぬように留

ます。 lZ!!とか， 1.こった一つのととぞさす時には ，乙れらとはいわ |愈する。

161ないんです。

じ ゃ， と とはによく æ怠 L，て 19行自まで鋭みな ð~、。

. (自由黙読)

では ，町閉さん，まだかかつてないね。 践んでください。

. (町目指名鋭， 3か所白土a)

はい ，よく読めま した。どうですととまではどんなζ とが書いてあ

るんですか。ー町一ー 松子さん。

・食高野の願書佐

みんなどう。 ー一ー はいあんた。

・食事のようす。

さめ，どうでレ£う。ぃ;t:のと乙ろは f桜@しながら 〉順番か，ょ

うす持、。

. (私魁〉 ょ うす，制慾 ，自民主昏に食べるようす など

モうオ:'0 ・1民挙に食べていくようすが谷いてありますね。順誌という

方がいいと思う人。

. (約半獄準年 )

ょうすと表わしたい入。

. (約 1/3挙 苧 〉

わからないと思う人

・(5名ほと)

そう ，ζ 乙は ，そのどちらも含んでいますねot:. 1:: ，順位のゐらわ

れとして ，食艇の峨訟のととをまお〈 望書いているよろですね o どんな

ふうにおいしそうに食べるかなんてととは，ほとんど書いてありま

とにか く続みの回放を重ねて

考えさせることがたいせつで

ある。

※ 
5 食砺の順番fょうす)

交信に望書かれている内容を，

的儀に表現した要約であるか

どうか。そのへんを吟味させ

内容令書提究させたかったわけ

である。

せんね。一応制著書というζ とにしておきまし ょ う。との順番号き続ん | 文京宅胃袋~~みとった以よ，

でみてな心か感じた乙とある。は~'0 I当然ぞ ζ に務み手の儲級住り
・食へ・る時Iよ ，突に きびしいざまりがある。 11佐渡uなりが笠まれてくる o そ
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、、

ととはの指示する伏況を，正

|しく受("jとる ζ と n 乙とI:J:の

伝通機能にしたがって正硲々

|イメー ジぞつくる必要植があるの

ittぅ ，そうですね a まだほかに
I .さるたちは人 間ぷりさび しいの

! ，よめ3 どうですのみんなの家庭では食事の自民は，
1 • (私書吾いろいろ j

iあんたのおうちでは ー一一一ー
; ・みんないついょ に食べる。

!持BUのおfれほいI腿り ，たいていのうあでは家篠そろってい ただ く
lで しょ う。と ζろがさるはど うの文ぞみると。だれかoはい。
1 ・よ伎 のさるがえ さ場にいる樹は ，ほかのさるは決してjJj:よら

I t'er <t' !') 

|ねのずいぶんさびしいで寸小ととろで ，ょう寸はよく思い浮か内

，られ支ぜ か o r，こ とえば，えさ究者品であ る寺 ，JH:L;庭でのようマれかリ;!;

|寸古川ホ戸沼。 ---制うと赤んのぎるなどはどうして食べる

I (1)0 3tに宇抗、てあり玄すι。

i .よじとって食べる p

|よりぞってというのは，どんなふうにするの円紛測さんの ifrh作を示寸ととばを .ただ単

・よ り 合弓。く っつ<0 • 'l二干のtK鍛のみを言je'..{7.Rするの

はあ，からfごとからと令ょせ合って，腐と局を くっつけるように し I_('なく，心的級皮をもあわせ

てというと とて・すねの親しそ弓ζごかっと A ですねn けんか寸る時技庁 て教えたい、

うしがよりそうってのは見はとないでし』うれ 1 

1 ・f笑 由 ) 1 

!さで z食事の析を守 7 て強然と食ぺるんで均九 怒然ってど ういう |

|ζ とですか。 通産揺さん~ I 

I .めかリ玄せん。 1

!そう，乙 の意味，制ぷせんでレたね。感然の態というのは七く 使 !

iうでし J.':>0 ~c…とか，交仰とか ーとと… ，さら !
んとする ζ とですねの f 仮事~ ) (まかtニととばの lお~Iまないののよう |※

司がよくわかりますか。 rfI勾令おいて jというのは，どういうこと rl 
" f定ず上位の6匹 のさるがf紛令おいて jとありますね。どんなふう l

iに一一 乙とIel:-c説明しにくれた句，同舟かいてもいいれ l 

え ー と安霊童3ん。Oでいいよ 勺
t ・f純，酬に図をかく η 〉 i※ 

1;;;.い ，乙の伺の広縫にねc

I .上伎のさるが ，胤令おけて場所令とったととうへ，母gると |

! 赤んほうざるがよりそうり
{みんなどうで寸か。

r • ( f，U;!;l いろいろ)

lそ ζ を読んでごらん
・f径包読ilr)

j石原さん，どうです。接いてみる。じ ゃ r出てください。

. ( ;，築敏iこ よ位ざるのt立~<ë ;J>し変えて外円近く Iー めかく J

1，よみ，どう して乙 う祭ぎたかったの。

J .上 位の6匹 のさるの烹ねりι ，と符いてtあるで しょう今 fごか

i ら，骨量ざると涼んiまうざるほ ，よ般のさ るの内がわに乞いる

i 1.1 ，外がわにわいると騒い走 7"

i ぅ， ilUに玖;を総むとぎのように，疋織に.{.:tか勺たようにしている

eわりではないでし ょうねむ どろですみんな 1 

1 ・いいです内

そう p まdf>ζζでは ，子苦言fゐと旅ん1&うざるが守られて1>t...;してい 1

34 る ととがわか，111;1:いいでTねの

つ三!'， 4段目へいきぷしょ うのそ乙今 ー かからたL、人向小出治p
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数 H可， 先 tlt
一一竺-Lt竺万 一i

読んでくだ在い。

. (小凶 Jlj名続 22行包まで}

はい ，そ ζ ;e:ではなんですの信んの乙とが仰いてゐるの。はい，お+

・子 とむだけ自由 l 

子 ども ! 

・あ，子占ぎるだけ 自由 | 

|そう ，(復唱して制)どうです。 i※ 
| ・fー資)いいですの

ζのと と ろどう怠い定すの 一 一-神印君c ~ 

・-rざるたちは ， I 

1とう了:;r::だろう句 i 
|そう，回分の ζ と・?考えて長φとよくわかるでし tう" 1'ft三GC主人 9
I r匂の申では ，子ぎるみたいな唄位でしょう，

l f畑) I 
苦首都さん l 

・子一一…れていお。 1
どう .-{主成の人

I • (全員挙手) 1 
j-h芥 さん。 内っと 〈わしくいいにいようですねo はい。 I
1 ・人附 Jそ うだけど ，t.:φぉ ，小さい者1"1:これから育てていか |
! ケくてはならないでしょ....。だから特別にし?あげてあ。 I

'そう ，そう， dるも J幼い者宅いたわり背てているんでしょ.>;r..， I 
1君たちも，に!、さ九や・ねえ3九::1，ひどく叱られるけど ，羽たらi

38 パ甘やか ;:;ttて叱られ仁い乙 ~8 .:もるでしょ弓ねn ' 

I • (各自 自己の体革命r(ど 即.給 ) I 
'Clらて ，綬後へいざ'"しよ う。 かからない人。必勝五J I 

. ( 後藤 指 名説 2か所批iE)

ζ 乙はどうです伶 ぽんのζ といってるんです。 l土い，主主.~煽刻、

. ・さるにきまりが守られてい るごーとn

|…ム・いいで寸。
ほかにもあり£すかo ( ;t ~ 'n Ifl ~サ活

・さるたちがき去 りを守るわけ。

なるほ ど I .:1'1-A. たどうの

・いいてす。

じゃ ，どっさるにし よう。高橋対の滋見にf連敗、の入門

• ( 15名視)

田村;gに1まIJ>の入。

• ( 30名4豆)i-，ーらわ…uニとるんでれ制両方と中ている
わけです: 。なぜ守られているんですかの総出eんの 糸

| ・息飲される"_ . - I 
;s/ilI:されるってどういうとと。 i

l ・泡いl:l:Jdi，るの 1 
A良い出されろ"，s主主というζ と，;1:聞いたととあり定すか。

. (私JU) I議外ill/.il{

!ぞう 3 凶外必絞というのは ，政治の 乙とで怠 見の合わない宥を政

|府
とζJ汽てで '必h紋主というの}はえ 3とさ芸る4巳ζ と竺ヲUてどんな?怨恐ろし主さ3玲が，_1ちb !※ 

|るんでしようラ怨敏で君ぎ?る，れ.はい， oんだの

-55ー
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5 ，さまりが守られてい
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教師・児耳E 仮浮

トー

.&;.のねη{中位1と集団とと活ができ必いでしょうのどから，ほか |泌
I '.， 

のけむのにい じめられる。

そうですね。さるにとって .ia放 8れるのは.S::命があぶなくf'，c7.J 

ζ となんです。さるの生活はね。 fさるの智絵ゃ ，集団法活につい

て，具体的な例ぞ弓 I ~、て説明する 。

A祭 r B~憶 と閉じ鋭ポである。 〉

略

feし)最後，よ〈脱んで ，ずっと今までのζ とを息い出して，考え巻"*と

めながらを士よげ脅 しましょうね。かからなかった入。(3名 tこ，指

名お〉

45 IはL、，みんな，とてもよく授んでくれました。鐙い時間で少しかけ

足だつにけど，野ととのさるの勉強終わりまし ょう。

じゃ，みんな， ζ・きげんよう。さよならの

中

位

C案{文脈を中心とする講義形態)の指導をかえりみて

との方式では .1次読みの結果としての大意の把慰安でが ，B案と似ている。との方式は形式的にも

指導者の:意図を明滋κ反映させるとrができるので.指導者κとっては行ないやすいものであろう。い

わゆる指導管織を直接的に具現し得るから ，-J[..教授者中心のプランのように見られる。ただし，そ

れは表術的危ものであって，すぐれた減義伎というものtt児な・生徒の内言ff-脊て .内面約思考争みず

みずしく働かせるものでなければな らない。

との実践例は，典型的なものκはほどよ翠いが ，筆者としては，初対耐の子どもに刻しでもっとも指導

しゃナかった形態である。

(1 ) 第 1文から!仮々 K忠告た(iC読むという憐えをつ〈る ζとができる。

冒頭から，全ffij的に注意を集中して微細な部分まで読みとる花翼線を養う ζとができるよう {ζ思われる。

ζの例でも .第 13ど「さるの念かまにも .いろいろなさまりがるる。」と いう密主的しを ，細かな助詞

の点にいたZらまで，注意して読ませた。 ζ うしたととが ，全文を説み進む際の基本的な師事えとなって影

響してゆくものと忌われるのであるυ

(2) 文と文との途開会指示し，文脈形成金容易にする ζ とができる。

第 2文「その一つl'i.さるの社会κは順位があって....・H ・.Jが ，t信1文と指示語によってつながれて

いるととを明白陀指示し，文相互の怠味的攻法援を理解させるζとができる。そう して .文駐が一連の

生命体であるととを自然民感得させるζ とができる。

(3) 読みの機会を多ぐし，深めるととが可能である。

第 1文と第 2文の取り扱hで.じゅうぶんに本格的な読みへ誘導してbいてから.列診された大:意を

判定するために個別的 ~.\l!，考の時間を与ええのでか念りよぐ読んだようにEE.われる。 t躍義訟では比較的

学習時聞の配分が言十周的vc:実施できるので ，注意すれば子ども自身のおtみの機会を多ぐ侍っととができ

ると怠う 3

- 56ー



(4) 講義法といっても，中倒I'L問答:法が加味されているので，読み手の反応、を獲かめ在がら進行すると

とができ ，統みの機態陀応じて補説したり指導を加減したりできるa

基本的念事項や，主要点については講義し教示し，そ うしてつちかわれた知殺や ，校総をもって自力で

読みを進め ，際響I'(あって持び指導を受けるという形がもっと も自然念ものであろ う。 ζのような学習

過程がす念~...~現われるのは隷重量的問答的な形態ではないiJ‘と考える。

いうまでもな (.議録法，問答法κも多〈の短所があり .'a;窓ずべき築工業がるるが ，とれらについて

は， tk穏でふれるとととする。

A.包。 C3索の総合的考察の要約

(1) 事後罰査の結果vてついて

とのたび笑』おした挙後調査は .先。ても述べたように比較笑滋という立場から念されたものではない。

姿はどのようを指導形態の中でも 「本文κ即そうとすゐ読みら縫えJをつちか訟うとするものであった。

しかしながら，笑践した形勝は典型的なものではないにせよ，それぞれ陀多少の特質を含んでいると考

えられるし，指話事者が問一人であり，対象J犯意(r;t同一学校の同学年でほぼ認定等賞若手と思われたので，

事後穏査を試みて多少の参考に供するとととした。

5健施時聞は，約30;分で， A. B . 0それぞれの衆を実施した 3学級1'(同時刻I'L行念った。

授業実施後 2日目であった。

(事後調査の内容と反応)

1 r.野生のさる 」を読んでみたよで，正しいと思うものにはOを，まちがっていると思うものには×
をつけをさい。

白ざるの社会にだけ，しっかbしだきま州針。 (誤)

1..l.Jさるの紅会の1I員伽 ，さるのきまりの一つである。 ...，. 一一" 一...・e・-一一 (正)

|ヨ上伎の 6 びきのきるは， 1肢が強〈てあと は~7} 1可じである0 ・ .. ………・・・・ (誤)

14 人間や他の動物と伺じように ，きるの社会にはきを bがある0 '" (正)

上記問題K対する反応(正答率〉

I~l 回 |τ: πi 平均
A笑(討議)学級 9 O. 9 9 5. 4 9 5. 4 8 6. :5 9 2.0 % 

B祭〈設省>f)学級 8 8. .3 9 O. 7 97.6 a a .3 91.2% 

。祭(議室長 )学級 1 0 0 守7.7 9 7. 7 1 0 0 988% 

A . Bの成績はほとんど等しいが， 0学級は必要な微細念箇所設で指導が受けられたので結果

がよくなったものでるるう。

立 さるの順位はどれが正しいのですカ勺つぎの中から一つえらんで，その様号をOでかとネなさい。
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上位 中 位 下位

1 I 隊長ざるーわか石ざるーからだのじようぶー母ざる ー一日一一少年ざる一子ざる- 6びきのさゐ

念公すざゐ あかんぼうざる

上位 中位 下位
!~---一一一一一一一一ー -i r一一一一一一一一一一- I I一一ーー問問"

L_~_ 隊長ざる 一一ーからだのじ 4 うぶiI:.._-;わか者ざる

年をとったなすざる 4訟と2まの治すぎふ 少年ざる
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上 位 中 古f 下 位
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5 以長ざる 一母ざる からだのじ 4 わか者ざる 一子ざる
年をとった令すぎる あかんぽ今ざる 訟と攻め:かすざる 少年ざる

反応状況

誤答校 1 • 正答1皮 2 袋容校 ，3町

A討議学級 。 63.6 3 6. <1 

日段落学級 。 8 3.7 i 6.3 

C講義学級 。 8 4. .: ， 5. 6 
Aは.;原位死闘 しての学習をする時聞がほとんど念かった。問題設定と解決のための討議に

時間を多ぐとられたためである。指導の機会や、総[1到の多少が如実{I[反映しているようであ

る。

DI さるの縞位はどうしてわかったのだと思いますか。

反応状況

「食事の順番からわかったのだ。 Jとする本文に立脚した答を正答と認めると .

A討議学級 7 a 2%  。段経学級 8五4% 0講義学級 92.6% 

とれは菌援に指導した事項では?まいのだが， B . O ~ (らべて .Aは討議に時間とエネルギーを貸

し読んで怒号する機会が少なかったととFてよるものと窓、ぅ。

i国 つをのととばを使って飼い文をつ<!;l;iさい。

整然と

きけんな目 亡士

追放 戸二一.

よりそってご

正答率〈平均)

A討議学級 8Z3% 8~主洛学級 85.5% c講義学級 9U2% 

比較的谷易な語hばかりなので，ていねい~諮い指導は施さ念かったのでるるが. 3学級ともなか

?をか語いカの重量か没組のようκ!担、われた。短文つ〈りは，いわば結v>力の応用面ーであるから，表現

佼総が必要なわけであるが 3 よい波放を示している。

V i'とのよう念きま争社，土人たちV[しっかD守られていゐょうで&る。それは もしとのきま b
。②一
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をやぶると村の外へ選抜されて ，生命があぶ念 ぐなるととをよ〈会!lっているからである。』

上の交の中でのf出品がさしている部分比一一一ーをひきなさ~

A討制:級 43.2% R$(泌学級 品 2.8% Ca湾義学級 5 5.6% 

とれは， B学級では分析的指型手形態をとヮたえめに ，指示語化隠する文法的な指導をやや〈わし

ぐした結楽であるう。

vl さるの社会隼t&をどう.ir，、広言すか。感じたととを書きなさい。

とれによって，批判読みや ，感;WCD深さ篠かさをある程反見ょうと したのであるが，短時間であっ

たために，鰐単な反応しか見れなかった。また ，.r¥.・0・c祭別にいち じるし〈傾向が変おっている

とは認められなかった。

もっとも多かったのは ，人間生活との比較であ台，さ るの規律κ慾心する者と ，厳格さに向f背し-k

b批判したりする者?と分かれた。そのつぎは ，他との比較はぬきにして ，ざるの規律や食撃の願望書そ

のものに対ナる信長銀であったom端。亡飛怒的な逮:僚を著書きしるナ者はなかった。指導の際 ，常!t(，本
文に即し，議の客観的~意g;長の規制に従い念がら 自己の主観を統制する よ うにつとめたためかもしれ

1，i:V.，C' 

以上 ，事後テス トの結J殺について統観してみると， c笑の務該形態の反応、がだいたい良好のようlそ思

われる。 しかし ，とれば当然のととであって ， 子討議容の意議の中~.とはやは þc築が ， 読みの機能を本質

的。て育てるための原型として存在していたためである。したがって， ζの裂が指導者の頭の中では一番

黙していたし ，その上とれはわP合いK予備的な学習訓練を必要としない方法である。それ(rC比べて，

A.日の向案は ，一定Jl:l陣学習訓練を施してなかないと，典型的な学苦手形態とは念 b縫い上!t(，子ども

の学習作業的技術も大同乞影響して〈るわけである。 8笑の段落中心の指導は ，現笑的i吃はかなり多ぐ行

?まわれていi.Sので子ども もなれていて，学湾集団と しての活動が比較的容易だったと居、われる。と ζろ

が ，A案は成立しに 〈い条件をい 〈っか憾えているので ，結呆的Kは，ま ζとに不完全な授業Vζ?なって

しま った。

A~定の子どもたらも，~かなかすぐれた学醤築地をも っていたので， 長 〈 討議的な学習書I'L~れさせて

~1;'"けば優秀子長結果が期待できると感じた。

念会，授薬中のa，H.ll配分のかもf.l:ものfLついてみると ，

① 読みの時間(教師の指定したもの

自由説・指~d1èの計 )

o 5分 1 0分

A 討議学級 1_.一一 ー一一ー・一一

8 設潜学級

0 税義学級
1 ・ー・・圃・ーーーーーーーーーーーーーーーーー-縄問帽ーーーーーーー一一ーーーー--

② もっとも時闘の多lr>J員自

結局 ，Aが読みに告を閉した湾問はもっと

も少なく， s . Cの 1/2以下でるる。

また 61ては ，やや邑的J窓J哉の弱い自由競

が E分もある (illJfI寺の彼容にPI'L読ませた

もの)のvotして ，0では一応 ，.13的あ

るA'Eみが各過程で行なわれている。

A 研究開巡の設定 8 段洛の設定 o ，*XIiC従う統解指導
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Aは ，問題録的な形殺を目ざしたので当然のととでるるが bぞれκしてもi侍聞がかかりすぎた。と

れは訓練Kよって忽総ナるととができる。 8は，ある程度能率的K遂ぶようにつとめたのであるが

やはT2 ，介程度を婆じた。 Aも 6も，それぞれその形般の中核をなナ学選作業のと ζるKもっと

も多〈の時間を婆した結条にな っている。 とのよう即時閣を袋したのは ，一つには指導者が，共同

学習を進める前に必ず個別J学習の時闘をとったためであろう。

さて ，以上の 3案ともそれぞれの特質を具備しているので ，ぞれらをわきまえながら .基本的Kは文

定に根ざす指導を寅ぬぐ べきであるお

t最後に若干抽象的問丈念るが ，それぞれの指導形態の長短を ，実践の立場も加味して智正揺するζとと

したい。

③ 講義法について
① 教街中心κなるので ，学習!~K能動性 - 積極性が乏しぐなる.JO'それがるる。

高校以上の段階κ念らないと典型的念講義形般はみられないであろうが，学習者は一般に受動的な傾

向に陥る。そζで多ぐは問答:法が加味され，学習者の反応を確かめると共K.学習の刺激を与え，興味

意欲・注意会どを持続し集中させる必要がある。今回はそうした意味から，すべてを詳細に教示する態

度はとらず ，義木的な撃がらを教授し，ぞれを手がかDとして自}Jで読解し思考させる過程もとり入れ

たわけである。

② 個別化が行なわれに<< ，個人差(11:応ずるととがむずかしい。
との欠陥を補うためlそ，問答;を加えたり， 尖l司学淘紛の飽1別作美を1砲したりする。従来の{閉鎖j化の強

自簡は，能力別グループ学習や，自由送車主1法十てよる個別学溜として笑i残されたが，近来Ir.t.例のプログラ

ム学遣も提唱されているわけである。しかし ，一方「学習?Je;共同化」もまた，教育才t会学的な価値をも

ち，集団思考を高めるの{亡有効なととは，密fをできない。ただ，配慮の足b念い講義法は.学習の尖|司

化までを不可姥tζするととを警戒しなければ走ら念いのでるる。

③ 問題解決能力を意11線ナる機会が少ない。

①で述べたようκ，学習者が受動的κ1j:t.問題I'C砲面して仮説を設定し ，見となしを立てて ，との

解決を試行し，実施し検証するというような能動的念思考を働かせるととが少~<念る。国語科では .

社会科や，理科のよう念課窓解決的買を思ヨ?を働かすのでは念いが ，文主主そのものを対象として，とれを

嬰解してゆ〈κはZ主体的念.傍えが必要である。その上に分析・介析総合のような思考が操作されてゆか
ねば念ら念い。問題解決前思考に*ける見と品、しは ，"究みの場合で考えると 「来銃部分の予i!!IJJに似た

ものがあt.笑験 ・検誌は 「未銃の部会を読み進みながら .ζれをしだい陀既銃部分と化しつつ，文:畿

をま虫解し， 把握してゆ 〈過程JK相当するもののようである。

ととるで ， 線題解決の思考は . 課題 ~J採決しよ うとするぷ向から生じるものでゐるから ，文語主を鋭角書

するKも精義を聴取しているだけでは思考は強化でき在い。それも ，読書力が成熟している高校の上級

生か ， 大学程度の段階ならば， 講義を受けながらも内商問念思考はi弓ーまってい〈であろう が ，未納~小

・中学校の段階では常に議義の過程でも問題を提示した!:J. g様を設定して解決的な思考を訓練しなけ

ればならないのである。

③ 教師の妓術(1(よって匁凍が著し〈主主なる。
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鮮差是法は教師中心であり，教師C活動が1尉飼の大伴:a:占め ，教師の指滋意図によって授業治尋問十され

僻成されるのでそ'iZ)技術の珂拙が授誕の以来を左右するととV(.なる2 総義過秘の'Nて，暗示的さと発l明 ，

適切な引例，的(l{.id.::指示 sそして思考をうながす適切な間を会〈乙となどをないまぜて指導ナ、るよう念

紋遥した訴事緩や心の護主主変であれば ，学習成果は必ず上がるであろうコ

したがって .読書走法や問答法κ対しでは，それらが教授者の俗人的資賓と妓能陀依存するために 「非
科学的Jr各人芸」をどの批判か}jJlえられているけれども ，努共にがける数師ρ任務は単念る文化財伝
遂の仲介者たるととでは設い。教材と学習者の倒9てあって .r.導者の1動き合いを向湾Kし，間隙を.!!J1める

総合的~人間的全操作をする存者E;>î:のである。ぞれ故 ， 綬業は一面i(l(r.:i:客観性，合王要性をその厳正きのや

!'L持たねば念らないと同時vc，個性的攻E百をも必然的に併有するものであると患う。

とのような意味合いから，教街"は教材』てヌすする悲礎的1念魚崎技能はも とよ タ，学笥心理ゃ ，児童・ 生

徒のUデ ィネスや発途段階 ，教授法等陀も深い期解を持たねば?をら;~いとと P亡念.öo そして，教育的検

見陀よる高い意味での授業の{箇性化を図る努力をする必要があるのである。

⑧ 問題法について

前述したようをi到語科学習(特に小 ・中学筏〉は ，いわゆる問題言採決学習では友い。大学段潟では，

古典を研究するのに，各種の資料(たとえば泉水を参照した !J，文献を皇室えた 1))を収集して .特定の

問題を燦決する過程をとるが， とれは狭義の読解tD:域を超えるものである。

小・ 中学校で突織するものは s主として続併を深化し ，精皮イとする意味での問題設定なのである。作

品研究 ・ 作者研究というような絢館設定も会いではないが ， とれまた狭義の読解K鰭し~h綴織の作業

である。したがって， ζζでは読解Ctr:&ける狭義の問題設定上の留意点をあげるととκする。

① 基本的tては文章K直結する税通伎をもつものであるととが望ま しい。そして ，明獲であるととが必

袈である。

「野生のさる 」でも， rさるの生活はどうなっているか。 」という問題ょ Dも，rさるのきま bはど
うな っているか。 」とh う問題の方が，丈島;V(対して直接的でしかも明確である。さらに進んで rざ
るの順位占それを守るようすはど。ラか。 Jとい うふうに焦点化すれば問題法として的確な発足をしたと

とになるわけである。

② 慨括的な問題と共(1(.段緒的・区介的:を問題を設定し ，問題全体が有車道伎をもっ方が，読み手り想、

ヨ号をE詰めるであろう。

大き?を問題は ，主題とか袈旨に関連するよう(1(;1!J .小さiI:問題は段落に関連するであるう。また，

抽象阪のi喝さによっても犬きな問趨，付、さな問題際分がれるが"いずれκしても鋳造的であt.作業し
やすい彩むものがよい。 r.野生のさる 」では，最初であヮたため，大問題を細分化する ζとにj成功しな
かったが ，短い文章であるから大問題だけでも内容喜楽死が可能でるった。大向。凶「野生のさゐのき さb

はどうなって切るか。」を，細分化すれば 「順位は ，どうなっているか。 Jrえさを食べる胤訟はどう
か。」 ………というようになるであろう。そうすれば ，子どもは文奪K直接し念がら統j絡を進めるζと

が意識的にできるようKなるであろう。

③ 問越の熊谷・ば必ず3ヒ骨量κ即して土国交検討さぜ ，客観的な読みを予ぎてるよ5-(1(したい。
「野生のさる」でも，必ず文主主に立ち返って，答を吟味させてその正答性を検証させるように心がけ

た0，
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③ 討議法について
歯語科liL;T'ける討議は ，ととばを取b扱う学習だけに格別の注意コ於必要である。釜本的なととばのし

つけの場でふり ，言言菩J支術訓練の場でもある。

① 読解学習κかける討議は，絶えず本文に立脚するととを前提としなければならない。
ともすると ，討議が自己の経験や ，文筆から通j惨され縫測される主観的心情的iな読みとbの部面IA:か

えよ.!J，文書室から縫れた我見と我見の交換に陥るととがある。とれは厳1'(戒:むべき ζ とであって，との

ような事態が出現しては，函謬科に討議法をもちとむととが寄怒のみ陀走り終わるのである。今回の授

業で.立総の根拠を本文の表現呼'1iL求めさせ ，記述された文重量事実と，読み手の推測の世界tを明li'(f1'C

弁別するよう に指導したのも ，とうした怠図の現われである。

② 討議の全過程にわえって .区分を明縫κしかも能率的に進めるととがたいせつである。

討議学習はどう しても時間を多く廷すので ，指導者はよほど注怠しーてとれをひきしめると共陀平素の

訓練をじゅうぶんKして会〈必要がある。

過程陀は， ・問題の提起 ・問題の伝達 ・意見の発表 ・意見の統制j ・意見の決定 というよう

な段階が考えられるが，いずれもとタあげかたによっては時間のかかる活動ばかりである。授業の A索

では，問題の援起と伝途にきわめて多〈の時聞を聖書してしまったが，とれは当然ぞれ以後の過程を圧縮

するとと4てなって，全体時間は他の方式よりも 1時間よけい!と欲しい感じがした。

③ 討議の指導助言は，討議法の成否を決定する鍵C一つである。

いう までも~< ，教師の参加 ・ 助言・ . 指導のしかたが緩めて重大であって 、 との巧者i:が学習の成来を

左右ナるーっと念る。

教師としての儲意点をあげてみる。

・ 思考がゆきづまったとき，とれに京唆を与え，説示し持軍きほぐしてやる。

. 語読書告がわき道κそれたり ，文章から逸脱したら直ちに本論にひき戻ナ。
生徒のふじゅうぶん念発表を補足して論旨を通してやる。

意見が対立した時島勝目をはかった.!:J' 巧紗左裁断を〈だしたりする。

• 1適当念段階で ，ぞれまでの:意見を鐙遣し秩序づけ ，その後の見と必しをJi:てやナぐする。

話 し合いIA:参加しない者κ対して ，注意や興味を喚起するD

要ナるだ ，一般的な前議指導上の注意と共IA:，国籍科としてはあぐをで鋭角草を深める契機となるよう

に ，言tκ本文を対象としてゆ〈習{貨をつける ζとがたいせつであみと忽う。

③ 段落指導走中心とする分析的指導について

段落指導{交，全文を理解するための効果的な手段として用いるのであ9，文章を給条約解倒的l宅分析

するためのものではないととは先だも述べてbいた。われわれは ，読解カを要素陀分解して，その一々

を部分的lζ学習させるよう念指導を排すると共IA:.文議を育事態的に形式的に分解するよう念設潜指導の

警を公それるものである。

① 必ず文牽の機能κふれ，全文を生命体とみる立場から， 段落も会文との有穆駒な逐闘のもとに指導
ずるよう U亡する。

03震では，信濃川の流れの比織を用いて，文脈寄与説明し，後出の I道、を先る喜び」では ，身体の各部

と身体全休にたとえて，段予さの意義を理解させようとした。そして，直接文章の各部κ主主・よんでもとの
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文娠を意識させ，段落がそれ自体として一つの質的統一体でありながらも ，しかも全文に包撰 ・融合さ

れる形JSを俄えるものである ととを認識させたh。それは ，結局， 段溶指導の際κ，予言K金支との関わ

!;I'U'いてE取 b緩うととを強濁するζ とに~るのである。

@ 段詰喜数ゃ ，段落区分の決定は共同学習の立易から仮室的に行なわるべきものであり .:Fe主導者はぞの

決定にあたって狭貨でるっては没らない。

小学校などでは，しばしば子どもたちの段洛論争を見かけるのであるが ，はっきタした根拠も乏しκ
感悌ちに 言い合うのはナンセンスであふまえ ，論均的。尚道の明膨念総説文，説明文以外は ，段落区分

を一方的に規定でき念いものである。重要は読み手の意味体制化のあbょう陀も関係するのであって，指

導者は ， 文寧.~~J進在らびにf読み手の主要約カの程度~C応じて ， 共同学習しやすい形で段落を設定した方が

よい。

③ 段落宏文図~ t • j重要語・主:怠文のぬきがきによるカード表示 ，あるいは文主主の段理事情E覧表のよう

K祝覚的な方法で貌わず訓練をするととが有効である。

必U:.各形態Kフいて，続鎖的な考察を試みたが，現3廷の学習形豊富は各種各僚に組み合わされるので

それぞれの特質を勘案して ，指導を進める ζとがたいせつに念って〈る。との意味で， 上述した方式以

外の形態にも~る< .多事設な授業経験をもっととが，すぐれた教師の条件の一つにあげられると思う。

(2) r絵を見る喜び jの指噂倒

日本の芸術

絵を見る喜び

f絵がわかるようにぽるじは ，どうしたらいいのでしょう。 J

ζ う，人にきかれる ζ とがあります。

いい絵ぞたくさん見る ζ とです。いい絵の2訟をたく芯ん見るととで寸。:

見ているうちに ，だんだんすきになります。すぎな絵そ先ているうちにじ

にんだんほかの絵もわかってぎます。初めいいと思ったものがよくなく ・5
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/'J:り ，初めすぎで〈よかった絵が可ぎになるとともめります。そして，た

〈さん見ているうちに，じぷんにぴっ fニリ とf銭じられて ，見ているとう

れしくなり ，安総ぞ怒じる絵が幽てさ志す。初めは ，他人におそわって

寸ぎになるばあいが多いようですが ，J2，ている弓ちIこ，じぶんで直接に

よさが怒じられるようtこなります。いい絵とい今むのは ，見れば見るほ .10

どすぎtニなるもので，いくら見でもあぎないからふしきですの反対に，

つまらない絵は，初めは感心してob，すぐあきてしまい去す。

総ーのよさがほんとうにわかるとパ、ぃ絵を見るζ とは，実に轟越しみに

伝リ志す。文学や音楽とちがって ，絵は ヂーし噛んで見られるものです

。どんな名闘で向穴作でを;，見るのに1時閣がかかリません。文学だった :15 

ら ，一つの作品ぞ銭eのにも，また，ひとりの人の作品を味わ今にも，

たいへん位時間がかかります。いわんや ，一国の文学を鐙史的に味わう

ζ と伝と，短い人生では不可絡に近いと とでず。

しかし ，絵だと ，古今東西の人がかいたものを見るのに， そう時B!;t

いりません。 f世界にどんな幽家がおり.どんな恥のぞかいたか，ひと回 ~O 

でわかるわけです。そのうえ，かいた人のほんものぞ，直接に売るζ と

ができるのです。どの舗にはどんな画家がいて ，どんなbの令かいたが

も ，その留の笑術館に行け(;:[，だいたいわかりますし ，そのほか ，目玉い

めのでも ，なくr.cっていない盟主り，本のさし絵r.t:どで見れば .だいたい

，見当がつくわけですの .25 

ζの点 ，ヨミに絵はみりがたいと思い之寸。たとえば， ーまいの絵を見;

て ，すべてのととを王盟理事寸るζ とはむりでし 1 >うが，とにかく ，どの時!

代の ，どんな人μ ，どん公けい とうの絵をかいたかが，だいたいわかる

のですから・・・・・・・… そして ，それらの絵を前』こしたとき ，わにしたちの

心の中には，いつも，ほのぼのとした楽しみがわg あがってくるので寸~ 30 

-とρ教材は ，小学覗 4年明の学図版の数料I'J}に織載されてhるのであるが寂一概独得の樹燥さを持っ

ている。それは ，追体験のむずかしさであ9.具象的な法解の閣総さである。との文$!はいわゆる絵ffijj

箆主主人門の文であり，鑑賞の喜びUζついて理解させ .絵習の世界へ鍛訴する文なのでるる。

ととろが，作者の武者小路実F容の特色がよ〈現われている文髭で，僅めて主観的で，.街潔κ言い切っ

ているので .統み手沙客観的にとれを受容ナるには多ばの溢抗を感ずる。かりrti表面的な醤務理解をし

たとしてもそれは文章の内前的念実相を抱極したととκは，zらI.l¥l¥。

読みを深化するのに，言毛善的批同議f宣言Eが必要~ととはいうまでも~いが ， その基底には ，絞験の登

かさとか ，人間的成烈の程肢が関わってぐるのである。たとえば本文の冒頭部会に 「絵がわかるようκ

なる~ては …・…- いしイ塗をたくさん見ゐととでナ。いい絵の木 をた〈さん見る ζとです。見ているう

ちに，だんだんすきκなDます。 ……・・ 」と蕗かれているが .実に休験的 ・信念的な叙述である。

われわれ成人は ，向己の芸術への経験を議礎として ，との交の内尖を了解ナる。しかし ，読みも人生経

験も共犯未熟念子どもたちは ， との表現，~対して具象的 - 心理的な補足が じ申 うふ・ん十てでき~いと思わ

れる。ぞうナゐとそれは単なる形式的 ・語h的な理解l!Cとどま!1.具象的な袋づけをもった深い:意味と

念って.了解されないのである。 ζ うした ζ とうに .との数料の難解さがある。

ζ とばをかえていえば ，との文主主のタ1言語的7'..:・;Jl!i信伝送的な点を表雨的κ漣路面する ζ とはできても a
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思考と反省意識をうながす内書籍的在宿の受容がじゅうぶんκできないというととである。たとえはー「

'-本文中tてi¥.r¥い絵というものは，見れば見るほどすきになるもので ，¥nイ 与克てもあき3をいからふしぎ

I です。・…・・Jという体験的な表現があるが，とれを単なるととぼとして受砂どっているだか了では，真の

理解とはなら念いので.類似の経験ì~ どを読みの心的過程の中K多加させるとと陀よって深い読みが可

能となるのである。

とのよう念立場化対しては多少の疑問がるるかもしれない。説明文に会いては ，ととばむ伝主主的機能

に注視してととばの客観的な;意味を理解させるととが第一目的であり，追体験的な操作を持ちとむとと

はむしろ文掌の客観性をゆがめるものでは老いかといl うl疑念が生ずるかもしれフ~¥no 

しかし，われわれが毎度主張しているJ:う陀，読解指滋は「読みの機能を育て寓めるJためのもので

なければならない。読みの生理的機能は宮<;Jo-き，言語をとb してその内実を怨定し，ととばとととが

らを明徳κ対応させる心理的機能 ・思考活動は じゅうぶんκ脊成しなければをら在いのである。Jζとば

の規定する意味世界から逸脱しない限9，ととばが指示し，象徴し，表現しているととがらkてついて，

みずみずしい思考をめ仁らナととは，理解を深めとそすれ ， とれをそとなうものでは ~0o 先に掲げた

例文は，語義ゃ文意自体にはなんら指導を要する点はないし .読みの成熟した成人にはじ申うぶん理解

されるが .教育の過程Kある児童・生徒十ては単にととばの一般的意義を与えるだけで左<，.ととばの内

容的・ 体験的世界を鼠充してやらないと支の文度理解が成立し念いのである。

ζのような見解を中軸としながら，指導したのが以下のものであ!:>，そとでは ，践という具象を様介

として，文章の怠味理解を追体験的に助けようとする試みが恋されている。

小学校6年 国語科学習指導略案 指導者新潟県立教育研究所員

谷沢道 房

l 題材 前出 「絵を見る喜び」

2 自標 (1) 絵画鑑賞の入門を説いた髄怨ふうの全文を考え念がら読ませ，絵薗陀対する興味を高め

絵に親しむ産量度を空襲う。

(勾 文中の接続詞・酎詞 ・指示諮などK注目しながら ，文や段落の相正潤係を理解し，文責

縞造を抱催しながら読みとらせる。 、

3 教材f'Cフいて

ζの文正震は，大き〈は説明的文訟に属するが，論説文とか ，議論文という類躍に属するも

のではな(，むしろ随掛句な性格を帯びている。明確な論理儲造で組み立てら九ているとい

うよ 9V.l.主観的体脚句念叙述から戚り立っているといってよい。したがって一見容易に思

われるが， 内容が芸術鑑賞に関す4ものであるだけにかな b象徴的な面があ 9，児童の成熟
度や，経験の程度からみでかなb難解でるるう。特K追係験のE回では幽続可tととが多<，使

用語いの字義のやさしさの中に宿る重みを了得する ζ とは容易念わざではない。

そとで ，ヲとめて給調類の具象的なものを媒介として，文掌の理解を助けてやる必要があ

ると思われる。また，との文章の作者である武者小路実篤の文体の特色は簡潔さKあるが，

同時K多分K主観的であるから .読み手の柔軟な心理的補足をうまがすととがたいせつであ

ろう。
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4 児童について

との石山教諭の学級は .知能テ ス ト・学業 テ ス トの結果から判定すると ，柑薄K近い児童は

いない し ，行 動 上 の問題児もい左いので ，水準以上のまとまった学級といえよう。教師と児童

との人間関係、 もよ<，管理もゆき届いているし ，自由明朗ii学級のようK思われる。

5 指導計画

予 備調査 (2日分)

第 1時全文の概観と ，文字 ・語いの指議

第 2時文章 の前半を中心とする指場

第 5時文章の後半の読みと全文のまとめ

事後調査(2 5分)

6 展開計街路案

第 1 時

指 君事過 程 予倒される反応 ・宙望怠点

導 入 自的を端的につかむ

教具 ・形 態等

近代名扇 の複 製 ぞ数点

「絵 を見る怒びJ空 嘗させる。 四回一つ瞥 く機 会でも子ど色の t，用窓する
黒仮に提示した絵ぞ見ながら直観的なと|字問習得の婚としたい。

とがらを話し合わせる。

教 師 は予備調1!tの傾向などについてもふ

れて務導する。 I絵の具象そのものから

子ともに雛解なものが

まじっていればよい。

f主役発問例 貌示例 ) I :本文学習の滋歓を誘おしたいと |主主物 ・ノー トは初めか
・き ょうは先生とーしょ に 「絵を見る暮|思うの であるが・・…・ |ら出 させておく

ひとJとい うと乙ろを短目指しま しょ うの
-黒板に苦言きますから みなもー しょに

・どうで寸 みなさんは絵を見ると喜び!日間なふんい湾の中で詔らせた

がわいてきま寸か0 ・・・・・・予備認査にも |い

ふれて

-ζ の絵ぞどう思いますか

・乙れはどうですかf難解なもの j

うまいとか 美しいとか答える l挿画も利用してよいと

よくわからない というであろ |考えているの

-とれはむずかしい函で寸からわかりに |う

くいでしょうね。 I小泉板に提示しである文字，語
・わからなければ喜びも公いわけです。 I句の手引を手がかりとして読ま
どうしたら畠 びが感じられるでし ょう。|せる

( ・:;t::にそのととが嘗いであるようですか |疑問の 郎分に うすい傍織を

厳 ら ，めいめい熊量発してみま し ょう。

開 ・指 名 銃 大怠把握の獄図で聞かせる。

) ・共温的な文字 ・語句の指導 ζ とほの主なもの |小黒板も
1 利用する

-界再腕 fできれば時間計測も )

大Z宜的なもの， 夢約的なものを

ノー トさせる

。愛着を感 じる 0おそれる |大黒緩む

01直接に・・・・・・ 。ー しゅんに

。いわんや 0文字

。どんなけいζ うの絵

。歴史・・・歴史的 o人 生

。不可能 。古今東西

。美術館 。ほのぼのとした

文翠の大裂をつかむ回的で |机悶巡視もしたい

.たるべく:;t::文中のととばを活

用させる。 抽出的なノー ト
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t首 導 j/llJ 種 予i留される 反応、 .留意点 教具・形態等

-文章の級委の発表と話し合い -文章の将軍足立に 気づいたら ，そ f注)未知の子どもな

れをとりあげ段落大区分にふ ので第2時 以下は ，第

れるもよい。 1時の反省に立って ，

-まとめと次時 予告 -今時学習の自己評価 また ，立 案 寸る。

-・・・・a邑-圃・・d・F唱・-喝圃圃・・・ー__ .l_・E・- ・・ー・』

時2 第

教具 ・形態 等

小黒板

L三ヤfる宇応・母子士一
子どもが!t'!l1涛の学首ぞ想 定し

それぞ基縫にして前進すると と

I-?>想図 しながら

図示的に文主誌が生命体である

ととを認識させたい

つ
令
が
り

い
み
の
ま
と
ま
り

程

。前l時の復習

前時の文章構造に関寸る板里子を為掲 ・・-

・・・・黒板

。目標指示

「ー叉・ずっていねいに読もうJ
.文書の性 質に つ い て補説

形式段落のとと

文脈のとと

。指名競 全文

・前のIl'菅閣のまとめでよいかどうか

絵がわかるようになるには・・・

好きになるには

いい絵わるい絵

絵のありがたさ

絵の長腕

fー しゅんで ・..

j/llJ 導T旨

絵でなくとも

子 どもの生 活経験に

鎖似なものはないか

血管芝
手 足 ，首 1 段
月旬・.，・・・ i 

頭 l落
板番のまとめの予想

lゆ絵がわかるように信るには

笥いい絵ゃ ，絵の本をたくさ

| ん見る?とです
だんだd すきにとfる

A.  _ ¥好きに
ほかの絵もわかる i 
1 、なる

e賞者そ!磁じる絵 ¥状 態

いい絵一見れば見るほと

好き

文章は生きもの

。自由黙読 第 l滋味段落

。指名競 第 1形式段務

・・・絵がわかる...の指導

。第2形式段古事は，教師がー 交ずつ読みな

がら ，考え Eさせて 指導。

また問時子どもに指名したり'1、区分読み

そさせる。

0第 31彰式E支持写の取扱い

-指名読 ととから調子が変わってく

るが段訟を披究

f笥 f的
いわんや(iII日詞 )の注 慈

全般にi畠体験的に，情緒主体

の気持ちで扱う

絵画の特長

ー しゅんで
~ 

大作資灘、

名画
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第 3 時

指導過程 予主討されるr.ffi・留王室点 教具・形態等

0 第四形式役員喜の取扱い |板聖書

・指名=読 I r時日いらない…
しかし 「接続〉そのうえ「削〉そう f刷)I (絵だと川 ー しゅん

そのほかf副)どの f指示語)どんな(U)I との点 1ほんわのそ直接に
|等の機能に注怠しながら読み進む I I古いあのでむ見当
・内容の深究 1 ¥がつく

喝し合いと指示 古今東西の 絵画とか

古いもの とか

日本 嗣I

1司ー薗i家の画喪主枚

0 第五形式段簿の取り扱い

との点

・省略法f倒 置法的):こ気づかせる

・語いとして けいとうを具象的に理解

さす。ほのぼのとした楽しみは

情感的に l 

oまとめ ノー ト猿理 |ζの文章を読んで
0時閣があれば感想文的短交を綴らせる |絵について感じたとと，思った

0評価，予告書写 |とと従と

どんなけいとう の絵とか
比対
い
の絵の

ど

岡

な

鎮

西
る

絵
c

、

r
v
t
 

異

古いう語いは ，なるべく具体化し

て感得していくようにおきたい。

7 実際の展開 (第5時ま省略) 新潟市立上所小学校 6年

第 1 時 注 ・児童※板書

| 教師1 ・ 陀電 板啓 ・ 考察

引 略 ，

L超高字 「絵 Jの筆順指導

2 ※絵 12函

予備調査そ見たり，石山先去にお話をうかがったり寸ると pみなさ

んは絵をかくこどがたいへん好きなようで寸ね。好きな人羊をあげ |※芸術

てどらん。 I ※絵音策
. (一斉に〉はーし、。 {大部分) ちょうとく 建築

ほう ずいぶんいますね。は ~'oζ りや絵の秀才教室みたいですね。 | 文学 など

そうすると ，乙の勉強もたいへんしやすくなるねの

白 きょうやる勉強は ，絵を見るととについてですが，絵とか ，音楽

!とか， ζ ういうものぞ従んと i言い烹す か ，至宝たちの本の右はじにも

|ちょ っ と轡いてあるけど…一…はい | 口本の芸術という単元なの
・芸術 |で，若干 の導入をしたのであ

そう ，ほかにどんなものがあるの。はい |るの

-はいち ょう ζ く

それからはい

・建築 文学

そう ，なか"，:かよく知ってるねo 美しい鍵築とか，それから ，映両

や?鋒ょう令んかも芸術のr"かまです。
きょうはその うちの絵について，絵画とむずかしく 言 う乙ともあり

ますがそれをやるわけです。学校では絵の時闘とはいいませんねの

41 ・f口々 j図箇の時閣
|図画からだんだん高まったむのが絵画と考えられます 。音楽はなん

- 68-



教師 児 耳ま 板苦手 ・ 考察

で味わうのの

. (口々)茸で。普を聞く o な ど |ルノ ワ-)レ ・ドラクロワ ・ピ

そ弓，脊の芸術といっていいし，耳で味わう芸術で寸。 Iカソなど絵画3点を黒板上 郡
絵画は，はい |の針金につるレて展示する。

・聞です。

ぞう，昌で見る芸術です。き ょうのは， r 絵~見る寓び」という腿

で すね。みんな絵をかくととが好きだからきっと見るととも好きで| 傾向の異なる絵ぞ展示する

しょうの先生は，絵が得患というわけではありませんが，だんだん|乙とによって興味 ・関心をそ

51わかるようtこなってきましたぺぁ， ctl.l立先生がよそからお倍日 |そり，本文冒頭部との逮駒
たんで寸けれども ，ひとつ見てみましょうね。 f絵の展示)図ろうと寸るの

| 絵ぞ直接に見るという具体

どう，とれどんな感じが寸る。()レノワールをさす)的な活動をとおして ，会文銃

・はい ，S::き主任きした慾じで寸。 I島幸へのモチベー ショ ンを凶つ
ほろ，生き土ときとした!惑じで寸ね。佐々木さんのと ζ ろからみると lたのであるの
よく見え玄寸ね 。そうあんたは，

71 ・明かるいです。

そうね。絵から受ける感じは人によって多少思うでしょうo それで

いいんで寸から ，どんと'ん言ってみまじようの

はい，乙れは fドラクロワぞさす〕はい

・なんとなく暗いみたいで寸。

Jなるほど，とれは fピカソぞさす)

導入として長いようにも恩

われるが，特殊な文章を理解

させるために絵画の鑑賞役ど81 ・とても奇抜です。

ははあ なかなかみんな見る目がありますねo いい祭賞がめります|をまじえたので，時閣を費し

ょ。だけど先 生にはみなさんに絵の見かたを教える刀がありません|たのである。しかし，導入 部

から ，ζ の本にそれが能いておりますから，ひとっていねいに読ん lのとの時閣は，決して無駄で
で勉強してみてくださ ('0 その聞に，先生が黒板にむずかしい字辛 lはなかったと考える。

ζ とばを説明しておき ま寸から，それを参考にしなさ"0では，は

? 

じめ。

・自由読 {約5分 30秒)

151ほし、，やめて ，何回くらい読みました。
「板蕗)

齢、ちゃく
. (口々に)2回 ，1回 ，3聞など |変紛 fかわいくてほなした

何回も何回もくり返して読みましょうの考えながら，細かいととろ|くない気持ち〉

まで注意深く読むとますますよくわかってきます。1.おそわる{教えられる)
b主〈せっ

それで，乙とははわかりましたかo 黒仮に昏いただけで聞に合った |道怨に{じかに)

か位。質問があったら・・・・・・・・・ | 瞬=まばたき | 

. (口々に)いいで寸。だいたいわかるなど 」ーじ虫Jν 「ち ょっとのl時同) 1 れきして'ifV - ~ - - "'.  • .--， 1 
161それじゃね。乙れからみんなふつうの 速さで よく考えながら読んで歴史的「歴史のような) 1 

) i みてください。先笠がみなさんの偲準の速さを測ってあげますo わ | の立場
1 ... ・かのう

たしが黒板に 5秒ごとのl時間を望書きますから読み終わったら黒仮を|不可能「でき伝い 〕

見てをの数字ぞおぼえ 何分何秒だったかメモしておいてください。l
E こんとうさ1、 α二ゆ亡由比

決してきょうでうではないのだから。考え読みですよo はい始め古今東西 美術館17 

ほのぼのとした楽しみ

.4名挙半
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201は い，みな終わヮたようですね o ~寺岡ぞ聞いてろよしょうの

1分 20秒以内の人三与をあげて

!はい 4名 ，次に l分 20秒以上で l分 40秒まーとの人

211 ・21名渉手
はい ，とれは多いね 21名

その次 2分去での 人 民名か

ー も守一



教師 児童

. 8名診車

じ ゃとんど2分 30秒 までの人 7名ですねの

・7名拳手

221ぞうすると浅りは3名 くらいですね。するとだいたいみん々の速度

は 平均すると2分弱一一-2分くらいというととろですかね。

それじゃ，どれくらい読めるようになったか。ひとつ，だれかに銃

んでもらいましょう。どうですか。 続めあ人

板著書 ・ 考察

ij8名:)3名

・かなり穆平 | 銃みの速度を自覚させると

は い， それじゃ川崎 さん。 なお 川崎さんが読む時にみんな簡の大き i共に ，教 師側としては銃みの
さや速さ ，~奇智のた しかさなどに注意していてく ださいね。ぞれか| 指導に襲寸る時間の見当がつ

ら， 考えて欲しいととは ，ζ の絵を見る喜びは，大づかみにいようと |くととになるので ，続速の測

だいたいどん々ととが聖書いであるのかとい弓 ζ とです。じ平 ，ぉ願|定作業もまれには加えたい。

いします。

. (指名続 ・"'崎)

241はいよろしし¥次の人 どうぞ，風間さ^'ですね 0

・f指名鋭風間)

はい よろ し ~' o 次の人 佐藤妙さんどょうぞ

. ( 指名腕佐藤妙)

f娘鋭の批正〉

はい ，佐渡さんは簡が大きいのはとてもいいのですがわう少しまと | 読みの舟導には一回読みの

め て 続む、とも川、。たとえば「かいた人のほんJとぎりましたが，ょ lサイズを広げてやる努刀がた
く見ると 「かいた人のほんものをjなんですね。ととばをまとめて |いせつであるの誤鋭を寸る者

一回で続む、くせをつけまし I う。ととばをたぱねて続みとおすくせ |は ，語いのお知が木正確なと

が大事ですよ。さ あじゃ，l7(の列読んでくださ ~'oζ の点ーから。 1 とが多(.'0 また，続み誤りが

27 I • (指名鋭 金巻)脅慣化している場合が多いの
はい， どうも 4人と もごくろうさ ま。はじめての続みにしては4よか|で高学館では ，特別の治療指

なかりっぱだと思います。では， と とlまの研究 をちょっと"'"りまし |導を裂すると とがおる。

ょう。

はいとれば f板書をさしながら)

281 ・f一斉)愛着

費量着ですね。あいじゃくと読むとともめり去すがと ζ ではあいちゃ | 語釈は，経験と結びつけた

くというふつうの読みに します。かわいくってねはなれられないよ |り ，用例を示したり寸る ζ と

うな気持ち。愛してそれにひかれるよ弓なととですね。危なたがた |が一 般に効果的でああ。

の持ってい る遭呉の中にも盟主務を感じるものがあるでし ょう。グロ

ーブとか ，飾りの箱とか。

. (一斉 )おそわる

おぞれる。はいとれば教えられるという ζ とですが，新潟ではゐま

り使わ伝いととばです。教わると惨いたりしている本もありますよ。|※ 教わる fすぐ消す)

東京の方ではわりに使ってます。

つぎは ，直後に ，はい

. (一斉)直獲に

乙の反対のととは知らな L、。誰かいな い。知りませんか。 I 語いの概 念ぞ明石穏に寸るた
間態 に というんで寸o とれは閣に何かはい るんです。直接に昔話す |めに は ，反対諮 ・剣勝等令指

というと ，じかにその人に会って話すんですが ，fi制緩に話すという |導するのが効果的であるの

と， 友だちとか知り合いの人からをの人に癒してもらうと cになる

んです。

ーしゅん ，はも、

. (一斉〉 ー しゅん

本 にはどんなとと叫が続いていますか

30 I ・f口々に )ーしゅんで見られる

一瞬で見られると い 弓のは ，ちょっとの時間で見られる。とれはね

- 70ー
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や文 と関係づけて教える乙と

が翠ましい。



教師 !足 主童 阪 塁手・考察

瞬 と七・う字は ζ んな漢字でまばたき という足意味なんで寸o です| 漢字熟語は，漢字の字義等

から ，一瞬というと，ひとまばたき ，きわめて短い時間というとと|から教えるととが本質的であ

になります。乙うやって f目をむいてみせながら)何分もかかって lろう。

ゆっくりとまばたきするなんて ζ とはないでしょう。

. (笑声)

歴史的はい

311 ・f一斉)歴史的 ※ 控室史⑮
歴史というととはわかるでしょう。 日本の歴史 西埠の 慶史なんて 1 00的とい弓籍いは適用施

いうでしょう。ああ ，ととにも歴史年表があり末寸ねの 古い時代か 11忍が広いので指導しにくい。

ら新しい時代へと流れが移っていくようすが密いてるりますね。で!用例でそのニュアンスを理解

歴史的というと，歴史のよう生 ，歴史の立場からいうととになりま|させる以外あまり良法は ない

す 。歴史的役人物なんでいろときは少しちがうね。 1ように思われる。

. (各自うなずいたり 私語したり 年表さしたりしている) I※ 不レ可ν飽
じ ゃつぎ不可能はい

. (一斉)不可能 |乙れも漢言語の指導でめる。

乙の乙とばはねo レをつけてさかさに読むと古旨うべからず点たは飽

く寸べからず できないという窓味になるのです。どうです ，手を

痛めていあ時に工作はできますかの

. (口々に)できない やれない

そうですね。不可能ですねの 手をけがすると工作は不可能ですねn I語の適用を図る。
それで木という漢字がつくと うち消すJ窓味に なるのです。 安心に不

が つくと不安心になるでしょろ。目立坊 の反対は失敗だけど ，不成羽

ともいうで しょ う。

乙の乙とばは ，いっしょ に

331 ・f一斉)宙今東西

乙の 字は

・{一斉〉宙い

ζ才1.1ま

・(一斉〉 今

とれは

. (一斉〉東

乙ず1.1ま

|※(;§東西

. (一斉〉西 ! 合成諮であることの認議~

ぞ うすると， f可かわかりませんか。乙の 古今というのはどういうと |得させる。

とに関係があり ;t寸か。場所かなn

. (口々に〉時紺のと と

そうで寸ね。むか しからい ままでの怒史的生，時間の ζ と で ，じゃ

との 東西は | 方角から ，場所という意味

. (私書吾)東洋と西陣 :とき引き出したかったわけだが

ほう ，うまいとと令いうねのぞう場所のととを さしてい ますね。東 |子どもの方でよく 反応した。

の万と酉の万 ，東洋の l璽/7，酒洋の国々といよう ζ とで寸ね 。

さて， つぎに美術館ですが，新潟にありますか，あると思う人，

ないと思う人

. (全部挙羊〉

そうです。浅A念ながらないんですo とんど美術館をつ くる時ほ， み | 多少のユ ー モアと共に，県

んなたとえ 10円でもいいから寄付 してあげてください。 I都に美術館が 依しいと闘う授
. (笑声) 1業者の 願いが現われf:_o

美術館というのはどういうと ζ ろな ん ですか。 はい後綴君

・は し、，絵だの彫刻だのをいつも飾っておくと乙ろ

そうですo でう して人 に見せるところですね。 よ野の美術館とい う

名前を幽いたととのあ る人

-7  1-



教師 児書E 彼自・考察

. (かなり挙事 j

351っ さにほのぼ のと した楽しみ ，乙れは どうです。はい 半白さん
・履 か み のある・…… .

溜幅
削

み

々

し

少

楽

は

た一

た
し
一

か
と
一

い

の一

四
回
よ
一

の
の
一

乙
ほ
一※
 なんだかしらないが ，oったかい，おっかさんのようとt味がすると | ほのぼのと した情感とか ，

い うような敬があった ね。ととるでね 。とういう乙とばは特 にね， I情農を鋭君そしてやれ1;1:よか
乙れだけと りだして もわからぽい 乙 とほで，文窓の申においてみと. Iったと思うの
いとだめ伝 わけです。

まあ ，急に くる楽しみ ，主主くくる縦しみとは少し君主うようですね ロ

36 I本文ぞ玄たよく味わって からに じま しょ 弓。
ど う ，ほかに質閣は あ りません か。一一一一一一一一

な いようですから ，それ では ，との文章の大づかみr，c-;まとめぞ寸る | メー ン ・セ ンテンスゃ ，

と， どうなるか ，もう一 度 しっかり 読 んでみてくださL、。 たいせつ lキー ワー ドぞ抽 出させる低み
37 Iなと とろは総 をひき伝がら読んでゐてくだ 8い n Iである。

・f黙競作業)

40 Iはい ，じゃ時間がき乏したから ，2 ，3人 の 人にだけ錯してもらい

玄 しょ う。どうですか ，ζ の文章はどん伎ととを言 ってい ると思 い

ますか。 ええと 山 間望書

• iよい ，あの絵が好 きにJなるiーはど 弓したらい いかというとと

が聖書いてあり京寸。 I 大 主主ぞl惨取し ，読みとりの
はい ，山田君の怠見は ，ます ζ の交誼 は ，絵が好きに<，るには…… |程度をたしかめる。

~ 1 I (板 m:しながら )ど行寸 れ ば いいかとい ろととについて偉い である 1※ 絵 が 好 ぎにな るには・・
とい 弓んですね。ぞ引だけじゃζrいで し ょ弓 ，つづけて・・・・・・

・絵のありがたさ

はあ ，絵のありがたさ ，ありがたいなめ ，というととパまい |※ いい絵 わるい絵

ほ かにもあるの ，あなた | 

・諸説い絵 といい絵につ いて |※ 絵 のありがたさ

山田容の鋭明に したがうとすると ，佐 々木8んのは ，

. (まも、，その京んと=か (t普さして仮替の ，r絵が好ぎになるに
は ..•... Jと 「絵のありがたさ Jの申 聞を示す)

な るほど ，文章 に 惨いてある順 序ではそ うなり ま寸ね。

は い， .7.1<野さん

・はい 絵 の頂点・・・ゐ ，長所

そ う ，それでぞの憲見は黒板のどとには いりま寸か。

・定んな かより 少しあとの方で寸。

なるはど .細 かに耳たみ乏 したね。ほかに ，(まい

・絵は一 瞬でみられるもの

l※ 絵の疫所

大窓がてれぞf1.段滋のよう

になっているの

lまいそれは絵 の々に

-絵の長所です

そ う ，それも細 かに続んだね。忌をあげ な い人にきってもらおう ， 断片的飢分的な貌みをして

はい ，太田君 い、る者に対しても ，読み手と

・罪者 |して要点 化レたとζ ろぞ聴取

じ ゃ泊が線 令ひい たとζ ろだけで お読んでください。 Iして承錯しながら ，大怒と しi
・好きな絵を見ているうちむだんだんほかの絵 もわかってくる |て概指させようとする営みで

ほかの人 ぎ 乙え玄したかn Iある。

• Iまし、

ぞう ， ぞ ζ もだいじなと とろらしいですねF 好きな絵を~ているう

ちに だんだん ほかの絵もわかってくる。 はい みな子さん

・絵が好ぎになるには，いい絵をたくさん見る ζ とです。

4とうすると ，めなたののは山田宕の f黒般をさして)

l ・あの 絵が好ぎにな るにはというととろで寸。
- 7 2ー



教師 !尼担

ぞう， Iまいtあなた なにか怠はで寸か。

"・ええと，絵が好ぎになるにはというのを絵がわかる ようにむ

るにはと したらいいと思い志す。

みんなどうですか。絵がわかるようになるにはと したらいいんじゃ

ないか というんですがどうでしょう。一一一一一一一一

さて，いろいろ意見をきってもらいたいのですが持聞が来ました

ので，先笠が一応まとめてみましょう。

あらわしかたは，いろいろあるが，山田君の曾ったように絵が好き

4反骨 五管 祭

になるにはどうしたらよいか，そして絵が好きになっていくと，絵 |※ @ 
のよさ長所などもますま寸わかって密びが志していくというような 1(事後評価として生徒の学習

順序で嘗いてあるようですo 乙れi立法た明日しっかり勉強し烹しょ|ぶりをほめて丸をやる。)

ぅ。きょうはとてもよい勉強ぷりでした。じゃ終わり末しょう。

第 2 時

教師 児童Z

ええ，それではきのうはたいへんよく勉強しまレた!のでぞのつづき

にはいる ζ とにしましょうo きのうは会体をさっと調べたのですが

，き ょうは細かいととろから順々に調べるととにし玄しょう。

それできのうの勉強の最後のまとめの時で したか， 山田君の窓見

ぞもとにして ，ほかの人のいろんな殺見も加えて惨いたのがめり去

したね。

分!山田君のはどうでしたかね。

11 ・f口 々に〉絵が好きに なるにはー… ー絵が好きになる・ーーなど
そうですね。 f坂容する)それに対して佐々木:さんはみとから，ど

ういう窓見でした。

. (口々に)絵がわかる・・・ ・・絵がわかるように仕るには・・・

など

をう，わかるようになるには f板書 ・・・・・〕 というととと，もうひと

つは，絵のありがたさというととでしたね。

とれはだれで寸かけ、い絵とか怒い絵とかいったのはの

. (口 々に )高橋さんです

ああそうo ぞれから絵の長所というのは水野さんでしたね。原点と

いう乙とばから ，長所になおしたんでしたね。

. (笑声 )

しか し パ、ま笑っている人もおかげで原点と長所というととばのほ

別がわかったわけですね。

板草書・考察

※ 絵がわかるようになるに

h立・・・・・・

好ぎになるには・・・・-・

※ いい絵わるい絵

※ 絵のありがた注

※長所

. ( 笑声)※ 長所

21ぞれから s長所のひとつとして ，一瞬で 見られるというととそ言ヮ|※ fー しゅんで)

7こ人は 3

. (口 々に)大塚さんです。

そう，そんなととで，きのうまでの勉強がまとまりました。 I前時の復習
，で ，ζ んと主ふろに大づかみに進めて来たのですが ，さてだいたいと

れでいいのか，どうか，きょうもよく考えて読みましょラ。とにか i※ {小黒板で提示〉

くしっかり読めば読むほど考えは，はっき;)してくるものなんで す

から考えζEがら読む ととがたいせつですよ。

31 さて ，きょうは ，説んでもらう簡にこの 小泉板を見てください。

とれは文主主のはじめの方を欝いたんですけれども 一一一一 ，;;t:を見る

と一字下げて昏いであるととろが目につきますね。乙ういう一 字 下

- 7 3ー
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祭

「一一

「 市
「ー-斗iji(段

げのと乙ろから ，次の一 字下げのと乙ろ去でのかたまりをなんとい

うんですか。なんか名前がある。

. (私語)くぎり，段，段終なと

41そう，まあふつう，形の上 の段落，形の段落なんて宮ってますね。

意味の上でも一つのくぎりに なっている ζ とが多いのですc そとで ，

少しよけ し、信お話ですけれども文章というものはね，全部でひとつ

のまとまった告さものみたいなものなんで寸。なぜかというとね。

文章 ははじめからおし玄い乏で，ずっと読んといかないと全体の窓

味がわかってとないんで寸。とのへん だけちょ ζ っと読んで 1あと

とばしてしまう人は怠味をとりちがえてしまうかもしれない。

ぞれから， ~主た乙の段塔というのは，はっきり分かれているよう

にみえますけれどもけまんとうは，乙んとEふうに「障害図ぞ示しなが

ら )意味がつながっているんですo たとえていうと人 間の手 ，足，

は形の上では別のよ弓だけど骨も肉もつながっていて ，特に血管な

んかはすみずみ支でつ位がっているでしょう。ぞろいうふうに考え

51て来ますと，文翠め入閣のからだみたいにつながっている。段落と
段落がととばではっきりつながっているとともあり ，読む人の心で

つなげるとと もあるわけです。

そんなわけですから ，読むときはどうかていねいに読んでくださいの

きょうの固めでは，文主主の意味を考え々がら ，中味のくぎり と怠

味 のつながりそ考えながら務む、ととにいたしま しよ ろ。急行列車で

行くようケ読みかたは，あ烹りばめられ主せん。鈍行列車でいいか

らあたりの策色ぞよく眺め味わって進む‘ようとr読 みかたがいいと思
61います。
じゃ次の11民主昏の人 ，亀貝さんお願いしますの

91 ・指名読f誤読修正)

はいよろしし、。っき丸山さん

・指名銭 f誤読修正〉

はい ，よろ しい。 よく読み去 したが ，足 し読み 「どんな大作 で もJ
一一一 それから， r文学Jの読みがまちがい ましたね。 とんど気を
つけま しょう。 はい ，っき

・指名読f誤読そのつど矯正 )

はc，'，たいへんよく読み玄 1，1こ。注てきのよラ君たちが冨ったとと

一一一それは大きくこつに分ける考え方だったのですが。ぞれは どう

なのでしょう。あっともさっき言ったよ弓に ，いくつに今?けても，

全体のつながりは一 つなんだけれども ，一一ー さあどうですか。

きのうと 少しちがうとい弓人いたら発表してください。一一一一ー ぞう ，

じゃはじめから進みましょう。はじめの形のくぎりは

考容仮盈見自jji教

I L文章は自もの
つながり

とのよ今に殊更な文章輸は

しなくとむよいのだが，初め

ての子どもで ，ふだん ，どの

よろに文単を認識しているか

わからないので説明したわけ

である。

学習目線ぞ示したもの

※ 文 そ ていねいに考えなが
ら読み支しよろ。

. (口 々に )3行自 3行など

ぞう， じゃ行の下に小 さく鉛筆で 1 ，2 ，3 ， 4というふうにして

行数の番号ぞ入れてもらいま し ょうかね。頁ごとにね。とうい うふ

うにですよ o (教科 書 をさし ，板番もする )

. (各 自作業)

ι、ι、ですね。

じやその3行自まで ，つぎの人読んで ください。大儒芯ん。

.指名説

16 Iはい ，とと乏ではどういうことぞ言ってますか。形の上 の第l段浴
4まも、

・絵がわかるようになるにはどうしたらいいか

そう ，だれが 人 に聞かれたんです か 。

1

2

3

4

 

寸
※ 

11 

13 

間
.

品
官

質

ロ】
「r
 

※ 
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教師 L電車

-ζれ ぞ嘗い た人

ええ，作者 ですね。との文雄を嘗いた入 ぞう思う人

171 • (一斉)はL、 挙手

たずねられた ..IlUのととばでいうと ，

. (口有に 〉聞かれた。質問された。

をよう ，作者が質問されたというんですね。第1段は。

ととろで絵がわかるというと とはどうい うととなの。算数がわかる

18 !というのと同じなん ですか。一一ー じゃちがうと思う人。

. (かなり挙牢 )

じゃどんなふうにちがうの。算数だと飴算の九九がわかると ，掛主主

がわかるようになりますね。それとちがうね。はいあんた 。丸山さ

ft，。

-絵を!惑じるととです。

なるほど p どういうととを!軍事じるんです。

-はし、，絵のよ いととろとか ，惑いと とろとか -…-

.そうですね。おもしろいととろとか pなにをかいたのかというとと

もわかるt立。 Jま古川ニ』立.Iまい，

・かいた人の気持ち

ふうん ，そうね。ぞれからあとは窓口沓いてあるんだけど・・・

. (日々に )菌室買の名 どんな時代

ぞろを弓 ，そうい弓ζ とを玄たあとで勉強しましよろ。

とにかく，算喪主とまたちがったむずか しさがあるようです。そζ で

板嘗・考察

やや一問一答に援したきら

いがあるロ

201乙の質問に答えて，どうしたらいいのかという乙とが次々と密いて |※ 答

めるはずですね。じゃ次の人 第 2段読みましょう。桑原さん

・指名読

は い， 形の上の第2段常事終わり;;tした。 どうです，答は出ていま し

221たか。

24 

. (口々〉はい 出 て いますb

と乙で寸o ぞれは。出てい る ととろをいろい ろ指でおさえてご らん

なさい。 じゃ ，先生が読み玄すからね。さめ ，どと烹でがその答の| 必ず本文につかせる態度ぞ

部分かく::0(本交を読みはじめる)獲いたかったのである。

「いい絵の本をたく さん 見るζ とですo 見ている うちにだんだんす

きになりますo すきな絵を見てい るうちに ，だんだんほかの絵もわ

かってきます。初めいい と思ったものが・・・ー・・J
もっと読みましょうか。

. (口々 )いいです。もうそとまででいい。

はい ，じやどういう答なんですか。わかりますか。

. (一斉〉 は L、 はい f挙手)

ぞう ，じゃま援にお願いしょうか位。ほし汁箕山君

・見てい るうちにだんだん好きにはる。

『さかんに挙手 〉

そ う pそれも一 つですね。もう少しずばり と答えているととろはあ 咽

りませんか。太閏君。

-いい絵をたくさん見るととです。

f賛成 はーいという筒が しきり )

みん往てれでいいようですね。 f板書し信がら ，児童と共に ) ~ ，~、

※答

いい絵

絵をたくさん見ることです。それだけでは，まだ足りないので ，ぃ|※ 絵 の本

い絵の本をたくさ A，見る乙とです。一一一ーー ほんものの油絵がいつも

そばにめればいいが，名固などはめったに見られませんね。だから

そういう時は ，絵の本を見たらいいし ，また絵の ζ と画家の乙とも

絵の本に出ているんですねo一一ー さめ 乙乙まではと名答 でしたが '!

-7  5ー



曹， . 
教師 A .I1l 

るとはどうなるんでしょうか。見ていると，ど弓信るんです。

. (口々)すきにタる。

そう ，ぞればかりじゃないね。それからだんだんすきになって，ど

うなってい くかというと とが書いてめり ますね。それをノートに ，

だいじなととばを嘗いてみてください。先箆がやりかたを黒板に惨

さますから ，それにならってやってごらんなさい。 f在互理嘗する〉

者支聖書 ・ 考祭

26 I 兇ていると ，だんだんすきになる。そして ，ほかの絵もわかる。 I※だんだんすきになる。
というふうにね。 I I 敏

. (一同ノー ト作業 ) 1 ---ほかの絵もわかる 師

f机閣巡視)なか信かよく書いているね。 I半 i 
はいパ孟とんどできたようですから，半田さん ，あんた.自分のノ |回すきで信かった絵がすぎ

ートを見て待いてぐださい。 I ~ になる

. (半国 ノFートをもって板聖書〉

31 I先安より字ぞじようずに嘗いちゃだめだよ。 I 愛着を感じる絵がでてく
. (一掬大笑 ) 1 る

ほかの人，自分のとくらべて

. (半田着J常)

-'To ，なかなか字もきれいです lv，よく騰をき Fをしたね。

さめ，半白さんは 3ζ 弓ま とめたので寸が ，みなさんはとうですか。

. (一斉 〉いいですo

なかたかし、POただそう して降参しちゃ 弓の。ほかに獄見は。一一ー

だい作い閉じ人

. ( ，まーい 大量包分挙三手)

じゃもっと細かにした人

. (挙手なし)

ほう ，r~か公かとれはよくまとめたというわけですね。じゃもうい

自分で直接よさが蛾じら

オ1る

いい絵はいくムみてもめ

さタい

つま ら公い絵はすぐめき

る

331っぺんみんなで読んでみましょう。 とれは，第l段の質Iゆこ対寸る| 範読をし，そのゆ唱くりし

答と鋭悶のと ζ ろですね。じゃ先告がゆっくり続みま司からいっし 11こテンポの中で静かに思考さ
ょに考えてみ点し よう。 Iせようとしたのでめる。
「いい絵をたくさん見る乙とです。いい絵の本をたくさん見るとと

です。見ている弓ちに ，だんだんすきになります。 :すき々絵を見て

い るうちに ，だんだん ，ほかの絵もわかってきます。一一一Jr~ぜ ，

ほかの絵もわかってくるのですかo はい

-絵のねうちがわかってくるの

ふうん，すさと主絵を中心に見ていくとほかの絵わ一一一一一一一

. (白身に)わかってくる。

くらべたりなんかしてね。自分のすぎな絵をわのさしにしてくらべ .

てみるんでしょうね。寸るとわかってくる。

ζ うした問答では，主体的

公邸考が失われがちはなるの

で簡別的に反応を強かめるよ

ろに努力したいものである。

「初めいいと思ったものがよく往くなり ，初めすぎでくよかった絵が目 。

すきにと主るとと主主oり志す。 Jす きに令るとともあるoζんな ζ と |※ムある
361み ん々にありますか。

・{私書苔〉ある

はい ，種間窓，どんr.t:とと

- 76ー



数 自市 見11:

-小さい時は漫闘が好きだったけどいまはぞんなでないんです。

l立はめ，先隼にもぐんな ζ とがめりましたよ。女の人なんかでもは

じめ人形遊びが好きだったが，いまは，銃密するととが好きになっ

たというよう匂人 もいまし Iうね。

! ととろで，全部そ弓なんですか，初めすぎでタかった絵がすきに
目 ζtるのは一一一一一一一一

. (口有)ちがいますn

板膏・考草案

なぜ，そうじゃζょいと，どとでわかるの。はい お | 助簡を文法的知識からでな

・I".J:るとともあるといっていますo Iく ，文法的感覚でさとらす。
ぞ弓 ，ぞのもがだいじ往んですね。もめる往んですね。だからそ う l 隠織を鋭〈寸るために。

で I.J:い乙とめめるわけζEんです。と今い号制か々ととろにあよく 注

怒したのはえらいとJ思いE立すのじゃ，っきへいきましょう。

「そして，たくさん恒ている弓ちじ，じぶんにぴったり感じられて

見ているとうれしく信り，~務を感じる絵が出てきます。 J 一一「一

一一一ぴったり感じる一一どんな気持ちなのでしょろ。 i立L、。

・自分の気持らに合号。考えと合う。 I とのへんは少し説明が多す
そうですね ，自分の気持ちにぴったり合う。そんζZ級験めりますか。|ぎて，m畿法の短 所のみ露呈
たとえ，;1:音楽公どで ，自分にぴったりというよろなのありますか。 1しているよろにj思える。

たとえばショパ ンがいいとか。 ペートーベンがいいとか。

381そんなにひずかしいふのでなくと恥 ，ギターがいいとか，アコーディ

!イオンの曲がぴったり寸るとかあるでしょう。

. (各自う必ずいている。)

そういうぴったりしためのには凌着を感じる恥のですね。

1 r初めは他人におぞわって好きに仕る場合が多いようですが・ー-J
他人にとれがいいんだよと教えられ，そんなめのか令Cあって思って

いるうちに好きにぽる。まだ本物では公い。と乙ろが， r見ている
うらにI直接によさが感じられるように信り玄す。」さあ，そんな縦

験めりますか。絵でなくとわいいよ。大塚さん。

・わたしは ，ピアノ管官まっているんですけど パま じめ郷原ちん

にいいって教えられてやったんだけど，近ごろ自分でやって

いいなめと思います。

なるほど ，乙の文績のと同じ経験ですね匂そとで ，~、 L 、絵というあ ! ととらめたりで盛んに内容

のはどんぽですかね。 ーー一一 みん位でー しょに鋭んでみま しょうか。|体験の鉱充ぞ図っているわけ

l一一ー はし、。 1でるるが，それが説示によら

1 • (一斉)rいい絵というものは ，見れば見るほど好きになる 11"';:-いで進められるようにぽれ
もので， ~ 、くら見てああきないからふしぎです。反対につま 1，;1:，銃みが本格的じなってさ

らない絵は ，初めは磁，心してふ，すぐめぎてしまいます。J 1たととに主主ろう。
はい。乙のζ とはけ孟んとうにと恩いますか。自分のほかの経験か

411ら考えてみて 一一一一一 正しいと思う人。 1 縫験がゐつであ ，億人的信

・はーし、f大節分業羊) Iむのでめるから，それをやや
さめて，それじゃ乙ζ に， )レオーという人 の かいたキリストの絵が |共通化しようとしたのがJレオ

めるから見てとらん |ー の絵の盟主示々のである。

風 f絹さん どん信感じが寸る。

-感じた乙と~すなおに ， しっかりかいていると思います。

なるはど，たいした批評ですね。

. (一同笑声)

はい ，宕は。 IIレオーの絵の様写の大きい
・とい色で，太くかいてあるから，がっちりした感じ |めのでもあれば ，r見ている

公か々か君たちはいい自ぞ持ってるね。先笠よりえらいぞ。先生が |うちにだんだんよ Eさがわかっ

はじめJレオー を見た時ね。1".;;んて不様用公ゴシゴY した絵だろうと|てくる。 Jという事情が明白
I)思いま した。をばへ寄るとね。絵具なんか何センチ〆ー トJレふ厚く |につかめると思うのである。

.一77ー



数 前 . 児 重E 板P'f . 望号 祭
ぬってあるみたいなんです。

ととろがね。なれてみる とね。z廷によく瞥いてあってね。何か ，ふ
43 かー し、 ，どっしりした感じに打たれます。見るたびにその深さ，m
さにひきとまれるよう生気持ちに伝って，見めざるととろかいつま

であ見ていたい 気分.こなるんですよ。

みんなはすばらしい穿静腎批評家のようですが， )レオーの絵の形を見

て ，へ たでつまらないと思った人 もめるでしょう。ム ζ ろが ，なん

ども見ているうちに ，きっとひ きつけられるんじゃないかと思いま

寸。そ弓 して ，)レオーの絵1枚欲レい1.[:めって，おとうさんにねだ

ったら1枚 1000万 円もするんで，び っ くりして腰をぬかす人 わ

i5るかもしれない。 f一 同 大笑〉

そ う した時 ，ζ ういう複製のでがまんするわけですね。

45 ちょっとおしゃべりが過ぎましたが，とれで第2段落のと ζ ろを終

わりましょう。じゃ お休みの時間にしましょう。

。第 3時では，前半をほぼ向じ形式で逆行し ，後半lま
文宣置草地造の玄とめと ，文主主のていねいとr読み でまとぬたの

ー 一一一一一
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I・絵を見否喜びJのまとめ

(1) 予備調査について

子どものレディネスを見る目的で笑施した。調金内容は以下の工うであるが.結果の大委任.後述

する。

予備調査 上月T
~線小学校 6年 組 号〔氏名)

1 d)なたのいままでに見たととや、感じた ζ と〈経験.既知事項}

イ あなたは絵をかくと とが=好き ふつう あま り好きでない

ロ め位たは絵ぞ一見るととが= 野さ ふつう あまり好きでとEい

ハ学級争学校で図?面的作品を見ることは=好き ふつう あまり好きでない

ニ あなたは友だち1コ絵のじようずへたが= わかる だいたいわかる

ホ おとなの絵のてんらん会に= 希望レて見にいった 家人や
みた

友だちと

へ あ信たはおとなの絵にもよしあしぞ感じますが。

強く感じる ぼんやり感じる なんだかわからない

ト 司o.rsたは、絵を長Lる とどういう ととろに一ばんひきつけられますか。

わからない

いかない

チ あなたの好きな踊掠の名~上に硲ぎなさい。そ して、その i函家の作品の名 〈めるいは特ちょう〉

も知っていたらその下に瞥きなさい. (好きな雨量択がなければ知っている画家の名でもよい.

聖堂入でよい〉

〈画家の名) I (作品の名まえ か 特ち ょう)

2 乙とl;r中文の窓味と、使いかた佐ど(言語知総.技陣〉

ィ っきのととばの滋味を=の下に密いてください.もし知っていたら .

愛着~!穆じる=

じぶんで宿銭によさが磁じられる=

女学=

不可町I?l= ー"し申Iv=

古今東語の人=

ロ ヲ ぎの乙とばを使って短文ぞ作りくfさい。

7'と』こiJ>く=

イ いわんや=盛山にさえもてないほどの麓い右でゐる。 いわんやーー一ーー，

ク 見れば見るほど=

o 結果の大要

・絵画についての経験や ，既知事項

① 絵をか〈乙とが好~ 6 7 % ふつう 2 1 好きでな凶 1 2 

cg; "n見るととが好き 7 2 ふつう 2 6 喜子きでない 2 

@図画を H 好き 5 6 ふつう 3 6 好きでない 8 

ζの学級は絵を見たりかいた りするととが.きわめて好きなようである。好き で 友加者は，多〈

凶画が不得意のため劣等感をもっているのではないかと忠われゐ。 それは学校で図画を見るととを

好まない者が .@の一般の場合よりも増加している ζ と ，なよびCDの絵をか〈 ζ とが好きでないと

いうと とるの多いととから推察される.しかし概して好きなようであゐ。
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也}友だちのじようず，へたがわかる。

@ 絵のてんらん会K希望していら

2 6 % だいたいわかる 6 5 わからない ? 

4 % ~買人や友だ ちと 6 2 いかない :5 4 

主観的な応答であるので ，実態を正確には加えないが.まずまずふつうの批判j限をもっている

ように忠われる。友だちの巧拙が判定できる者が大部分である。

特殊の子どもを除いて，さすがに成人の絵の展覧会にまで希望して見Kゆ〈者は少な加。新潟

lζ弘美術館が2まいのでよ付い機会が少ないように思う。家人や友だちと見る機会が多いのロ，市

内の丙デパートなどで展覧会がある際， 実物等のついでに見ゐ ζ とκよるのであろう。

加なかの子どもよりは，相当美術的政境(l(i恵まれてはいるが他の大都市K比べゐと低い。

⑤ なとなの絵のよしあ しを強〈感じる。 stfJ ぼんやPと 5 9 わからない 3 9 

乙れも普通の反応、であろう。

⑦ あなたは絵を見ゐと.どういうと ζろに一ばんひきつけられますか。

さまざまな反応があったが ，概して 形のよさや，色彩の美しさK魅惑されるという反応が多

い。また ，人物園K興味をいだ〈者が案外に多<，との時期の児童の特徴の一面を物語るもの刀、

もしtl.なν、。

金J好きな商家.また知っている函家名

もっとも多いのはゴッホ それから ミν一 両画家がいろんな意味でポヒ・ュラーな存在で

ある ζとが知られる。つぎκ教科書掲載の 横山火観・岸田劉生・安井曽太郎 左どの名前があ

げられ，ピカソ・マチス ・岡本太as--乙れらはジャーナリスチyクな意味で，またはテレピ
等の影響で知られたものといえ正うが一一一ーなどの名がわず刀，(1(見えている。要するに，美術的

な生u微や，美術史的な教養はほとんどないという状態であるから ，それだけK教師の側で間接的

な経験を符成してやる必要があるのである。

らは .経験や既知事項に関して ，子どものレディネスは正常で .ま?公むね良好である。全体を通じて

絵画に関する義礎的な認識をもっていないようであるから， ζ の教材を通じてそれをつちかい，文章の

内容を味解させる ζ とがたいぜつである。そうした美術鑑賞の茅を養成して卦ぐととは教育的窓義をも

つのである。

。言語知識や技能に関するもの
-受着を感じる 6 ~も -じぶんで直接によさが感じられる。 8

-文 ーAナLι・ 1 :5 -不可能 5 

-ーしゅん 1 6 ・古今東西の人 1 0 

短文つ (f] 

ア と。てか〈 82% イ いわんや ? ウ 見れば見るほど 7 6 

全然指導していないわけである刀ミら ，，部分、を除ν、ては 20 %以下の正答であ!J，乙れが自然の状態

であろう。 iとKか<Jや「見れば見るほどJは，日常使用度数が多かったり意味が推定しやすいζと

ばであったPするので，正答率が高いのであろう。

全般を通じて ，との教材Kむかう子どものレディネスは正常であると考えていい。とうした状況を念

頭に合いて授業を進めるととは ，指導上有形無形の利点かあるから ，ζのように ，細かな事前調査を毎
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日試みなくとも.教師はなんらかの予備調査(口間口答か，挙手K よる反応でもよいが)をする習慣を

つけてすきたいものである。

(2) 展開について

指導過程KTlPする個々の考察は笑践例のと乙ろに掲げてないたので，ととでは全般的な乙とを要約す

るにとどめる。

① 絵を掲示した.!J，それを中心vc話し合いをした Dしたζ とが，内容体験を拡充して読みを深める

乙とになったかどうか。とにかく，直観的な媒材を有効に用いた凶ものである。

指導者としては，言語偏重κ堕して，表面的な言語理解だけで読解が成立したとすゐ乙とはあくまで

排したい。 どうしても ζ とばをとあ、しての内容理解』てまで襟めたいと願

うものである。したがって，オグデン ・リチヤーズらの定義すると乙ろのことばの象徴的機能や .1奥情

的機能などの諸機能も教育段階の児童・生徒K対しては，できるだけ具象的Kかつ体験的κ了得させた

いと願うものであゐ。 r絵を見る喜び」を表面的7.1:，分析的と図的作業(説明文読解指導の一般的形
式としての )VC訴えるだげでな<.教材VCJ'lPした媒材を有効κ使うことを強調したいのである。

② ドリル学習や，応用発展の学習は時間の口どう上割愛したが，乙れは当然必要であり ，重要であ

る。

指導害ーでは 4時間取D扱いの教材であるが，本文E矧加を主としたので 5時聞にとどめた。しかし，

ζの教材価値をじゅうぶん陀実現すゐには.作文を惑かせたり，あるいは展覧会か，教祭での小品展を

見たりすゐ乙と.あるいは語いや.文字のドリル学習7.l:どは当然なすべきものである。

Q) 細部の読みには，暗示や指示を与えて注意深〈読ませる必要がある。

今回は，子どもの注意深い読みをうながすために，教師が文や段落を読んでかなD講義的なていねい

な指導を試みたのであるが，玉子素とうした取り扱いを続けてゆ〈と，子どもの読みが分析的K<わし〈

なってゆ〈と思われる。7.l:台分析的な創H部読みと同時に文と文との関連等を考察する総合的な読みを育

ててゆげは，そとに宕のずから高次な分析総合読みが完成してゆ〈わけであゐ。いずれK しても，平素

鰍密7.l:読みの習慣をしつげて会くととがたいぜつである。

@ 一口K説明文とはいっても個々の文章の特質K即すべ芭であり.一般的類取的な段落設定K腐心

すべきではな加。

との文章は説明文ではあるが，段落椛成がそれほど明確ではない。絵が好きV亡なる状態とか，わかる

までの過程などを随筆的に述べていて .1趨然、と した論理ー構成をもたないのが特色である。ぞ乙で， ー鮫

的な段落設定もさゐ乙と左がら，)t図等K ょうて絵がわかる過程をたどらせる乙とがたいせつとなる。

(3) 事後調査について

とれも質問紙による調査で，児童Kよる教師の指埠評価と，語い力テストの 2部で構成してある。

.児童の教師評価

回先生のか話Uてついて

① よくわ刀、り 1ましたか。

イ とてもよ〈わかった B 7 qb ロ かなりよくわかった 1 3 (ふつう・少しわから左刀三

った・わからなかった 広口%)

(2) 声はどうでしたか。

イ 大き 〈てはっきりしていた 2 2 % ロ.ふつうだがはっきりしていた 7 8 C下略〉
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@ 声をきさながら感じた ζ とは

イ 生き生きとしてきた 56%  t.l ふつうで落ちつけた 2 9 ハ 静か 1 5 

(1) ととはにつ凶て

イ むずかしいととばづかい 4 循 ロ ふつう 77"、 守コさしu、1 9 

⑤ 先生の沿話のなかで心K残っていること。

多かったものを列挙すると

・絵を見ながら勉強していったので絵がわかった。 ・絵の傾向のちがいがわかった。

・文章は身体と同じと聞かされた。 ・ユーモアのいろいろ(大きな子どもに.君は絵でいうと大作

ですね。 Jレオーの絵千万円。美術館の寄付 など)

@ 辛子もしろさKついて

イ 文章がお・もしろかった 4 % コ 沿話がま?もしろかった 1 8 ハ お、話をきいてよ〈読ん

で考えられたから 8 8 

⑦ 自分が勉強する上でため氏なったとと

・絵のことがよ〈わかりそう Kなった。 ・文章はていねいに読まねばだめだ。

-しかし とか ζのとかのはたらきがわかった。(接続，お示〕

⑥ 自分が勉強すゐ上でつどうの悪刀孟った乙と

などが多い万である。

・はずかしかった ・うけもちの先生とやりかたと少しちがうのではじめやりに〈かった。 等

回語い力のテスト

事前調査K掲出したものと全〈同じものを用いた。その結果「いわんや」の用語が 72 "f;であった

以外は，み念 8 5 %台になった。

以上を通覧すゐと，初回の長業として0 ，良好な 成績だったようκ恩われる。

な主;>， 1喜事項小学校の d年生vc.i読書とわたしたら」という説明文を指導したのであるが， ζれも，

基宏的な態度は. i絵お見る喜びJと同様である。 乙の文章では，具体的な視覚的・聴覚的な媒体をと

かすわけでは念いが.説話をとがして読み手の追体験を補助し，うながそうとしたものである。

その文章の一節に「少年時代VC.尊敬できるりっぱな先生とか ，親類のなじさんとか，年上の友だち

とか，そういう人たちがいたために，いろいろと教えられて， ζれからの自介の生きかたが，はっき D

と方向づけられるととがあります。主?となVてなってから. iもしも，あの人V亡会わなかったら，じぷん

の進んだ道は，べつの方向だ司たかも しれない。今のじぶんは，もっとべつの人間Uてなっていたかも し

れ左い。 」と思うようなことがあるものです。そういういい人たちにめぐりあうととで，人聞の一生は

大きく変わって〈ると考えられます。. . . . . Jとある。 ζの箇所を指毒事する際VC.子どももよく知

っている野口英世博士の例をと Pあげたわけであるが，子どもたちは応品傑〈聞き，読みとりにも好影

響を与え，感想文等にも深みのあるものが現われた。

したがって，読み手の文章読みと Pの内容体験を拡充し深化してやゐ ζ とは重要であると思う。
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3，物語的 文章の指導例

「くまと子どもたち」 小学校6年

読みの継時性に立脚した読解指導

〔解説〕

乙の項Vてかかげる実践例は，とれまで述べてきた説解指導とはやや異怠った瓢盟をもつもの友ので，少

し〈解説を加えたいと思う。

読解:m事VC$'いて.文中にある語句の王竪解とか， 要旨の把爆とか，読解K辛子けゐ ζれらの分節を指導

するζとは，いわば読解の基本的分mm:ついての訓練指導であ !J.いをこれを水泳の練習にたとえてい

うならば.手の練習，足の練習というような基本練習K当たるものであゐ ζ うした読解の各文節につい

ての恭本的訓絞が学年に応じて体系的K指遣されるととが，読解力の7長・成にはきわめてたいぜつな乙と

であり望ましい乙とであると思われるのであるが.今日まだζ うした体系は じゅうぶんに組織づ付られ

てはいないようである。と ζ ろで， ζ うした読解の各分i!'iの基本訓練と同時~'( .基本訓練で身につけた

それぞれの技能を実地の場b誌で総合的Kはたらかせる，さきの水泳Vてたとえていうならば ，手と足を同

時κ動かして実際K フーJレを泳芝きる，そうした総合練習 ，読解の総合的訓練が必要であゐと考えられ

る。いまことにか刀ミげる「読みの継時性(t(立掬した読解指導」とtハうのは，まさにそのような読解指噂

なのである。すなわら， ζのJ日諦;!.分節的基本訓練で習得した読解諸能力をじ申うぶんに活用しつつ

文章の官頭から末尾へと読み進んでゆ〈読みの過存者d食道;するものである。文章を読みながらその内容

を読みとってゆく読みの力を市11紛1し，その力を子ども自身の身V亡つ〈ょうvc育てようと:怠函するもので

あゐ。臼1t言語生命vc台付ゐ雪紛活動と しての読むブ〕を問題と し，乙れを直披精なうとするのである。

とれは銃jltf.の本質κ恨ぎした指迫であ り，また一面， 院答指導K速なるザコとして.読書力を培う上V亡き

わめて有効でるると三考えられゐ。

ζの読解指導は，その指部)j王たと して但特ZIJEH新 しいものではな<，古くからある講義方式によって

いる。広い意味での文法をもとにした文章票依と，文学鑑賞の基盤K立った内容把慢の総合の上VL，文

章の冒頭から一字一句ゆるがせvcせずj原次詳しい読みを施してゆ〈のである。ただその際VC.前章に述

べた指導仮説がその授撲の中氏じゅうぶん生かされるような指導がなされてゆくわけである。

ζ うした読む活動は.元来内面的な活動であるので，学習場面での表面的児童の活動はむしる抑えて

静刀sな薄着いた学習，しかも個々の児童の心の内部vc訟いては めいめいた旺盛な読解活動がなされて

いる，といった授業であってほ しいと思う。 そうした点でζの講義式授業は ，単なと上からの知識の伝

授や押しつηではな<，常Vζ児童の内面を見つめつつ指導する ζ とがたいぜつであり .それがとの指導

の一つの特色をなして回るともいえるのである。 "!1t.文章冒頭がらの詳密な蹴解という点では，最近

いわれあプログラム学習と類似した点があるが，そのスモールステy プ， ロングステッフを ，授業の場

で自南V亡駆使しつつ読解?深めてゆ〈と凶う点(1(.紙面ゃ機械による学習とは異なった，生きfr静英と

しての特質が見られるのであゐ。

さて， ζ 乙~C:取りよげた教材tr. 物語文でしかも平易な内容の文章である。とう した教材の指導では

概して物語の主題的なものを問題とし，感想、を中心とした授業が行なわれ ，その文章表現は轟〈読み過

どされがちである。もちろんそうしζ意図で ζの教材を扱う場合には，それはそれで£いと思うのであ

るが.?廷は， ζ うして一見平易K見える文章でも，ほんとうは .読むというととはむずかしいものだと
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いう ζ と，乙 ζVζ扱った程度の詳し¥A読みを基礎K しなげれば，その読みのよvc立つ感j僚も主題抱握も

根拠の弱いものであること ，そうした意味で， とうした詳密な読解が乙のような平易な文章でもなされ

なければな らないし，また授業としても可能なのだとh うととな ，一般(そE誤解 していただきたいのであ

んさらκもっ と高度な文学的文章や論説的文指亡訟いては ，乙のよう宏指導は一層効果的であり，と

うした指導が国語指尋全体の中に時折加えられる乙とに 4って ，読解力は一段と増進するであろうと予

想されゐのである。

ただこのような読解指導に対してはo¥.の主うな反論が考えられゐ。

第ーには ，乙のような詳密な読解は子どもたちK遅読の傾向を もたらしは しないかという心配である。

乙の点についてはまだ実証的κ謁べたわ付では，まいから .何ともいえないが ，ただわたし向身の純験と

考察Vζ従えば ，む しろ反対で，その心配には及ばないと忠、っている。それは ，相当むずかしい文章を乙

う した詳密な読解でやさし ぐ 読み く だぐ とと を体験 してお~ (と，新 しい文章に接した際，ぞれがいかK

もやさ しぐ感せ・られ.すらすら読むζ とができゐものであるからであゐ。かつ.こ うした指導は ，絞解

j宕導の中U亡時折 (5固に 1目 くらいの割りで〕組み込まれる乙とが望ましいので ，一方!て乙れと並行し

て ，あらすじをつかむ読み，要旨や大意をつかむ読み ，主明を探る読みというような ，欠づかみ左読み

も指導されるおげであゐから .そのために返読の傾向を生むというような俄黙にはならないと

ある。

第三(tC，とのような詳密な読併を していたら ，v司〈号、i博聞があっても足Pないだろうという意見が生

ずる刃Aも知れない。しかしこれも笑際II(N!Jさない意見で ，ζの拾滋は必要にしてじ品うぶんな説明を行

7iうもので ，無駄の多凶問答式学習等l宅比べて時間がさほど要するもので低ないのたとえやや|砕渇がか

かあにしても ，前述のように ζの指壊は時折行な うだげのものであゐから ，ヂの繍充はじ唱うふ・んつけ

られるであろうと考えられゐ。

第三の反詩と して，乙のような尚道は相当高い国務学力をもたない と不可舵であゐ。実ブ'J~ゐ者のみV亡

できる指導で，これを一般化す2らととは困難であるという意見。とれはもっともな意見であるが，しか

しζ うlハうととは どのような指遵Kついてもいえるととで，一般に行なわれている読解指導にないても

教師が笑力をもたずに指選手できるなどという持導方式のあり得ょうはずがない。実力がなぐともだれに

でもできる指導方式があるかのように考え ，その指導方式K従つてなれば安心だと，ぞれκ頼ろうとす

ると 乙ろに .今日の学習持導の ちっともフにきな欠ll1o耐あると息われる。そ乙IfCは持母方式の形骸が横た

わるは・かりで ，哀の指導はなされていないのであゐ。たとえどのような指導方式でも ，ζれを実僚に生

か して指導するためκば ，教師のたゆみない研究と高凶実力が必要なのである。

最後κ，いうまでもない乙とであるが，ちょっと付言してなぐ。 ζ うした文章の冒頭から順次に読み

進む読みの総合的言1¥綜1':):，どの学年段階にかいても，時折行なわれてよ h し，またそれが望ましい乙と

だと考えるのであるが ，1とだとζK示したような詳密投読j砕は ，小学佼高学年以上の段1
'
音で行なわれるー

べきもので，低・中学年lセかいて乙れをそのままの形で適用するととは，適切でないと考えるc 前琶の

仮説の説明のと ζ ろに注意してな出たどとぐ， ζの読みの総合的訓税、も ，学年段階K応じてそれぞれ指

導の〈ふうが之とされなければならないのである。
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〔笑験反業〕

第 1因

調'l， 2回

昭和五白 年 7月9-12 1:1 北橋原郡豊栄町立葛野J~佼 6年

/1 1 0月 10日-12日 新潟市立上所小学校 d年

投署長者 新潟県立教育研究所員 大竹大三

〔教材]

〈主と子どもたち (光村新盟諸六年上絵のない本)

葛塚小学校では教科:訟を使用，上所小学伎ではプリントを使用一

〈ーまと子どもたち

「ある小さないなか町でゆ ごと・でしたα 」
と、 月が、 言いました&

「市民の階下の渇:聞に、くま使いの到が、 す わりとんで夕飯ぞ食べていましたι くまは、 列のま

き小屋の後ろにつ々がれていましたw 見かけはいかにもおそろしそうでしたが、 乙れまで、 どれに

も密を且口えたととの信い、いにつておとぽしいくま Cいた。

出まどのめる二階のへやには、わたしの光そ叉 けて、三人の小さな乎どもたちが、遊んでいまし

た」いちばんJ二の子は六つくらいで、い Zろばん下の子は、 まだ了つにもなっていません e そのとき、

バタン、 パタンと沓が l...て、陥だんを」ニってくるものが 呂とりました。いったいだれが、やってくる

のでしょうe

カ'タンと戸が、 あ 予きました。 見ると、それは、花、のくまだったのです。大きな毛むくじゃら

なくまだ -Jた の ですゐ たったひとり 、吋:車道でじうとしているのがたいくつになったので、 なんとい

う乙とらなく、附だんをヨ上 ゥてきたのです。 わたしは、なにもかも残らず見ていましたo J 

と、月は、言いました白

「と、子どもたちは、との大湾とよ毛む、く じゃらな動物を見でさえーをつぶし、 党合争ってすみの方

にはい乙みましたω ととろが、くまは、 三 人 の 子どもをすぐ見つげ出して、ひとりひとり、 興の先

でくんくんにおいぞかきましたが、なんの答 も加えませんでじた。. とれば、 きっと、大きい犬

なんと、 と、子どもたちは、思いま したu そして、く まをなでてやりました。くまは、 ゆかの」ゴこ

とろりと偵になりました。いちばん小さい男の子{志、 そのよぞ乙ろげ回って遊ひました。との干の

金ばつの顕は、くまの ζ い県い毛皮の中以弓ずまリま_l...た句今度;主、 いちばんよの子が、 fこいζ ぞ

持ち出してきて、ドンドコ、 ドコ ドン、たたきはじめました。すると、 くまは、 二本のあと足で立

ちょが 4 て、おとりだしまじた。なんとすτきな、まりもしろい遊びで いよう。 一一ー一子どもた ちは、
めいめい鉄ぼうをかっさ、く まに も一つわたしま した。すると、 くまは、鉄lまうをちゃんとかづき

ましたら 子 どもたちにしてみれば、全く思いがけ/;!:い、すてきななかまができたわけです。

「一、 二 、 一 、ニ.J 
と、 行進が、 始まりましたω

そのと き 、 だれやら戸に手を かけた者がありましたロさっと戸が、 めさましたc それは、 子

どもたちの母親でした。 そ の ときの母二紙のようすといったら、 それこそ、 ひと目見てもらいたいほ

どで レた。 おどろ詳のめ玄り、 母親{士、 石 lZい の ように背白い顔にとεり、口令あけたまま、 目の玉

の飛び出る はど、じっと見つめていました。

ととろが、いち 1;1.A.小さい男の I二は、いかにもうれし手うに、 ζ っ くりとうなずいてみせま レた。

そ して、おどけない、舌もろくろくまわらないことばで、 とう8けびまレた。

『ぼくたち、 今、 兵隊ご円 乙4としているんrょ。』

そとへ、くま使いが、 やってきま υた 。 」
〈アンデノレセン 「絵のと£い絵本J) 
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〔学習指導過程〕

1 導入

2. 黙読

3. どんな乙とが脅加てあったかを嘗 (0

4 全文一読(指名読み)

5. 3の発表

ι 文 章の冒頭からj績次詳し〈 読むo

z 文章全体のイメーク再現

a 全 文一読 (指名読み)

R 感想を省:(。

以下 少 しく説明を加える0

1 導入

かた4った主観にとらわれず ，すな.1>-な気持 ちで作品〈主静う 乙とがたいせつなので .最初の黙読の際

の指示は注意を要する。 一定の目的を指示しては読みが限定され て しまう し， か といって .ただば 〈ぜ

ん と無箱示で統をせゐのでは 散漫な読みにな って作品vcむ刀ゐう姿勢がと とのわない。..:tζで ζの授業で

は次のよう な指示を した。(以下その部分の録音再生記録。 o教師の 発言 ・児濫の発言 )

。皆さんが図也館から、 なiこか、 乙うい うお鯨の借物など借りてきまして、とれから読 もうという
ときには、 どんなふうな気持ちで統み胎めまーずか。 まめいろいろ伝気事宇8で;r.kむ‘人があると思

いますけれども。 古泉さん、 あなたはどんな気持ちで説みますか。 た とえば初め

てね、 だれかから香物ぞいたにいた、それぞ、 とう、自分でζ う兇ょうとじたときに、 どん

な気持 ちで続みますか。

・楽しみにして読む。

0 殺 しみにして読む。 その後ろの人

-とんな乙とが響いてあるか

0 どんなζ とが司悔いてめるかと思っτ続U'c まあそうでしょうね。 船物をひらくとま

ず題が出てきます。 ととでは 「くま と子どもたちJ 乙んな邸が出ているけれども、 いったい、 く

まと子どもたら、いったいどんなことが智正いてぬるんだろう、そんな気持 ちで別み始めますね。

ととろで、 ζ れから皆 さんで、 自分で静かに統んでい ただきますe いったいとんとE乙とが害

いであるんとろうか、 とい うととそ一応考えながら、

て読むような気持ちで読んでください。

2 黙読

初めてとの、そういう本 をもら五

わからなν、再令jは黒板を見てき売むよ うκ指示。以下の語 句 を板番

ぞと河P tJ島、かき 〈ま
宿屋舎の階ドの谷間{やどやのしたのざしき 〉

母宅5f'tA，
夕 飯 見 かけ f見たととろ〉

き合あらそ とうしゐ

先 を争 って 行進

3 どんな乙とが書いてあったかを吾〈。

第 1回の葛嫁小vc会いては

(1) い交醍ん だのはどんなか話で あ ったか。

階下 〈はしごだんのした、一階〕

/)1いくわ なP・時
宮を加 える Cひとをきずつける〉 申庭

(2) 乙のおp話を読んでどんなふう VC ，~_ った刀、

ζの二 点Kついて轟かせた。(両万で原稿紙1枚 .d 0 0字 ) 笑は，との(2)Q)第 1次感想と，指導.
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退程?の第2次感想との比較で ，その絞まりを見ょうと考えたのであるが .本文が単純でわかりやすか

ったためか ，そのき集まりが必ず しもIJ):J硲Kあらわれていず，乙の(21と?と重複するJ裂があったので，第

2自のよt-Jr小では(2)の感想、は省き .(1)だ付κした。(原稿紙半枚程度) ζの場合(11だげで子どもの作

品理解のbシ 4その程度は然知されうる。

4 全文一読 (指名読み〉

形式段落で区切って数名lて読ませゐ。読み誤Pはそのっと・訂正。

との読みを注意書架〈開きとゐ ζ とκ4って ，教授者は ，子どもの誤りやすい語句や意味をと D追えてい

る箇所等を知るととができ，指導過程 6の指導の手がかりとなる。教長者κとってはたいせつK しなけ

ればならない読みである。

5. 3の発表

5の作文は本来教授者が各人の書いたものにすべて自を通してお、〈乙とが必要なわけであゐが .3の

とζろで丁度時聞が切れなかったので，ととで数名に発表さぜた。 ζ うした発表1':;;:，将通vcは，それを

もとlてして作品内容について話合いを進めあというふうな展開をたどゐょうであるが， ζ とではそうし

た授業展開を意図していないので，と ζではただ 6の拘専の準備として，子どもたちの作品王室解の程度

を確かめ， ζれを知れば足りるものと して，あまり深入りせず，続〈発表を聞きな〈にとどめた。

以よ 1-5のJ首謀過程(r:l.. 6の指導をより効来的Vてするための準仰段階である。一つにはこの作品に

むかう子どもたちの読みの下地をならす指導過程であり ，また一つにはζの作品K対する子どものレデ

ィネスの笑態を見ょうと している過穏なのであゐ。

6. 文章の冒頭刀忌ら11領次詳しく読む

乙のJ管導計画のもっとも中核をなすと乙ろなので，詳し〈その授業の録音再生記録を掲げてな〈。

L後配)

Z 文章全体(/)イメージ再現

文章全体をもう一度，し、の中でふD返らぜる。との部分の録音再生記録を下vc燭げる。所要時間約5分

ゆっ<!J話す。

。ちょ っと ζ う昆ぞとじてくださ L、。そ [ノて回をとじたまま、緑VJのと ζ ろからずーっ と思い出
してみてください。との文主主にどん伝ととがどう寄いてあヲただろうか.まず最初の万には、あ

る小さとEい々か町でのζ とでした。 お月さまがお括管可るわけで・すね。 宿屋の階下

の谷閉じ、くさ主使いのク]tJl、すわリ ζ んで夕飯ぞ食べていた。 く京l立、外のまさ小屋の後ろ

につながれていた。 それから、出ぷどのあるてこ惜のへやに、三人の子どもとくまと{中よく

遊AでL、rニ。そうして、いろいろ遊びをして、鉄ぼうかついで行進を始めると、そ ζへお用さん

が来て、実智に'".cった。 と乙ろが、いちばん小8い子は、いかにもうれしそうに、 rlまく

た巧、今、兵隊とごっ乙令しているんだよ。」 そとへ、くま使いが、やせ Cきましたa

ずーっと思い出してゆくと、皆さんは、いろいろおもしろかったととろ、ああ、めの時のくま

は、ど入なようすをしたんだろう。 ね母さんのおどろさよう ったら。 いちばん小さ

い子の乙とばI:i.、かわいいな。 いろいろ思い出しますね. -e :1'1.て'1工、責争均叫』

自をあけて。

そういラいろいろ令乙とを・、皆さんは、ずーっと思い出したと思います。 それでは、

文宣艇を味わいながら、ゆっくりと腕んでいたγき支す内

一読後静かに全文を想起する。文中のあるととばゃある場面がありあ Eと心に浮かぶ。あるいは全体

のすじゃ作品の中に含む問題が，あれとれと読むものの心に疑問を呼び訟とす。いろいるな感動や感想、
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が心中Kわきたつのである。読後(rCとうした感動平感想、が心中にわきだっ乙とがきわめてたいぜつな乙

とであって.乙うした心のわきたちを覚えない読みは，単に字面を理解したに過ぎない読みである。読

後のそうした思いや興奮がやがて整理され，まとま司た感想へと導かれてゆく。 とうした過程をと

の指導bてかh て体験させようとしていゐのであゐ。

したがって ，一般に行なわれている，全文の重要語句党中心K した，もしくは段落の要旨を主軸にし

た，板喜による，いわば一目でわかる全文の図式的イメーヅの再現とは，なのずから意図を異Kするも

のである。それらは文章全体のイメージの確認 ，文章の全体的把握，理解を目的とするものであろう。

乙とでいう文章全体のイ メージ再現は ，ど乙までも読みの活動としてのそれであって，文章の単なる知

的理解のためのそれではないのである。その意味刀aらも視覚的媒介はできるだ}け避けて凶ゐのであゐ。

a 全文一翫 (指名概み〕

仕上げ読みであるので，読みの下手なものは指名を避けた。もちろん各自は，それぞれ ，同時κ自分

で読んでゆ〈わけであゐが，乙の読みを通して，読後にあ、けるもろもろの想念を整現してゆく。次の感

想への発展を掛ずゐものである。

日 感想、を菩〈

原稿紙(4 0日:字詰) 2 枚を配布。執筆の内容や方向を限定せずに， ζの女~読んで感じたと ζろを

感想文としてまとめるよう K凶って，書かせた。

以上 7-9の指導返程は.6の読みKつづ〈読後の指導であ為。読みの刺激によって心!'L生ずる感情

の拡大や知性の拡充を自己の中に統一し，自己をひろげ高めてゆぐ過程であるのとうした過程を読後に

たどるようないきいきとした活動的な読みを 6の読み!'L期待しているのである。

実際の学習過程としては ，辛子そら〈 との後!'L. 9で菩ν、た感想をもとκして話合いを行7l:ν、λ倒'乍品

主題K関連して鰭賞指導がなされるであろう。かぐして ζの物語文の学習が完了するものと考えられる。

しかし，必そら<.その段階Kなると，それは既K読解の領域をとえたものとなるであろう。その作品

の内容に応じて，ある加は文学指導となり，質学や宗教，倫理一道徳のJ¥ii導にもな」らであろう。今日の国

語教育が，その素材内容の面か内，そうした人間形成K速なるものをもっているという乙とはいうまで

もな<，特!'L物語的文主主が文学的な鑑賞批評を重要な指導内谷としてなlJ，ぞれが読解指導K速なるも

のとして.学習的κはむしろ読解指導の中に」伝いて取D扱われている ζ とは，小中学校設惜の国語指導

としては，当然のことでもあ1).正しいととでもあると考えられる。

ただとの度は ，時閣の都合もあって，この部分を省略した。 ζの実験授業で問題V亡して阿るのね，そ

うした人間形成的発展の期待をも含めての 6の読みそのものの指導であって，との?の感想も ，そうし

た立場刀=ら，とのるの授業がはたして子どもたちUてそうした内面的活動を促すものκなっていたかどう

かを，評価すゐ資料として見たのである。
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〔授策笑施経過〕

6 9 
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限 E 

(径〉 ・指導過程5の所要時聞は書〈前後を含めてのもので，実際執銭防聞は ，葛塚 19分 ，上所 10 

分である。

・1s塚の 8と?の問の 20 ;分は ，乙乙た余白か生じたため ，笑際Kは 6の補説と ，さらκ文章の

主題的なものについての説明Vて当てた。

ζの学習指鴻は ，Zお1回は 5時間を要 し.~2 回は 5 時間で終了した。とれば次のようなと ζろから

i'¥てν、る。

笑は授業者は ，小学校の生徒V亡教えるのは ζの度が初めての経験であり ，かつ ，とのような講義式授

業がはたして子どもたらK受付入れられる刀‘どうか ，全〈来知数のまま教壇vc立ったので， 素材の扱'の

をできゐだけ丁事(1(，子どもの反応を心の中でかみしめつつ.時間を惜しまずゆっ (tJ授業を進めてい

ったため .m 1回では全面的K時間を多〈望ましたo またそのためκ時間の区切れがうま 〈ゆかず，時間
的むだを多分vc生ずる結果(l(1./:...，た。

第 1回の葛線小では ，ζの授芙の後，文章の理解度を見るテストを行なっ九戒績は良好。またとの授

業に対する子どもたちの:意見を採集したが，ぞれκよると，よ中下位群をi通じて大部分の生徒が ，たいへ

んわかりやす刀‘ったと言っている。また授業を見ていただいた学級担任の先生の乙とばK よれば ，子ど

もたらは平素と違って ，ほんとうに洛ち着いてよ〈湾えて文章を読んでいるようすがうかがえた ，とM

うζ とであ司た。実際(1(授業しつつ感じたととろも ，ほほ同様な乙とがいえる。以上のよう な，観察，

テス ト， 感想文等の資料刀おら ，との指導過程は一応授業として成り立つものであり ，そとに意図したも

のは ，じ噛うぶんとはいえなく とも，ほぼその目的を淫したものと考えられた。

そ乙で，との第 1回の指導の修正すべき点、を修正し ，むだを省主，時間配分を三考えて行なったのが，

第 2凶のよ月IT小の実験授業であゐ。そのJち導案は ，その指導過程，指導内容の細部まで ，さきに触れた

二三の点を除いては ，第 1固と全〈同じである。この ζ とはつまり ，上述したように ，第 1回の際用意

した指導突を笑際，'C授業にがるしてみた結果，内容的にはほとんどその修正の必要を感じなかったため

である。

ζ うして第2回の笑験授莱:f!"行なった結果も ，その児童の反応は ，上所小(新潟市 )の児童が，さき
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の第 1 田の~塚ノj、(新潟市近郊農高地区 ) の児童κ比べて，やや理解が早いという程度の差があゐだけ

で ，その指噂との関係Uてないては ，内容的に .~ 1 回の葛塚小の場合となんら変わると乙ろがなかった。

とのこ とは，乙の指導案のー殺性を保証するものと考えてよ凶であろう。

〔授業記録1

と ζに掲げゐ授業記録は ，第 2回上芳T小で笑施した授業の録音再生記録である。指導過程ι「文章の

冒頭から詳し〈 読む」 の前半を掲載する。考察欄VCv工，持議上の意味や ，留意点等について記した。

(0教師の発言 ・児童の発言 ↑児童挙手 )

実は授業としての興味深さ刀、らいえば ，時間をたっぷり使った第 1回の方が訟もしろい箇が多

いのであゐが ，ζζでは， c.の 「続みの継時性VL立掬した読解指導」の授業の進め方のサンプん

を示す意吹から ，紙幅の都合も あゐので，児童の応答Kわき道此なむだの少ない第 2自のものを

掲げる乙とK した。 (教師の主な発問や説明は ，さきにも述べたどと < ，第 1回 ，;p，2回 ，ほ と

んど全〈同じといっていいのである。) ただし乙の受業は ，やや時聞を切Pつめ過ぎた悠があ

り， 生徒の応答にも う少しl時間をか付てやゐべきでな刀Aったかと反省して凶ゐ。

警~r 発 E笥 応答 量雪 塁突

i時 I0 ---ーーー・ まめいろ いろな懸じ方といいますか、 いちばん自 I rどんなととが魯いてあ
玉1 I 分が乙ういう訴だろうと回 二 r:::. ~ その山が、 少しずっちがう点|ぞたか」の発援ぞ終え、

があるかと思いますが、一応、まあ、 どんな乙とが聖書いてめっ 16の指穏に入る。

32 

たかというととは、 たいへん文章がやさしいので、 だいたいつ

かめたようですね。

それではとれから、官官のととろから少し詳しく読んでまいり

ます。 そとで段初のと乙ろぞ少し、 )11崎きん、説人

でごらんなさい c

-くまと子どもたろ ある小さな一一ーーー 拘となじ

い くまでした。

o Iまι、。 くまと子どもたち ある小さないな |交主主冒頭 1. 2行で菌ぐ

か町での乙とで した。と、月が省いま した。 とういう続き出 |その作 品の世界にはいり

しでとの文章茸が始まっており ますね。で、 ζ ういう文章託の彼き |ζむようにするための指

出し、段初の 一行ニ行を続む、と、 自然、とその支抵の、何といい |導

ますか、気持串容さ万がわかゥてくるわけですが、 との 「ある

小さないI'".cか田Tでの ζ とでした内許、 同が奮いました" J乙れ

は、 どんな感じでし ょうね。まゐ、 どん伝感じと宮ヲてはわか

らなL、かもしれませ 1..1炉、たとえば、他の文章の書き出しと比 |以下の指君事は女散の久 4

.3.3 1 べる と、 どうでしょ弓か。留さんが一学期に習ったと ζ ろで、 目イノレの迎いを隠滅させる

.3 4 1 

こんζετt.思い出しますか。 Iのが目的でなく、との
「明るい電僚の下 で算数の悩以ぞしていると、 いつものくせ I rくまと子どもたち」と
で ‘ぽくの回は、 しぜんに、て人以.うに向いたc と、ぱく |いう作品の リズムに子ど

は、そ乙にいる大きはやもりにびづくり した。 J もの説みのリズムぞ合わ

役人て腿だったですか。 Iせるための宇皆様でみる。
・やもり (ー せいに)

o 乙の書き出しと、いまの「める小8ないなか町でのζ とでし

fニ.と、月が習いましT了。」 との書き出しと比べろと、 ζ の

「くまとこTど 宅ーたち Jの脅さ出し、 どんなふうに追いますか。

さきほどの「やもり 』の著書き出しとω {↑} はい、

-はじめに会話がついている。

o はじめに会誌 がついているu 会帽ですか。

一?口 一



島望 吾毛 問 応 答

-会話じ串ありませ入。月が宮っ1こ乙と 1;1:.

0 月が言ったととばが縫いて品る。 ほかには、

・やもりという方l立、鋭察のよう役感じで、くまと子どもたち

というのは、 物館のような慰じ。

0 物語のような感じと.そうですね。やもりの方は、観察といいま

すか、自分で見たり、したり、観察したり、そうしたととをそのま

ま寄いておりますね. r作文」と書いてめリますが、 自分の思った
とと、見たとと、そのまま書いてい る。と乙ろが、とのくまと子ど

もたちの方は、何かを との、 お話 じよう、乙乙では 「月 が言いま

革雪 要畏

35 I した。 Jと、 月のお穏と して嘗いていあのですが、何かと う、 物陪
って間かせようとする、みん々に聞かせようとする、そんな気持の

文章だというととがわかりますね。 rと、 月が奮いましたall全文月の話と して嘗か
とのあとずっとお月さまのお話になるわけなんですが、 だい |れ ているととを注意:し

たいそういうような容さ方で、とのお簡は普かれております。 1ておく c

ζ の 「絵のない絵本」 とれば、 アンデルセンの童話ですね。|作品や勾者についての

とれはちょっと鋭槻 l，r，..いとわからぽいかもしれないけれども、 ζ|予備的知識a 乙れは女 1
36 1 の重苦舌は、お月さまが絵かきに戸功、て、いろいろなお話をす るとい|意思師事に必要な程度で|

うよう仕形で替かれている蛍話です。 アンデノレセ ン というの 1 ~磁く触れてお く 。

はど乙の国の人ですか、知っている人ありますか。

-デンマーク

。ええ、デンマー クの 入ですね。デンマークというと、どのへんの
人ですか。

-ヨ一口 、;//マ

0 ええ、 ョーロ y パ。 皆さん、 i且界地理は官寄ってる人ですか。

-乙れから

0 とれから。だいたいわかりますか。(地区l~ さし従がら)デン

マークといい ますとね、ととの、ちょっとさきにはiつぽつてる所め

りますね.乙の辺ですねω そ乙の注れの人で、今からとの人

37 I は宵年あまり前の人です。正憶にいうと、生れたのが{板審しつつ

1805年で、死んだのが 1874年。ですから死んでからまだ百年た

ちまザんけれども、 だいたい百年ぐらい前の人だというととを、 一

応知って和いていただきます。

そとで、また儀相]にかえりますが、 「あめ11、さ従い危か町でのと 13Z:J腔冒頭からの詳しい

とで した。 J (板締 める小 さないなか田Tでのととで した。 ) 1 続みに入る。文意の客，、〆、_.....
38 I いなか町 での乙とでした。もう少 し詳しくいうと、どういうととに|鋭的滋味世界に入らせ

なるのですか。 い伝か町でのととでした. (↑) ほかには |るために、 最初の数行

ありませんか。

l::tl.、、

-いなか町であったできごと

0 そういった、 鮮 しくいろとそういう乙とになりますね。める小さ

ないなか町であったできごとであった。

お月さまがお献するわけです。

と、 月が雷いました。

「怯i屋の階下の客間に、 くま使いの男が、すわりとんで夕飯を食べ

ていま した。」 宿Aの階下の辛子閥、 とれlまささほど黒板に書きま

玉9 I したように、 「附」という、乙のむずかしい漢字;立、階だんの階で
すね。はしとだん。モの下ですから、 二階の下、つま り一 階です。

で、階下の客聞に、指墜の階下の客間で、したのざしきで、 くま使

いの男が、 くま告といの男、 乙れはどんなととをする人ですか。

くま使いの男ロ 〈↑} はい、 いち{まん後ろの人

の怠味の形成は特に鮮

しく指導する。

くまを使う凋 !ととはの宇宙の解釈で

0 くまを使う男。 くまを{史う とい うとどんな ζ とをするの。(↑)I満足させてはいけない。
- 9 ，ー
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40 

4 1 

ラt 問 応 答

は い 、 窓 a

-くまに芸をさせる

0 く;f..;ニ主去をさせる。そうですねe そういっt-!J;。 いまはいt:cい

かもしr"ませんけれども、 ぼくらの子どものころは、佐["，しなんて

いて、滋令、 1設に盆令させた H してい ましたねυ それから、よく

あの山宇'fi"Cすか、 女鳥ですか、 か1':"，二人れておみくじぞひかせたり

する.ああいうふうに、 めの、 動物をいろいろ、 ζ の、制いならし

て芸をさせるc その主主~みせて 、 まあ、終から旅へ歩いては司 芸ぞ

見ゼτ、ζうい弓、けだものに議会させている、 そういう男、ですね。
乙乙ではそれが、くまぞ{突っている。 rくま使いの;:fJtJf、すわ
り乙んで夕飯ぞ食べてL、ました。」 寸わり乙んでタ縦方、食べて

いた。乙れはどんな気持るが出ていますか.

-いかにもどっし:)したような

三者 茸寄

との鋳J百~.jitはすぐれて

0い かじ也どっ 1...りいたような気持ぶ そ うですね。ほかにl… どん |いる内 ただととては・

な気持ちですか。いすに乙しれけて夕飯をたべていましたというの |ζの物語全体を背君主と

よりも、 いかじもどっしりしている そのく志快いが、 いかに色 と

う、 大 き々ような 感じが出てい る。 そのはかにめりませんか，

そ rれ1では、毛もJう弘少〉しさき4ぞE統んでみましようω てで'、

「く ま面侠Eいの男が、 寸わり ζ んでタ飯をj{食εベてい之 tしJ

デ外+のま 言き聖小F患患のt後詮ろにつζなCかれていましrたニa J で、 ζ4θ〉くまぞま

き小E昆量の後ろにつJ位ないfにごのIは立、 乙れ{は立、 fたこ4れ1で寸か。

・くま使い

1，て、乙のととtまのと

乙でのE主昧や気持ちをj巴

Jh!させたいJ おそら

く実際には、 ζ の とと

ば口銭辛刀 r-.r:Jりとむ
という動作的意味とし

て氾皇室され、 「も、かに

0 く去{児いですね 什乙ろで-(つく:主l士、 くまは色う夕飯はたべた |もどっしりしたようなJ

42 I のでしょ うかねらまだ食べてないのでしょうかω どんなふ弓L惣じ|という盗体の形容と 1，

主すかー との:;+;:・4こ!立、 々にもそ人なとと()<いてありませんけれ|ての起伏がそけ取られ

どね， 1 7-，.そ して 1"，1;1:ら く?il:

・ まだ食べてぽい。 I 市を~Gみ巡ιf うち に、

O まだ食べてなら、 食べてない kうに感ずる入手をあげてごらん Iraち室まいた、 ゆ っく
なさい。(↑2イ } はい.では、 もう:食べ終ったようじr，;'j; I 1) 1ノた」といろょう々

ずる入手ゃあげて去ら人 なさいu (↑~) はい。もしまだと |その動作平態度に合ま
はんを、河 ~~、 は人どは人のえさを、く まがたべてないとすると i れている気持らがおのf

くま使いぽ 、 ζ れからくまにえδをやら往ければl.cらr:r:いわけです|から理解され、 ζの語
ね。そうすると、くま使いは、 すわりとんで夕飯ぞ食べていま した、I~、がとの文宣伝の中にお

4 3 I というような気持になるのでしょうかね。 寸わりと人で夕飯を:良|し、て茨王見しようと して

べていま したというと、く 玄使いの男が、 非常に、 その、 ど っしり |い るものヵヘ全体的に

した体絡だというよう信ほかに、 何かもう少し、とう気持の上 の事|偲擁されるのてゐる。

味がありませんか。ど人な気持で夕飯を食べているので しょう。〈↑〉

-もう くまにはえさぞやり搭ち辛苦いた

0 ええ、 なにか ζ うすべて の仕取 が終わって;:15ち若いたゆっく りし

た気持で、 夕飯ぞ食べている。そんな気持F刷 、すわりとんで タ宣伝ぞ

食べているというととばに出ているようで寸れ。 く三快い;主先ほ |察組問な主主II.I:::leJ患の上

ど青山ま しによ うに『旅から旅へわた って 、 そう してくま令、芸ぞ |に立っ て、レかも適度

芭せるわけです から、 あるいl:t、 今巨一日その田Tで芸{i:>dせて、 そ If's;:l::鎖的錦織ぞまじえ

れが終えて、く まにもえさをやり、みんなi上郡がす人だので、それ !ながらイメークをえが

でゆっくり と夕飯ぞ食べているのかと思いますねの がるいは |今つつ説み巡める。

44 I 今 日乙の田Tに辛苦いたばかりかも知れませんが、 一日の旅が終わっ て

や 1.;1.り すべてのイ土原が終わっ て、 千うしてくま使い の関は、下のざ

しさにすわり乙んで、 ゆっくりと r~ ち着いた気t-'Þろで、タjW{!>j!tべ て

いました、 とi、うのでしょうe 一 方くまIj;、外のまき小忌の後

ろにつながれていヱレた。

では舟田はと乙まで にしておさます。ではl川 回、 統合ぞ税みます"

-92-



ラ色 間 民2 7写 考 型実

それでは、 IIF自の和尽き壱いに し烹す 昨日1;:1:4行自の所でしたか

ら、 佐初からもうー庭統んでいただきま し ょ うか。 えーと、 ζ (J)

前との91]でじたね。 それでは今度との女の人の列でし ょうか 古川

δん。

・見かけはいかにも ・・・・・・・いったいだれが、 やってくるので

1， J:う

0 はい、 乙の院は、 「める小さr.. n 、なかlilTでの ζとで~~と、

対が宵い ま した. T'_iA'{の指下の客間に、く ま(i!!~ 、の男が、すれりと

ん で夕立直径食べていま した。 く まは、外のまさ小原の後ろにつなが

れ て い ましたω 」そとまで で したね.その次にはいり ま寸が、 「見

か けはいかにもおそろじそ うでしたが、 Jζれ は、 伺日ついて鋭同月lsEと文の関係、 文脈釣 |
しているのですか。 I然続関係は 、 注荒F.際く
・はい、 はい、 E↑】 |指泌する。

つ
の
。

る

臼

る

せ

昨

め

ま

、

始

読

が

み

ら

た

読

か

い

ら

初

で

か

飯

り

き

〈

も

続

o ，;t~、、

-くまです

0 ええ、 くまぜ司ね。そ ζに 、 「そのくまはJと軍事いてないけれど

し、 続いているわけですね。 そ のくまの純明ぞ しているわ けですね

く家は外のまき小 械の後ろにつ ながれていま し1:".そのくまは、 F色

かけはいかにもおそろ しそうでしたが、 『見かけは」乙いいま

寸と、

• l;t ~'，はい 、 Itぃ、 〈↑〉
o !主L、、

-見 fこととゐでは、

。丸Tこととろでは1 外 か ら見た 感じは、 というので寸ね包

見たところは、いかにむおそろ しそうでした。乙れ は ど人な勉味で

2 I しょうn い かに もおそろ しそう。

・とてし

玉

0 とてもおそるしをう。 まあ、 そんな施昧ですね。いかはも和そろ

しそうでした 〈仮笹) いかじも、 わ I，_ か々しい什いう

ζ とば~使い でますと、どうなりますか. いかにもかr，cしかった.

といわt;rいで、か々しそ弓だった. r~ 、かにも.J がくると、 大停

「そう」 という乙と 1;;(がつ いてくるのですね。もちろん「そう Jだ

けじ亭従いので、 いかにも穿.げであった、というよう化曾い方もしj

ますが。 いかにもおそろしそうで じん。 I

とれまで、だれにむ望書ぞ加えたととの、 おそろしそうでしたが、'

ζ れまi'_γれにも将を加えた乙とのはい、 いたってがとな しいく l

までレた。 ζれまで、 だれにも容を・加えにζ とのない、

rwぞ加えるJというと、 どんなふう々定味ですか。 【↑〉はい

・わるいととそする。

0 わるいととをする. 主主;立、

-きず

o きずv ?Hまれるい とと喝さず 、 'ffi{e加 えるというと、

-常叶・脅:ICわせ た り司る。

0 ええω T脅すぞおわせたりする。そうですね舗人にさずをおわせ ?

りすφ。 {可t)>ζ う、 人ぞきずつけたり吋るととですね。 省令

加えたととのタい、いたっておとたしいくまでした。 rl、rょっ
てJといいますt。

• rJ、じよう4ニ

。はい、ひじ よ うに。
せんか，

ひじよ うに.ほかに4ロlか ζ とばめりま
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明 1 発

-きわめて

o I主?

-きわめて

間 応、 答

0 きわめて。 ええ。 打、たってJというと、 (板番じつつ)

「きわめてJとか、 「ひ じ I うに j とか、 「とのよなく Jとか、い

うような意味ですね。 いたって"foとなしいく主主でしたe 乙れ

で 、 くまの説明がおわるわけです。

考 雲毛

で、 話がちょっとかわるわけですね。 r出まどのあるこ階 のへh に|文脈の断続、 転換をは
は、 」いままでは‘ 楢匿の階下の客悶にいるくま使いの男牛、まさ!っきり扇醸して銃む。

5 I 小農の後ろにつながれているく蕊含書いてきたんですが、今度は崎 1も ちろん、その先の文
「出まどのある二階のへ やには、わたしの光ぞ受けて‘ 三人の小 さ 1:軍へ少し勝み進言t::r.t:い
な子どもたちが遊んでし、ました寸 「出まど」とf，， \~~抑っ -cいま相、ど泊|と、と ζで切れるとい

ふうな加、う役 ζの矧こはないでしょうかね机乙ういうととろのまと:;，'-<:.!知識l:l:.t;I-Iて引いわ

女向出しかるんです判出まとヰ普通は、 そういう、かべといいますれ[けであるが、 との授業

そういう所か ら飛び出レているのを申しますね。ただととでは !では、前にー 続してい

「出まどのあるこ簡のへや」とありますが、 では、どんなニ聞のへ lるので、と乙では、段

6 I ゃ なんだろうか。 皆さんはどんとEへやを銅像するでしょうねえ。 p答切れの具体的指導を
とのお話は、 E廷は前に閉しましたように宵年余り前の、 デンマー ク 1加えずに、女脈転換の

めたりの話と考えていいわけですね。そうすると、 ζ と に 書いてあ i注意をよび起すにとど

る 「出まどのあるこ階のへや」というのも、 そういう普のデンマー !めたロ

7 

? 

， 0 

1 1 

クあたりの家の三階ぞ侶像するととが必要耳にとCりますe で、いろい iととの語い指噂は、や

ろの普の写真だの絵はがきだの見てみたんですが、 たいへ !や社会科的内容をもっ

ん絵がへたで何ですけれども、 だいたい乙ん必ような建物が写真な lものとなっているが、
どに出てるんですねc I乙れは必嬰な指導で、

{板密 出まとのある二階掠の絵) Iζの文章のイメー ジを

O あの、二階と申 しましてあ、目志のとういう木造の二階硲て とは i正しくえがきうるかど

ちょっと湿っていて、 ζJういうこ震島根になっているみたいですね。

向 ζ うの残物ぞ見ますと。 そうしてそのこ撃箆恨の ζ の属探の

と ζ ろ、ずっととうとひ出ている。とういうふうな出まとが出てい

るのが、向とうの建物のようです。 たいへん絵が下手で何ですけ

れども、だいたいそういったような感物が写4むなどに出ていますの

で、 「出まどのあ否二階のへ串」というのは、とういう所に子ども

たちが遊んでいた、というととになるわけでしょう。 とれば、

皆 さ A がいろんなとの、物語とか小説とか、そういうものを読む、時

に『いつも気をつけていなければならないのは、普の乙とだとか、

めるいは自分の知らない国のととだとか、 出てきた時には、ただ顕

の申でご考えたり辞書巻弓Il、たりしただけでは、なかなかほんとうの

ものがわからない。たとえば、臼本の台所というよう信ζ とでわ、

外国人 が、ただ台所といっても、乙の日本の台所の穣子そ怨像する

ことはできと主いですねーで、そんなふうに、支軍ぞ読む時には、や

はりその、 笑際にそれがどんなだろうかというような気持ろで制べて

みる乙とが必妥ですε

さて、話がちょっと検にそれましたけれども、との出まどのある

二階のへ串にi立、わたしの光ぞ長けて、

ますと、

-はい、 lまい、 4まい 〈↑〉

o 1;主L、、

-月の光

「わた しの光」 といい

0 ええ、お月さまの光ですね。 )rこを受けて、出まどですから、と

う、 お月さまに近いよう信感じがしますねu その出まとから月の虫色

-9  4ー

う iI>1こ1pIJ>寸コって7くる。

ただし、 ζ うした事実

を続策する指導は、文

章を理解診し、 あるいは

イ メージぞえがくに必 a

裂にして十分な程度に !

とどめあべきである。



もF 発 !司 応 答

が、 いっぱいさしているわけでじよう。そ乙で「三人 の小さな 子ど

もたちが遊んでいました。」 で 、 円、ちばん上の子は六つくらい

で」、 その三人の子どもの説明にとE りますね。 r~、ちばん上の子は

六 つく らいで、いちばん下の子は、まだニつにもなっていません。 J

三 人 いるわけですから、 もう一人いますねe い〈つくらいでしょう

オ"0
-四つ

0 まあ凶つくらいでしょうね。ち I うどその間の子どもがもう一人

い ます。で、 r(、ちばんよの子は六つくらいで、いちばん下の手ぽ
12 I まだこつに念なっていませ入a そのとき、パタン、パ亭ンと音が1./

若君 察

て、 帰だんを 上ってくるものがあり定した。 J rそのとき J I rそ の ときJ指示梧。
といいますと、 l文脈的にl'，!ll用車Eさせる。

-はい、 はい、はい、 〈↑〉

o 1まし、、

-子ども泊対コ、五富んでいるとき

0 子どもが遊んでいるとき。その通りですね。それは、つまり、そ

との「いちばんよの子は六つくらい で、いおばん下の子は、まだこ

つにも従っていEませ ん。」 というのは、子どもたちの説明ですから、

ちょっと ζ う( iでもつけてみると、 支 章 がよく続 きますね。
出 まどのあ る二階 のへやには、わたしの光を受 けて、 三人の小さ

伝 子 どもたちが、遊んでいました。 そのとき、 パタン、 パタ

13 I ンと菅が して、 ζれは、 f可の足 音々人で しょうね。

・はい、 はい、はい、 〈↑〉

0 はい、みんなわかるでし工うね。

.I.H 、、 li~ 、 、

0 はい、大沼沼

・くま

o はい、くまの-fflニちがいないですね。
うと、 どんな普号号、 どんな普とい っても、

しますか。

• Iよい、はい、 は い、 〈↑〕

o ，立t、
-いかに もどっ しりした

パ タン、パタンとい l綴音鰭

どんな感じが

。いかにもどっしりした。 ノ〈タン、ノ・4タンとはちょっとちがう

ね。 パタン、 パタン。 どっしりしてますか包 (↑〉

はい、 君はどんな感じがしますか。

・大ぎやからだでくる。

。大きなからだでくるような、 〈↑〉 はい、

1 4 I ・大きなからだでもやEさしそうな感 U。

。大きrJからだでもやさしそうな!{gじがするω パ 事ン、パタ ン、
ね。 iJbの、乙んr..ようなととはでは、ほかにどん信ようなと
とば知ってますか。 パタン、パ串ンむそうだし、 〈↑〉

lまも、、

-ズシン、メシン。

。ズシン、 ズシンo も っ と貫工いよ弓な感じですねの

ドシン、ドシン、もあるねs パ タン、パタンというと、

伺かとう、 なんていいますかね、乙ういうような、 平たいようぽも

ので、 はたくような菅Tですね。パタン、 パタン。とれはくまですか

ら、 階だんぞ上ってくるのですから、 おそらくめのくまの前足で、 t 

f 隊だけパタン、パタンと、 ζ う上ってくる音でしzうね。そうい l
-95ー'



時間
6予〉 発 間 訂，、

うt玉ーをいっている人だろうと思います。

字守 ‘4ト， 暗主

「そ σ~tて重量、パq ン、 パタンと普がして、問だんや、 Jそ力伐の宇 Ir上っ'つのよみ方
ですけ どね、 皆さん、 昨日も今 ヨも「アカ 'J'! Jと枕みfましたμ。

1 5 I (阪'#1】 ζ の字[立E廷は fieがるJとし「のげる」とし、 どつらも制
。・字ヰEんですc たど旨 さんが、 ふだん教科@で切っとJ る時には、

教科信では 「あがる 」の と きに は「由リがの・いである人 ではないで

しょ うかね c. rあ げ る J役人てい「と声にLtr (1 Jが符いであるω
ですから、 「あが る Jと初む、ときに は、 r.6リ が多分野いてあると
出 い ます.今度教科待をよく見てごら ん伐さし、。で、 「が」がない

と狩には、レfこが司 て、 ζ れ は、たfごと う絡いでかったら 「のぼ る

1 6 と腕 む、ように々っ て いる と思うんです。まあ、 実際iニlまどっちも続

むよ み方の字 な ん です け どね。 で ‘ 乙乙は 1;がJがありませんか

ら、 rのぼってくる。 Jとよん だ方がいいでしょろ。

で、 「パタン、 パタンと音がして、|切だん令よってくるものがあり

ました。いったいだれが、 や ってくるのでしょう. J 

rl、ったいだれが、やっ てくるのでしょう。 Jζれは、 お月δまが、1:文章の未認部分への駒
E記者に、 続んでいる人 たちに、 そうい っているのですねー い よい よ|心と期待そし 4 て読み

1 7 
InJか始乏りそう公場面に伝ってまいりま した. では、 乙|進 む習 慣を形づくも。

18 

ζ ょで、 もう- 1烹繰り返して主主人でもらいま t ょ弓 l 乙んどは、

小原δん、

古川さんの怯んだとと弓からで寸か.

0 えー と、 める"、さ々、 最初から

・くぷと子ど乙たろ あるIJ・さな ・ ・ ・・ ・ ・い っ たいだれが

平ってくぞのでしょう.

0 は い、 そ ζ までに して。 (瓜仮の山物の絵のと乙今に_"l'..字 で

ぜlt~嘗 しつつ」さて‘乙の下のへやにi士、くま{使いの列がいたのです

ね@ モ nカら後ろ の方 の 、 まさ小凶のも骨ろ」、くまがいたの

ですねu くまがいたa

・子どもたら

0 下どしたちが

-滋んでL、rこ

そ してとの二附のへやに、

191 0 子 rむたちがほんでいたe 手と・もが(01人てi 寸・かω

三人

0 三人の子どもたちが進んていたの とういよう局面にt:cります

す そ ζ でいよいよ("Jかカ:始まるのですが、 モ乙に、八q ン、 パ

タンと音がし て、 1"1'替かが上ってきた。

では、その次のととろを、 ζ んどは高崎。んですか.

・力タンとPb人 ・・・・・・と、 月i士、 3いま L"た。

2 0 I 0 1"1:ぃ、手 ζ まで. えー r;ゲタンと戸が、 ぬき Eレ1::. _一一見る
と、それ!t、か勺くモてったのです，J ~人きな毛むくじe ら仕

くぷだったのです。 J ガタンと声が、 i帆必;t;1，，1.ニ。と、 くま

乙の文部の序のim分 に

あたる、物錯の位場人

物 中、場部の般定安・ -

E芯滋主莞且し-c、 δら4こlfie

み進める。

がそ 乙 へす く'顔を， ~じしたんですか。なにか乙乙に、 一一一酬がめり トー一線のがらわす:牒lほ

.J: -q-t:l.ち ょっと、 l秒か2砂か、けつ rん1"τィーどんたちが、その

そ乙かム仰が出てくるかと見つめているよう々同附tJ人そとに椛れ

ます~;l0 そ乙へ、 ぬっと、 くぷがあら nれたわけですn

n'.!.ると、それ1t、ぁοくーまでったのです. J rモれはJという
2 1 I ことばI主、 ζHIヘ fぞれ」とれ 「あれ Jとか‘伺かを指す ζ と IrそHI主ー掃示鰐

lどですが、乙こご1-::'(可をさしているわけですか。

• l t (.、

。入、壇監さん
-9  6ー



発 FJl 応、 答 考 察

.:J:fタンと戸をあげたもの

0 ガタンと戸をゐけたもの。 ほかにありますか。 その後

ろの水野さん

-はい、まさ小屋の後ろにつながれであるくま

22 j 0 ほかにありますか。(↑) はい、

・廊下をノマタン、パタンとあがってきたもの

O あがってきたもの

・のぼってきたもの

0 のぼってきたもの。 ほかになにか。 あの、 「とれ」と

か、 「あれ」とかいうととはは、だいたい、 ζ の、文章の前の方に

ある ζ とばをさしておりますね。で、いま三つの税が出たわけです

が、一つは、カ'タンと戸ぞあけたもの、ぞれからもう一つは、階だ

23 I んを上ってくるもの、それからもう一つは、 まさ小島の後ろにつな
がれていた 、 その中で一つだけ、 何だかちょっとへんなの

があるね。いま三つの 中で。いちばんへんだなと思われるのは、ど

れですが。 (↑〉 はい、

-外のまさ小屋にくまがつながれていた。

。それぞ 「それは」というのは、ちょっとおかしいね。 rそれは、 |乙の部分の柳原まや噌ー

あのくまだったのです。 J rそれは」がそれをさすとしては、少し jLEを要する。結論的に
との支認の続きがおかし~'0 で、ととでは、階だんぞ上って lは ζ れで誤りはないと
きたものをさすと見るか、あるいは、ガタンと戸をあけたものと見 |思うが、 円、ったいだ

2 ~ I るか、だいたいこつのととが考えられますね。 で、乙れは、あのな lれがやってくるのでし
んていいますか、叉法的といいますか、支翠の ζ とばづかいのよか jょう。 jの「だれがJ

らいいますと、 「そのとき、 パタン、パ4 ンと音がして、階だんそ |を受けて、 fそれはJ

上ってく るものがめりま した。いったいだれが、やってくるのでレ |といっている、との照

ょう。カ'タンと戸が、 あきました。 一一一 見ると、それは、あのく !応号、はっきり意識さ

まどったのです。」女難の、 々んていいますか、文章の表簡のね、 |せるべきであった匂た

ことばづかし、からいいますと『やはり、 「階だんを上ってくるものJIだし、笑際に読み進む

25 

Z 6 

それぞ 「それ 」とさしたというのが適当なのでしょ うけれども、意

味のよでは、あの先ほど、大家さんがいわれたように、 「プブタンと

戸がぬいたω 見るとそとに出てきたのは、」というような気持ちで、

そうした気持らで使われており京すね。 たいへんむずかしい

なんだかわけのわからないような説明になっちゃったけれども、女

主主そずっと読んでのくときには、 「見ると‘そ乙へ出てきたのは」

というような気持ちで《死んでいってさしっかえありません。

「カ'タンと戸が‘あきました。 一一一一見ると、それは、めのくまだ

ったのですdそとへ出てきたのは、めのく玄だったのです。 rめ
のくまだったJというのは、 「あのJ (↑〕 は い、

. -;;1::き小屋につながれていた

0 ええ、そうですね。ずっと前の方に、外のまさ小屋の後ろにつな

がれていた、あのくまだったのです。 ζ の f大きな毛む、くじ宇

らなくまだったのです包 Jというととばは 、官官の方には、どんなふ

うに省tかれてい ました。

-は い、 は い、 はい (↑ 〉

o ~;t ~、

. ~かけはいかにもおも しろそうで した。

場合には、そうした指

示や照応が一々意識に

上らず、 穆培的に作用

するので、乙の場合は

「階だん壱上ってくる

もの」にまで立ちもど

るととを必要としない。

乙乙では文章在宅を読み進

む立場ですなおに続み

と ってゆけばよい。

〈もちろん、説明文等

で指示の厳密さを期す

べき場合の指君事は別で

ある。〉

との弘の」の指示は内

容的な指示で夜、るのと

明らかにその指示する

前文そ煩起させなけれ

。前の方にほ、 「外のまさ小屋高の後ろにつながれてし、ま した。見か |ばいけない。単に文章
けはいかにもおそろしそうでしたが、 Jと曾いていたのを、 実際い |の表面上の指摘に終わ

ま自の官官に見て、とれを、 「大きとt毛む、く じゃ らなくまだったので |らず、内容的に恵味体

す。」と結いているのですね。 それは、 あのくまだったの !制化してゆく。 たいせ
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守 1 発 間 応 答 考 聖書

です。大きな毛むくじゃらなくまだったのです。行こったひとり、中 |つな指導の場面である。

庭でじっとしているのがたいくつになったので、なんというととも

2 7 I 往く、隠だんぞ上ってきたのですd 乙れは、伺の説明ですか。

・はい、はい、 fまい 〈↑)

o I立し、

・くまが二階によってきたわけ

0 ええ、くまが二二階に止ニってきたわけ。 ですからとれば、お l情慢の叡述、月の説明

月さまが、そのわけを読者に説明しているんですね。 ですか !月の説者への とと lふ

ら、 「カ'タンと戸が、めきました。 一一一見ると、それは、めのく !というふうにいろいろ

まだったのです。大きな毛むくじ中らぽくまだったのです。」とい !な伏先での還閥的な文ー

うととろは、子どもたちが見たような、実際の情僚を郡いているわ 1:寧袋現になっているの
けですね。 いったい、くまがどうしてとの二階のへ串に上っ !を頭鮮させたい。(実

てきたのだろうか。それは「たったひとり、中庭でじっとしている |は、この後の、 「と、

のがたいくつになったので、なんというとともなく、階だんぞょっ |子どもたちは」の「と」

28 I てきたのです。 」お月さまが説明しているのですね。 rわたレは、 |がどの乙とばから直援
なにもかも妓らず見ていました。」と、お月さまは、そう雷ってお |続いているかを問うた

ります。 Iら、かなり思索に混乱

「なんという乙ともなく Jというのは『どんな主意味でじよう。 Iが見られた。文章を窓
・目的もなく自然に、 1織的に分析するとかえ

0 目的もはく自然に、そうですね。ですから、 ζ のくまは、別にお|って、すなおな読みを

なかがすいたから何か食べ物を見つけようと思ってきたわけでもな 1!(Oげる面がめる。 )と

L、。子どもたちと遊んでやろうというような気持で待別来たわけで |の程度の税明で軽く統

もない。 中庭でじっ と しているのがたいくつにとEったので、 いJておく万が、物語文
ただなんというとともなく、なんという目的もなく、階だんを上っ|め読みとしては活当で

29 I てきたのですm わたしは、なにもかも残らず見ていました。 と、月|あろう。
はよ言いました。

それでは、その次のととろにまいりましょょう巴とんどは、大原さ

ん。

-と、子どもたちは ・・ ・ ・大きい犬なんだ、 と、子どもたち

は、 思いました。

W む す び

乙乙散年の研究をとかして，われわれが一貫して主張して来たのは ， I読みの機能Vζ立つ読解指導」

というととであった。そとで，まず児童".生徒の読みの様態干とさく'!i.読みの1活動の中で子どもたちの

生理的・知的・心理的機能がどのようκ働いていゐか一一一 特 V亡その心理的・知的 な機相(1(13を向け，

それがほぼ明らかKなったと ζろで，乙れらの機能をiEし〈かつじ噛うぶんに脊てる読解指導のありか

えを模索したのである。

乙れら一連の営みは ，従来の国語教育が，ややもすると言語技術の面陀力点そ沿いたり，表層的な

言語経験を与える乙とに傾いたDしたととK対 して，読解による恵三考の育成を重視すゐところの「 人間

形成の国語教育』を強調すゐものである。 乙うした態度の中には ，外言のみ を対象としが ちな読解指導

(1(対して， 外言の基底となる内言を育てる指導の強化がばらまれている。真の圏需教育は，内言・外言
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一体の立場で行なわれるべきものであゐのに ，従来は内言への顧慮かあまJ:JVLも乏しすぎたのでは在い

かという反省を含んでいゐ。よく頭の中で内語として忠、考させゐような指導態度がたいせつである。

ねれわれは ，まず文挙はとれを読む時vc読み手κ対して問いかけ ，諮 りかけている生命体であゐとい

う認識に立つ。すなわち.文章と同うものは問1ハかげとして原生産する表現行為であるのに対して ，こ

れを説むという乙とは ，問いかげに応じて再生産する理解行為であるという解釈に立つのである。であ

るから，主ず .文章を読むVC(r，.( .読み手の主観性を脱却しーて，すな訟に忠実(1(文章の客観的な意味体制

K従いながら忠考を働かせてい〈という構えが必要になるわけである。文章を冒頭からでいねいに注意

咲く読み進み，じ申うぶんな内言化を図ろうとするのは， そ うした読Aの本質践に基づくものである。

今回の笑践にかいても. i (玄と子どもたち」ぁー・よび「野生のさゐ」 のC築講義形践には ，乙の態皮が

強 〈打ち出されていゐ。読みが ， 読み手の主観~乞よっ て文脈から逸脱するようなと とのないように，既

読部分をふ P 返り ， ふり返っては先へ読み進むという 4 うな習慣を養う ょ っ~'[努力したのも文章の全体

性を重視するが故である。

っき.v'c .ζ とばを一般的な定義や知識として理¥r.;!f-さぜるというだけでな<，ζ とばを体験として溜得

させていぐ方向をわれわれはとるうとしたのである。乙とばを形式的K把握するのでなく，内笑を了得

すゐ乙とが ，RVC主イ本的な言語把握となゐのであり，みずみずしい思考を育てることになゐと君、われる。

ぞ うするには，やはり取り立てて行なう誇い指導だけでにt.ふじゅうぶんであり，文章全休とのかかわ

りVてないて扱わねばならない。たとえば i(まと子どもたらJVC~甘いて， iくま使いの男がすわり乙ん

でタ重圧を食べていま した。・・ ・・・」 とあるが，その 「すわり とんでjを ，単K換言的に教授しただ

けでは全体の文l蜘てる、付る位置づけと ，その機能が明確になら攻加。どうしても ，ぐを使凶の心境一

〈まに も餌をやり終え，一日の仕挙をすませた安楽な気持ち ーー まで推測させながら.深々とすわD

とんだ状況を翌日常早させな付ればなら 7iい。 乙とばは，その位置づけKよって，意味を発揮するしかえを

交える場合があゐのであゐ。等しく「正義」という言語いが文章中K使用されていても，それは文章K提

示された場の位置づりによって. i社会正義Jの意味をもっζともあり. i個人道徳的な正義」の意を

宿すとともあろう。乙うした文章の展開の中で ，誇や文の意味が決定されて〈る乙とを「場の函数関係」

と呼ぶ人もあり， i志一味構造」と名づける人 もあゐ。が ，いずれ(1(せよ .語や，文が文章全体の力動的

な関連の中でその機能"a:働かすとM う事情を説明していゐものと芳えられる。 したがって ，理想からい

えば，読み手が，文章を読みながら ，語 ・文 ・段落などの意味を ，場の函数関係』てまj"¥r.t.て発見する ζ と

が望ま しいのである。意味は単vc受動的tI(与えらるべきものではなくて， 読み手によっ て発見さゐべき

ものなのである。しかしながら ，小 ・中学校の児童 ・生徒の読みの機能は未熟であるから，教師によっ

て， 文章の意味構造ゃ，函数関係を解きほ ぐす，ほ ぐし刀、たが助言されるわけであるロ 乙とはの内実を

了解すると加うととロ，時によっては事物への直接 ，制緩の体験によって具体化し，拡充する乙とを必

要とすゐ。 i絵を見る喜び」の巾で ，直観的7i具体物を媒介と して.読みK際しての内容体験の拡充を

図ったのはそのolJであゐ。いわば ，乙とばという抽象と ，ぞれvc対応する具象とを結び，これそ一段深

いζ とばの体験と して定着させよ うとしたものである。そ乙では ，コトパー 具象一一コト パという形

での学習をとかして， 思考と認識の高まりを企図 したといえよう。ととばをと会して，事象をつかむと

同時VC，事象をつかんだと ζろでと とばに帰り .ぞ ζで概括し3筆頭するとい う過程を経るととによって

言語的な認識が健かになるものと考えられる。

ととはVて始;{り，ととは(r(終わる学習という目標は. i思想はコトパで表現されるのではな (.コト
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パの中で遂行されるのである ・・・ ・・」とい う.グィゴシキーの『言語と忠、考』の中の所総代通じる

ものであるが ，前掲の，実践例にも見られるとなり ，乙うした学習の笑現収容易ではな同われわれは，

「読みの機能に立つ学習指導j を主張し ，乙とばを尊重し，内言を育てる指導を自ざしながらも，その

具体化にはまだ多〈の問題を感ずるものである。読みの機能の追求κも，読解指導の仮説検証にもなお、

多〈の課題をかかえていると考える。今後も ，なんらかの形で乙の研究を継続し解明につとめたい。

との研究を終わるにあたっ て，全面的l陀ど協力をいただいた下記の小・ 中学校のl政負各位K別して心

から感謝の意を表するものである。

研 究協 力学校 (敬税略〉

。 新潟市立上所小学校高柳校長 伊藤教頭石山教諭 三浦教輪大島教諭池田教諭

菊池教諭職員各位

。 新潟市立 鳥屋野中学校 武田校長若佐教頭中山数給国語.~~員各位

。 豊栄町立高塚小学校 金井校長関本教頭大森教頭飾笠墨書記給 土日教諭

小柳教諭戦員各位

。 豊栄町立葛塚中学校高橋校長小柳教頭小綜教諭島教諭 国語部員各位

授業関係

. 新潟市立九畑小学校 中野校長 斉藤教諭阿部教諭

. 新潟市立南万代小学校 高橋校長池野教諭柳川教諭松問教諭

研 究 担 当 者

大 竹大 三 谷沢道房
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